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ついに登場！
山川出版社の
中学歴史教科書！
新課程に向けた� �
新しい教科書への挑戦
高校の歴史教科書を手がける山川出版社は、新課程における
歴史教育に向け、中学校での歴史教育を重視する必要性を感
じました。文部科学省の新課程で身につけさせたい資質・能
力の三つの柱（❶学びに向かう力、人間性など　❷思考力、
判断力、表現力など　❸知識及び技能）や、学び方（主体的・
対話的で深い学び）は、早い時期に習得すればするほど慣習
化し、身につくものだと考えます。山川出版社が高校生向けに
培ってきた歴史教育の深い学びのためのクオリティーを、この
『中学歴史　日本と世界』の教科書に注ぎ込みましたので、是
非ご覧ください。

高校につながる教科書
高校で山川の歴史教科書（『詳説日本史』『詳説世界史』など）
を学ぶ生徒に向けた中学校教科書をめざしました。

学んだことを人生や
社会に生かそうとする
学びに向かう力、
人間性など

未知の状況にも
対応できる

思考力、判断力、
表現力など

実際の社会や
生活で生きて働く
知識及び技能

資質・能力の三つの柱

構成・叙述の流れ
高校の教科書と全体の流れをあ
わせ、かつ生徒が理解しやすく、
興味を持つよう工夫しています。
文章は分かりやすい表現を心が
けています。

史料や図版
高校の教科書で使用している史料や
図版・地図などを中学生が理解でき
るよう易しく紹介しています。
史料にはポイントを押さえるための発
問をつけたり、イメージを膨らませる
ためのイラストなども用いています。

思考力を養う
新課程の高校「歴史総合」「歴史
探究」の科目は、歴史的思考力
を養うことが求められています。
そのための基礎を中学で習得す
るために最適な教科書です。
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Message

　歴史という教科を学ぶ中学生が、日本だけではなく世界の歩みをも
平易に理解できるような教科書をつくるのは、専門家にも難しい作業
です。
　歴史を学ぶ意味は、私たちとちがう時代や地域に生きた人々に出会
うことをとおして、自分自身を理解することにあります。それは必ず
しも外国の人々とは限りません。日本列島の歴史を振り返っても、そ
こには今日の私たちからみても異質な、さまざまな文化や価値観をもっ
た人々が生きていました。また日本列島に住む人々は、古代から周辺
の東アジア世界の影響を深く受け、のちには欧米諸国を模範として近
代化への道を歩みました。
　自国のことしか知らない人は、その自国のこともじつはよく理解し
ていない、といわれます。この教科書では、世界の歴史からみた日本
の位置をわかりやすく説明するようにつとめました。
　グローバル化の進んだ現在の世界は、地域紛争や格差の拡大、地球
環境の破壊など、さまざまな問題に直面しています。世界がどのよう
にして今日のような姿になったのか、その諸問題がどのような背景か
ら生じてきたのかを、この教科書からぜひ学びとって欲しいと願って
います。

　私たちは、大人の入り口に立つ中学生のみなさんに、ぜひ歴史的な
モノの見方や考え方を身につけてほしいと願っています。今の私たち
の生活や技術は一朝一夕にできたわけではなく、何世代にもわたる先
人たちの努力や試行錯誤の積み重ねにほかなりません。このごく当た
り前の事実に思いをはせて欲しいのです。また、人類は成功ばかりで
なく、多くの失敗も繰り返してきました。現代に繋がることなく滅ん
でいった文明もたくさんあります。そのような失敗や滅亡の原因を考
えることも大切な勉強でしょう。
　一方、美しい自然や限りある資源は今生きている私たちだけのもので
はなく、まだ生まれてきていない未来の世代のものでもあります。過去と
未来の双方を見通すことで、私たち一人一人の人生も長い人類史の一部
であることを知るでしょう。それは、これから大人になり、社会を背負っ
てゆく中学生にとって、とても大事な経験です。私たちは、この教科書を
とおしてその瞬間によりそいたいと考えています。
　高校では、近現代史を中心に講じられる「歴史総合」という新しい科
目も待っています。そのときにあわてないためにも、私たちの教科書で前
近代史からしっかりと学び、さらに「日本史探究」「世界史探究」を学ぶ
際に役立つ思考力のベースを、身につけてほしいと思います。

橋場 　弦（はしば ゆづる）
東京大学教授

桜井 英治（さくらい えいじ）
東京大学教授

教科書の表紙写真は、大
おお

槻
つき

玄
げん

沢
たく

編
『蘭
らん

学
がく

佩
はい

觽
けい

』（東京都　静嘉堂文庫
蔵）。オランダ語の書体、つづり、
発音をまとめた折本。1799（寛政
7）年に芝

し

蘭
らん

堂
どう

門
もん

人
じん

吉
よし

川
かわ

良
りょう

祐
ゆう

の尽
力で刊行、1811（文化 8）年に大
槻玄
げん

幹
かん

が増補して再刊。蘭学の初
学者が、文字とつづりを覚え、練
習するために用いられた。
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1 節 欧米諸国の近代化と日本への接近
1	 市民革命の時代
2	 産業革命と社会の変化
3	 アメリカの発展とロシアの東方開発
4	 欧州列強のアジア侵略

2 節 開国と幕末の動乱
1	 開国と条約締結
2	 貿易の開始と攘夷運動
3	 江戸幕府の滅亡

3 節 立憲国家への道
1	 明治維新から中央集権国家へ
歴史へのアプローチ⑥
	 国家とは何か
2　富国強兵と殖産興業
歴史を考えよう⑤　世界遺産・富岡製糸場	
	 から日本の近代を考える
3　文明開化と欧米文化の導入
4　明治初期の対外関係
歴史へのアプローチ⑦　
	 近代日本と女子留学生
5　自由民権運動と国会開設
6　憲法制定と帝国議会

4 節 日清・日露戦争とアジア
1　欧米の帝国主義
2　初期議会と条約改正
3　日清戦争
4　日露戦争と東アジア
5　日本の大陸進出と辛亥革命
歴史へのアプローチ⑧　日本の植民地

5 節 近代日本の産業と文化
1　日本の産業革命と経済の発展
地域からのアプローチ⑤　札幌
2　都市と農村の変化
3　明治の文化と教育

まとめ

第5章近代の日本
と国際関係
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1

2 節 武家社会の成長
1	 モンゴルの襲来と鎌倉幕府への失望
2	 南北朝の動乱と室町幕府の成立
3	 東アジアと日本の国際関係
歴史へのアプローチ③
	 琉球の歴史と文化
歴史へのアプローチ④
	 アイヌ民族の歴史と文化
4	 	産業・流通の発達と都市・農村の変化
歴史を考えよう③　関所を考える
5　応仁の乱と戦国大名
6　室町時代の文化

まとめ

1 節 一体化へ向かう世界
1	 ルネサンスと宗教改革
2	 	大航海時代とヨーロッパの海外進出
3	 	ユーラシア大陸と海でつながる世界
■	 16世紀の世界

2 節 近世社会の成立
1	 ヨーロッパ人との出会い
2	 信長・秀吉の全国統一
3	 豊臣秀吉の政策
4	 桃山文化

3 節 幕藩体制の確立
1	 江戸幕府の全国支配
2	 江戸時代の社会の仕組み
3	 江戸時代初期の外交と貿易
4	 江戸時代の対外関係

4 節 幕藩体制の展開
1	 農業・諸産業の発達
2	 交通・流通の発達と三都
3	 幕府政治の安定と元禄文化
歴史を考えよう④
	 江戸図屛風を読み解く

5 節 幕藩体制の動揺
1	 貨幣経済の発展と享保の改革
2	 田沼時代と社会の変化
3	 寛政の改革と対外的な危機
歴史へのアプローチ⑤
	 都市の暮らしと名所
4	 新しい学問と化政文化
5	 内憂外患と天保の改革
■	 18 世紀の世界
地域からのアプローチ④　金沢

まとめ

第4章近世の日本
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1 節 中世社会の成立
1	 荘園の成立と武士の登場
2	 院政と武士の成長
地域からのアプローチ③　平泉
3	 鎌倉幕府の成立と執権政治
4	 武士の日常・民衆の生活
5	 鎌倉時代の文化
歴史を考えよう②
	 マンガの源流，絵巻物を考える
歴史へのアプローチ②
	 東西ユーラシアの動き
■	 13 世紀の世界

第3章中世の日本

1 節 世界の諸文明
1	 人類の誕生と進化
2	 古代文明の始まり
3	 地中海文明の発展
4	 中国文明と東アジア
5	 宗教のおこり
■	 2 世紀の世界

2 節 日本文化のあけぼの
1	 氷河時代の終わりと縄文文化の誕生
2	 稲作の広まりと弥生文化
歴史へのアプローチ①	
	 中国の記録に見る日本列島
3	 古墳とヤマト政権

3 節 律令国家の形成
1	 聖徳太子の政治改革と飛鳥の文化
2	 律令国家への道
3	 律令国家の仕組みと人々の暮らし
4	 平城京と天平文化
地域からのアプローチ①　奈良
■	 8 世紀の世界

4 節 貴族政治と国風文化
1	 平安京と弘仁・貞観文化
2	 摂関政治と地方社会
3	 東アジアと国風文化
歴史を考えよう①
	 平安京と京都の町を考える
地域からのアプローチ②　福岡

まとめ

第2章 古代までの日本

1節　私たちと歴史
2節　身近な地域を調べよう

第1章歴史との対話
配当
時間

2
5

5

4

6

5

1
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『中学歴史��日本と世界』目次と配当時間例
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1 節 第一次世界大戦と日本
1　第一次世界大戦と国際関係
2　ロシア革命
3　ヴェルサイユ条約と国際関係
4　アジアの民族運動
5　大正デモクラシーと政党内閣の成立
歴史へのアプローチ⑨
	 1920 年代の日本経済
6　社会運動の高まりと普通選挙法の制定
歴史を考えよう⑥　
	 第 1回普通選挙の実態を探る
7　大衆文化の発展とその背景

2 節 国際協調の崩壊
1　世界恐慌とその対応
2　ファシズムの台頭
3　昭和恐慌と政党政治への反発
4　軍部の台頭
5　日中戦争と国家総動員法

3 節 第二次世界大戦と日本
1　第二次世界大戦
2　太平洋戦争の始まり
3　戦時下の国民生活
4　戦局の悪化と戦争の終結
地域からのアプローチ⑥　広島

まとめ

第6章二つの世界
大戦と日本

1 節 戦後の日本と国際社会
1　占領下の日本
2　日本国憲法と民主化
歴史を考えよう⑦
	 大日本帝国憲法と日本国憲法
3　冷戦の時代とアジア・アフリカの独立
4　独立回復と日米安保条約
歴史へのアプローチ⑩
	 日本の領土の変遷
5　国際関係の変化と日本の外交
6　高度経済成長と公害問題
7　戦後昭和の社会と文化

2 節 新たな時代の日本と世界
1　冷戦の終結
地域からのアプローチ⑦　沖縄
2　今日の世界
3　今の日本，これからの日本

まとめ

現代の日本
と世界

第7章
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1

歴史を学ぶ 中学生の
ための

歴史の理解は流れをつかむことで深まります。見開き 1
単元をベースに、それぞれの歴史的事象の、時代背景や
状況、結果、その後の影響などを丁寧に記しています。
章扉や章末のまとめ頁には、時代ごとの流れもわかるよ
うな工夫をこらしています。

豊富な発問によって、歴史が変化する過程でおこる諸課
題を意識する「歴史的な見方・考え方」が身につきます。

世界史も含めた歴史全体の流れをつかむことも大切で
す。日本史のみでなく、各時代の世界の状況を通観し、
理解できるよう工夫しています。

合計 132 時間
予備   3 時間
　　 135 時間

1．流れをつかむ　→p.6

2．歴史を考える　→p.10

3．世界史を知る　→p.16

力を養う
3つのポイント
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　私どもがつつしんで現在政権がどこ
にあるかを考えてみますのに，上は皇
室にもなく，下は人民にもなく，ただ
官
かん

僚
りょう

に独
どく

占
せん

されています。……法律・
命令があまりにも多く，朝出ては夕方
には改まるありさまで，政治は私情に
よってなされ，賞

しょう

罰
ばつ

はその人に対する
愛
あい

憎
ぞう

で決まり，言論の道がふさがれ，
困苦のありさまを訴

うった

えることもできま
せん。……そこでこれ（国家の崩

ほう

壊
かい

）を
救う方法をたずね求めてみましたが，
ただ天下の世

よ

論
ろん

をのばすほかはありま
せん。天下の世論をのばすには，民撰
議院を立てるしかありません。すなわ
ち，官僚の権力を制限しえてこそ，上
下の者が安全と幸福を受けることがで
きるでしょう。� （『日新真事誌』）

■3�民
みん

撰
せん

議院設立の� �
建
けん

白
ぱく

書
しょ

（一部要約）

コ
ラム

自由民権運動
の始まり

征
せい

韓
かん

論
ろん

を主張していた西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

や板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

らが政

府を辞職すると，政府では大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

が政治を主

導した。これに対し，板垣らは1874（明
めい

治
じ

７）年に民
みん

撰
せん

議
ぎ

院
いん

設
せつ

立
りつ

の建
けん

白
ぱく

書
しょ

を政府に提出した。建白書には，大久保中心の政治への批判や国会開

設の要求が記されており，国民が政治に参加する権利の確立を目指す自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

が士
し

族
ぞく

を中心に始まった。

士族の反乱
廃
はい

刀
とう

令
れい

などで多くの特権を失い，政府への不満を強

めていた士族は，九
きゅう

州
しゅう

地方を中心に各地で反乱を起

こした。その中でも最大規模の反乱が，1877（明治10）年に起きた西
せい

南
なん

戦
せん

争
そう

である。この反乱は政府を辞職して鹿
か

児
ご

島
しま

に帰郷していた西郷隆盛

を中心とした反乱で，政府に不満をいだく鹿児島の士族らによって起こ

されたが，政府は徴
ちょう

兵
へい

令
れい

に基
もと

づく新しい軍隊を投入して反乱を鎮
ちん

圧
あつ

し，

敗れた西郷は自害した。西南戦争を最後に士族の反乱はおさまり，以後

の反政府運動は武力ではなく，言論で戦う自由民権運動が中心になって

いった。

自由民権運動
の高まり

板垣退助らは，1874（明治７）年に高
こう

知
ち

で立
りっ

志
し

社
しゃ

を設立し，自由民権運動に賛同する民権派を全国

的に組織化することを目指していた。このような動きに対し，政府は府

や県に議会を設け，地
じ

主
ぬし

（豪
ごう

農
のう

）や商工業者の積極的な政府支持を得よう

4

4

3

2

1

用 語

とするなど，地方制度の改革を進めて自由民権運動に対
たい

抗
こう

した。しかし，

政府の意図とは異なり，地主や商工業者は議員となることでかえって政

治的な関心を強め，自由民権運動に参加するようになっていった。士族

だけでなく，新たに地主や商工業者が参加した自由民権運動は1880（明

治13）年に頂点に達し，全国の民権派が大
おお

阪
さか

に集まって，国
こっ

会
かい

期
き

成
せい

同
どう

盟
めい

を結成した。このように自由民権運動が盛り上がる中，国会期成同盟の

方針を受けて，各地で憲法の私案（私
し

擬
ぎ

憲
けん

法
ぽう

）がつくられた。

国会の開設へ
政府内でも，民権派が主張する国会開設や憲法制

定の必要性については，おおむね意見が一
いっ

致
ち

して

いた。そうした中で，大久保利通の死後に政府の中心となっていた大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

は，２年後の国会開設や議
ぎ

院
いん

内
ない

閣
かく

制
せい

の採用などを主張した。しかし，

大隈の急進的な主張が十分な相談もなしに行われたこともあって，伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

らに不信をいだかせることになった。

　こうした中，政府が北
ほっ

海
かい

道
どう

の開
かい

拓
たく

使
し

が保有する施
し

設
せつ

を不当に安い価格

で政
せい

商
しょう

に売
ばい

却
きゃく

しようとしていたことが発覚し，民権派による政府批判が

強まった。大隈が売却に反対していたこともあり，伊藤らは民権派の背

後に大隈がいると考えた。そこで伊藤らは大隈を政府から追放すると同

時に，民権派の政府批判をおさえるため，天皇自らが1890（明治23）年

に国会を開設すると公約した。これら一連の動きを明
めい

治
じ

十
じゅう

四
よ

年
ねん

の政
せい

変
へん

と

いい，この結果，伊藤博文を中心とする薩
さっ

長
ちょう

藩
はん

閥
ばつ

が政府の実権をにぎる

ことになった。

　民権派は国会開設に備えて，政党を結成し始めた。1881（明治14）年

に板垣退助が立志社を中心に自
じ

由
ゆう

党
とう

を結成すると，翌82（明治15）年に

は大隈重信が立
りっ

憲
けん

改
かい

進
しん

党
とう

を結成した。しかしその後，政府による弾
だん

圧
あつ

な

どもあり，自由民権運動は一時的に弱体化することになった。

コラム

用 語

5

6

M■6自由民権運動の演説会 東京都 国立国会図書館蔵

M■1田
た

原
ばる

坂
ざか

の戦い　西
せい

南
なん

戦争における最大
の激戦。1877（明

めい

治
じ

10）年２〜３月にかけて，
熊
くま

本
もと

城
じょう

を包囲する西
さい

郷
ごう

軍と政府軍が激
げき

突
とつ

し
た。この戦いに敗れた西郷軍は敗退の一

いっ

途
と

をたどった。熊本市立熊本博物館蔵

M■5川
かわ

上
かみ

音
おと

二
じ

郎
ろう

のオッペケペー節
ぶし

　自由民権運動
において，演説の主張に節

ふし

をつけて歌ったことから，
演歌という言葉が生まれた。自由党員であった川
上音二郎の「オッペケペー節」はその代表例であ
る。ペケは駄

だ

目
め

という意味で，政治や習慣の欠点
（駄目なところ）を歌って評判となった。
『おっぺけぺー歌入双六』東京都 江戸東京博物館蔵

O■2士族の反乱

なぜ人々は議会をつくることを求めた
のだろうか。

ステップアップ

5 自由民権運動と
国会開設

●政府への不満は，どのようなかたちで現
れたのだろうか。

　西郷・大久保はともに明
めい

治
じ

維
い

新
しん

の立
たて

役
やく

者
しゃ

であったが，幕
ばく

末
まつ

の動乱に
ひときわかがやいていたのは西郷であった。新政府軍を指揮し，勝

かつ

海
かい

舟
しゅう

との会談で江
え

戸
ど

無
む

血
けつ

開城を実現するなど，その軍事的功績は抜
ばつ

群
ぐん

で
あり，明治維新という「革命」期の指導者であった。一方，大久保は
明治国家「建設」期の指導者であった。内

ない

務
む

卿
きょう

として殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

政策を
指導し，富

ふ

国
こく

の実現につき進んだ。1878（明治11）年５月14日の朝，
大久保は来客に対して，こう述べている。維新からの10年は創業の
10年，これからの10年は建設の10年，その後は，後進にゆずって引
退したいと。しかし，それから間もなく内務省への出勤途

と

中
ちゅう

に大久保
は暗殺される。大久保が「建設の10年」にたずさわることはなかった。

人 物

■■4西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

（1827〜77）と大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

（1830〜78）

西南戦争  1877年 

西郷隆盛をリーダーに起
こした最大の反乱。

秋月の乱  1876年
宮崎車之助を中心とする福岡
県旧秋月藩士族による反乱。

しゃ の  すけ

あき づき はん し ぞく

みや ざき ふく おか

萩の乱  1876年
前原一誠を中心とする山口
県士族による反乱。

まえ ばら いっ せい やまぐち

はぎあきづき

さ が

せいなん けいしんとうじんぷうれん

らん

敬神党（神風連）の乱  1876年
太田黒伴雄を中心に，熊本県士
族が廃刀令に反対して挙兵。

おお  た  ぐろ とも  お

はいとうれい

佐賀の乱  1874年 

征韓を主張する江藤新平
をリーダーに起こした士族
の反乱。

え  とうせい かん しん ぺい

さい ごう たか もり

用 語 解 説

民権派　自由民権運動に賛同する人々のこと。当
初は士

し

族
ぞく

が中心であったが，のちに地
じ

主
ぬし

（豪
ごう

農
のう

）や
商工業者が加わった。
議院内

ない

閣
かく

制
せい

　内閣総
そう

理
り

大臣が国会議員の中から選
ばれるなど，内閣が国会（主に衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

）の支持によ
って成り立つ制度。

なぜ，議院内閣制が急進的であると伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

ら
は反対したのだろうか？

聴
ちょう

衆
しゅう

・警官・弁
べん

士
し

の三者
に着目し，当時の演説会の
様子についてどのようなこ
とが読み取れるだろうか？

なぜ，板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

らは民撰議院を設立する
必要があると述べているのだろうか？

　自由民権運動が盛
さか

んであった五日市（現在の
東
とう

京
きょう

都あきる野
の

市）では，千
ち

葉
ば

卓
たく

三
さぶ

郎
ろう

を中心に
憲法草

そう

案
あん

が作成された。これを一
いっ

般
ぱん

的に「五日
市憲法」と呼んでいる。特

とく

徴
ちょう

は全204条という
条文の多さ，国民の権利の保障に力点を置いて
いることにある。このような私

し

擬
ぎ

憲法は全国で
約100種近くあるとされ，運動の広がりを知る
ことができる。

五
いつ

日
か

市
いち

憲
けん

法
ぽう

M五日市憲法が発見された土
ど

蔵
ぞう

大久保利通

西郷隆盛

成で歴史の流れが無理なく学べる１単元、見開き２頁構

各単元の冒頭に、その単元
を理解するための発問を付

し、この単元を学習するなかで考
えて欲しい課題を示しています。

先生へのお薦め！
❶�この単元でなにを学ぶのかを考えさ
せます。
❷�今まで習ってきたことから、導入の
発問の仮説を考えさせます。
❸�授業を進めるなかで、ときどき導入
の発問を振り返らせます。

１

図版は大きく、みやすく、生徒に
考えて欲しいところに発問を付

し、どこに注目すべきかの示唆を与える
工夫をしています。図版や史料には番号
を付し、本文と関連づけをしています。

また、地図・グラフなどはカラーユニバー
サルデザインに配慮し、読み取りやすい
表現方法での作図を心がけました。
世界遺産や国宝の写真はマークで示して
います。

3

1 導入の発問 ▶ 2 歴史の本質をおさえ た本文 ▶ 3 図版・史料を読み解く発問 ▶ 4 まとめ・ステップアップ

基本的に１単元見開き２頁。授
業時間数 １35で無理なく学べる
構成です。
単元ごとの基本の色彩を日本史・
世界史でわけ、今学んでいるこ
とが日本のことか世界のことか、
すぐわかる工夫をしています。

本文は歴史の本質をおさ
え、各時代をバランスよく、

わかりやすく説明しています。

先生へのお薦め！
❶�文章を読みながら、歴史の変化とそ
の繋がりを理解させます。
❷�読んだうえで、整理して流れを考え
させます。

２

教科書の内容をより
深めるコラムを設け
ました。
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　私どもがつつしんで現在政権がどこ
にあるかを考えてみますのに，上は皇
室にもなく，下は人民にもなく，ただ
官
かん

僚
りょう

に独
どく

占
せん

されています。……法律・
命令があまりにも多く，朝出ては夕方
には改まるありさまで，政治は私情に
よってなされ，賞

しょう

罰
ばつ

はその人に対する
愛
あい

憎
ぞう

で決まり，言論の道がふさがれ，
困苦のありさまを訴

うった

えることもできま
せん。……そこでこれ（国家の崩

ほう

壊
かい

）を
救う方法をたずね求めてみましたが，
ただ天下の世

よ

論
ろん

をのばすほかはありま
せん。天下の世論をのばすには，民撰
議院を立てるしかありません。すなわ
ち，官僚の権力を制限しえてこそ，上
下の者が安全と幸福を受けることがで
きるでしょう。� （『日新真事誌』）

■3�民
みん

撰
せん

議院設立の� �
建
けん

白
ぱく

書
しょ

（一部要約）

コ
ラム

自由民権運動
の始まり

征
せい

韓
かん

論
ろん

を主張していた西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

や板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

らが政

府を辞職すると，政府では大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

が政治を主

導した。これに対し，板垣らは1874（明
めい

治
じ

７）年に民
みん

撰
せん

議
ぎ

院
いん

設
せつ

立
りつ

の建
けん

白
ぱく

書
しょ

を政府に提出した。建白書には，大久保中心の政治への批判や国会開

設の要求が記されており，国民が政治に参加する権利の確立を目指す自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

が士
し

族
ぞく

を中心に始まった。

士族の反乱
廃
はい

刀
とう

令
れい

などで多くの特権を失い，政府への不満を強

めていた士族は，九
きゅう

州
しゅう

地方を中心に各地で反乱を起

こした。その中でも最大規模の反乱が，1877（明治10）年に起きた西
せい

南
なん

戦
せん

争
そう

である。この反乱は政府を辞職して鹿
か

児
ご

島
しま

に帰郷していた西郷隆盛

を中心とした反乱で，政府に不満をいだく鹿児島の士族らによって起こ

されたが，政府は徴
ちょう

兵
へい

令
れい

に基
もと

づく新しい軍隊を投入して反乱を鎮
ちん

圧
あつ

し，

敗れた西郷は自害した。西南戦争を最後に士族の反乱はおさまり，以後

の反政府運動は武力ではなく，言論で戦う自由民権運動が中心になって

いった。

自由民権運動
の高まり

板垣退助らは，1874（明治７）年に高
こう

知
ち

で立
りっ

志
し

社
しゃ

を設立し，自由民権運動に賛同する民権派を全国

的に組織化することを目指していた。このような動きに対し，政府は府

や県に議会を設け，地
じ

主
ぬし

（豪
ごう

農
のう

）や商工業者の積極的な政府支持を得よう
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治
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四
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れたのだろうか。

　西郷・大久保はともに明
めい

治
じ

維
い

新
しん

の立
たて

役
やく

者
しゃ

であったが，幕
ばく

末
まつ

の動乱に
ひときわかがやいていたのは西郷であった。新政府軍を指揮し，勝

かつ

海
かい

舟
しゅう

との会談で江
え

戸
ど

無
む

血
けつ

開城を実現するなど，その軍事的功績は抜
ばつ

群
ぐん

で
あり，明治維新という「革命」期の指導者であった。一方，大久保は
明治国家「建設」期の指導者であった。内

ない

務
む

卿
きょう

として殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

政策を
指導し，富

ふ

国
こく

の実現につき進んだ。1878（明治11）年５月14日の朝，
大久保は来客に対して，こう述べている。維新からの10年は創業の
10年，これからの10年は建設の10年，その後は，後進にゆずって引
退したいと。しかし，それから間もなく内務省への出勤途

と

中
ちゅう

に大久保
は暗殺される。大久保が「建設の10年」にたずさわることはなかった。

人 物

■■4西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

（1827〜77）と大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

（1830〜78）

西南戦争  1877年 

西郷隆盛をリーダーに起
こした最大の反乱。

秋月の乱  1876年
宮崎車之助を中心とする福岡
県旧秋月藩士族による反乱。

しゃ の  すけ

あき づき はん し ぞく

みや ざき ふく おか

萩の乱  1876年
前原一誠を中心とする山口
県士族による反乱。

まえ ばら いっ せい やまぐち

はぎあきづき

さ が

せいなん けいしんとうじんぷうれん

らん

敬神党（神風連）の乱  1876年
太田黒伴雄を中心に，熊本県士
族が廃刀令に反対して挙兵。

おお  た  ぐろ とも  お

はいとうれい

佐賀の乱  1874年 

征韓を主張する江藤新平
をリーダーに起こした士族
の反乱。

え  とうせい かん しん ぺい

さい ごう たか もり

用 語 解 説

民権派　自由民権運動に賛同する人々のこと。当
初は士

し

族
ぞく

が中心であったが，のちに地
じ

主
ぬし

（豪
ごう

農
のう

）や
商工業者が加わった。
議院内

ない

閣
かく

制
せい

　内閣総
そう

理
り

大臣が国会議員の中から選
ばれるなど，内閣が国会（主に衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

）の支持によ
って成り立つ制度。

なぜ，議院内閣制が急進的であると伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

ら
は反対したのだろうか？

聴
ちょう

衆
しゅう

・警官・弁
べん

士
し

の三者
に着目し，当時の演説会の
様子についてどのようなこ
とが読み取れるだろうか？

なぜ，板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

らは民撰議院を設立する
必要があると述べているのだろうか？

　自由民権運動が盛
さか

んであった五日市（現在の
東
とう

京
きょう

都あきる野
の

市）では，千
ち

葉
ば

卓
たく

三
さぶ

郎
ろう

を中心に
憲法草

そう

案
あん

が作成された。これを一
いっ

般
ぱん

的に「五日
市憲法」と呼んでいる。特

とく

徴
ちょう

は全204条という
条文の多さ，国民の権利の保障に力点を置いて
いることにある。このような私

し

擬
ぎ

憲法は全国で
約100種近くあるとされ，運動の広がりを知る
ことができる。

五
いつ

日
か

市
いち

憲
けん

法
ぽう

M五日市憲法が発見された土
ど

蔵
ぞう

大久保利通

西郷隆盛
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　私どもがつつしんで現在政権がどこ
にあるかを考えてみますのに，上は皇
室にもなく，下は人民にもなく，ただ
官
かん

僚
りょう

に独
どく

占
せん

されています。……法律・
命令があまりにも多く，朝出ては夕方
には改まるありさまで，政治は私情に
よってなされ，賞

しょう

罰
ばつ

はその人に対する
愛
あい

憎
ぞう

で決まり，言論の道がふさがれ，
困苦のありさまを訴

うった

えることもできま
せん。……そこでこれ（国家の崩

ほう

壊
かい

）を
救う方法をたずね求めてみましたが，
ただ天下の世

よ

論
ろん

をのばすほかはありま
せん。天下の世論をのばすには，民撰
議院を立てるしかありません。すなわ
ち，官僚の権力を制限しえてこそ，上
下の者が安全と幸福を受けることがで
きるでしょう。� （『日新真事誌』）

■3�民
みん

撰
せん

議院設立の� �
建
けん

白
ぱく

書
しょ

（一部要約）

コ
ラム

自由民権運動
の始まり

征
せい

韓
かん

論
ろん

を主張していた西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

や板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

らが政

府を辞職すると，政府では大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

が政治を主

導した。これに対し，板垣らは1874（明
めい

治
じ

７）年に民
みん

撰
せん

議
ぎ

院
いん

設
せつ

立
りつ

の建
けん

白
ぱく

書
しょ

を政府に提出した。建白書には，大久保中心の政治への批判や国会開

設の要求が記されており，国民が政治に参加する権利の確立を目指す自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

が士
し

族
ぞく

を中心に始まった。

士族の反乱
廃
はい

刀
とう

令
れい

などで多くの特権を失い，政府への不満を強

めていた士族は，九
きゅう

州
しゅう

地方を中心に各地で反乱を起

こした。その中でも最大規模の反乱が，1877（明治10）年に起きた西
せい

南
なん

戦
せん

争
そう

である。この反乱は政府を辞職して鹿
か

児
ご

島
しま

に帰郷していた西郷隆盛

を中心とした反乱で，政府に不満をいだく鹿児島の士族らによって起こ

されたが，政府は徴
ちょう

兵
へい

令
れい

に基
もと

づく新しい軍隊を投入して反乱を鎮
ちん

圧
あつ

し，

敗れた西郷は自害した。西南戦争を最後に士族の反乱はおさまり，以後

の反政府運動は武力ではなく，言論で戦う自由民権運動が中心になって

いった。

自由民権運動
の高まり

板垣退助らは，1874（明治７）年に高
こう

知
ち

で立
りっ

志
し

社
しゃ

を設立し，自由民権運動に賛同する民権派を全国

的に組織化することを目指していた。このような動きに対し，政府は府

や県に議会を設け，地
じ

主
ぬし

（豪
ごう

農
のう

）や商工業者の積極的な政府支持を得よう

4

4

3

2

1

用 語

とするなど，地方制度の改革を進めて自由民権運動に対
たい

抗
こう

した。しかし，

政府の意図とは異なり，地主や商工業者は議員となることでかえって政

治的な関心を強め，自由民権運動に参加するようになっていった。士族

だけでなく，新たに地主や商工業者が参加した自由民権運動は1880（明

治13）年に頂点に達し，全国の民権派が大
おお

阪
さか

に集まって，国
こっ

会
かい

期
き

成
せい

同
どう

盟
めい

を結成した。このように自由民権運動が盛り上がる中，国会期成同盟の

方針を受けて，各地で憲法の私案（私
し

擬
ぎ

憲
けん

法
ぽう

）がつくられた。

国会の開設へ
政府内でも，民権派が主張する国会開設や憲法制

定の必要性については，おおむね意見が一
いっ

致
ち

して

いた。そうした中で，大久保利通の死後に政府の中心となっていた大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

は，２年後の国会開設や議
ぎ

院
いん

内
ない

閣
かく

制
せい

の採用などを主張した。しかし，

大隈の急進的な主張が十分な相談もなしに行われたこともあって，伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

らに不信をいだかせることになった。

　こうした中，政府が北
ほっ

海
かい

道
どう

の開
かい

拓
たく

使
し

が保有する施
し

設
せつ

を不当に安い価格

で政
せい

商
しょう

に売
ばい

却
きゃく

しようとしていたことが発覚し，民権派による政府批判が

強まった。大隈が売却に反対していたこともあり，伊藤らは民権派の背

後に大隈がいると考えた。そこで伊藤らは大隈を政府から追放すると同

時に，民権派の政府批判をおさえるため，天皇自らが1890（明治23）年

に国会を開設すると公約した。これら一連の動きを明
めい

治
じ

十
じゅう

四
よ

年
ねん

の政
せい

変
へん

と

いい，この結果，伊藤博文を中心とする薩
さっ

長
ちょう

藩
はん

閥
ばつ

が政府の実権をにぎる

ことになった。

　民権派は国会開設に備えて，政党を結成し始めた。1881（明治14）年

に板垣退助が立志社を中心に自
じ

由
ゆう

党
とう

を結成すると，翌82（明治15）年に

は大隈重信が立
りっ

憲
けん

改
かい

進
しん

党
とう

を結成した。しかしその後，政府による弾
だん

圧
あつ

な

どもあり，自由民権運動は一時的に弱体化することになった。

コラム

用 語

5

6

M■6自由民権運動の演説会 東京都 国立国会図書館蔵

M■1田
た

原
ばる

坂
ざか

の戦い　西
せい

南
なん

戦争における最大
の激戦。1877（明

めい

治
じ

10）年２〜３月にかけて，
熊
くま

本
もと

城
じょう

を包囲する西
さい

郷
ごう

軍と政府軍が激
げき

突
とつ

し
た。この戦いに敗れた西郷軍は敗退の一

いっ

途
と

をたどった。熊本市立熊本博物館蔵

M■5川
かわ

上
かみ

音
おと

二
じ

郎
ろう

のオッペケペー節
ぶし

　自由民権運動
において，演説の主張に節

ふし

をつけて歌ったことから，
演歌という言葉が生まれた。自由党員であった川
上音二郎の「オッペケペー節」はその代表例であ
る。ペケは駄

だ

目
め

という意味で，政治や習慣の欠点
（駄目なところ）を歌って評判となった。
『おっぺけぺー歌入双六』東京都 江戸東京博物館蔵

O■2士族の反乱

なぜ人々は議会をつくることを求めた
のだろうか。

ステップアップ

5 自由民権運動と
国会開設

●政府への不満は，どのようなかたちで現
れたのだろうか。

　西郷・大久保はともに明
めい

治
じ

維
い

新
しん

の立
たて

役
やく

者
しゃ

であったが，幕
ばく

末
まつ

の動乱に
ひときわかがやいていたのは西郷であった。新政府軍を指揮し，勝

かつ

海
かい

舟
しゅう

との会談で江
え

戸
ど

無
む

血
けつ

開城を実現するなど，その軍事的功績は抜
ばつ

群
ぐん

で
あり，明治維新という「革命」期の指導者であった。一方，大久保は
明治国家「建設」期の指導者であった。内

ない

務
む

卿
きょう

として殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

政策を
指導し，富

ふ

国
こく

の実現につき進んだ。1878（明治11）年５月14日の朝，
大久保は来客に対して，こう述べている。維新からの10年は創業の
10年，これからの10年は建設の10年，その後は，後進にゆずって引
退したいと。しかし，それから間もなく内務省への出勤途

と

中
ちゅう

に大久保
は暗殺される。大久保が「建設の10年」にたずさわることはなかった。

人 物

■■4西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

（1827〜77）と大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

（1830〜78）

西南戦争  1877年 

西郷隆盛をリーダーに起
こした最大の反乱。

秋月の乱  1876年
宮崎車之助を中心とする福岡
県旧秋月藩士族による反乱。

しゃ の  すけ

あき づき はん し ぞく

みや ざき ふく おか

萩の乱  1876年
前原一誠を中心とする山口
県士族による反乱。

まえ ばら いっ せい やまぐち

はぎあきづき

さ が

せいなん けいしんとうじんぷうれん

らん

敬神党（神風連）の乱  1876年
太田黒伴雄を中心に，熊本県士
族が廃刀令に反対して挙兵。

おお  た  ぐろ とも  お

はいとうれい

佐賀の乱  1874年 

征韓を主張する江藤新平
をリーダーに起こした士族
の反乱。

え  とうせい かん しん ぺい

さい ごう たか もり

用 語 解 説

民権派　自由民権運動に賛同する人々のこと。当
初は士

し

族
ぞく

が中心であったが，のちに地
じ

主
ぬし

（豪
ごう

農
のう

）や
商工業者が加わった。
議院内

ない

閣
かく

制
せい

　内閣総
そう

理
り

大臣が国会議員の中から選
ばれるなど，内閣が国会（主に衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

）の支持によ
って成り立つ制度。

なぜ，議院内閣制が急進的であると伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

ら
は反対したのだろうか？

聴
ちょう

衆
しゅう

・警官・弁
べん

士
し

の三者
に着目し，当時の演説会の
様子についてどのようなこ
とが読み取れるだろうか？

なぜ，板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

らは民撰議院を設立する
必要があると述べているのだろうか？

　自由民権運動が盛
さか

んであった五日市（現在の
東
とう

京
きょう

都あきる野
の

市）では，千
ち

葉
ば

卓
たく

三
さぶ

郎
ろう

を中心に
憲法草

そう

案
あん

が作成された。これを一
いっ

般
ぱん

的に「五日
市憲法」と呼んでいる。特

とく

徴
ちょう

は全204条という
条文の多さ，国民の権利の保障に力点を置いて
いることにある。このような私

し

擬
ぎ

憲法は全国で
約100種近くあるとされ，運動の広がりを知る
ことができる。

五
いつ

日
か

市
いち

憲
けん

法
ぽう

M五日市憲法が発見された土
ど

蔵
ぞう

大久保利通

西郷隆盛

成で歴史の流れが無理なく学べる１単元、見開き２頁構

歴史上の人物について、エピソードなど
も盛り込んだ人物コラムを設けました。

授業のまとめ、さらなる課題追究に向け、ステップアップの発問を用意しました。

先生へのお薦め！
❶�授業で学んだことを整理し流れをつかませます。
❷�この単元で学んだ内容は、その後の歴史にどの
ように影響するか考えさせます。

❸�この単元で学んだ内容が現代の私たちに影響し
ていることがあるか考えさせます。
❹�単元の内容から、前提・結果・影響という筋道
をとおすことができればパーフェクト！

4

1 導入の発問 ▶ 2 歴史の本質をおさえ た本文 ▶ 3 図版・史料を読み解く発問 ▶ 4 まとめ・ステップアップ

歴史を学ぶ際、史料は
重要です。中学生にも
わかるような口語訳にし
ています。高校の教科
書に出てくる史料を中
学生のうちにみて慣れ
ておくことは重要です。
→p.２3高校教科書との対照表参照

生徒にとって意味のわかりにくい
用語には用語解説を付しました。
同じ頁に示すことで、すぐに理解
できます。

7
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17世紀から19世紀半ばにかけて，市民革命・産業革命を達成した欧
おう

米
べい

列
れっ

強
きょう

は，アジアへの進出
を本格化させ，インドやベトナムなどの多くの国が欧米列強の植

しょく

民
みん

地
ち

となります。日本も「鎖
さ

国
こく

」から開国へと転じ，幕
ばく

末
まつ

の動乱の中で，明
めい

治
じ

維
い

新
しん

が起こりました。欧米列強と同じような
文明国になることを目標に，「富

ふ

国
こく

強
きょう

兵
へい

」「殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

」「文明開化」などのスローガンをかかげ，近
代化を達成していきます。1889（明治22）年には大日本帝

てい

国
こく

憲法を発
はっ

布
ぷ

し，その翌年には帝国議
会が開かれました。日

にっ

清
しん

戦争・日
にち

露
ろ

戦争を経て，1911（明治44）年には不平等条約の改正に成功し
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代の流れを理解することができる章全体をとおして、時
章扉 ▶ 各単元の時代や 場所を確認 ▶ 章まとめ頁で復習・確認

❶章扉の帯年表をチェックする！
章のはじめに、これから学ぶ時代の日本と世界の
出来事を帯年表で確認できます。一つ一つの単元
が、その時代全体のどのあたりのことなのか、振
り返るためにも、帯年表は利用できます。
❷ 章扉の写真で視覚的に章のイメージを   
インプットする！
章扉では、章で扱う日本史と世界史に関係する写真

を、上下にわけて時代順に示し、視覚的に流れをつ
かませる工夫をしています。
❸各章末の「まとめ」で復習！
「まとめ」では、章で学習した単元全体の推移・因果
関係などに着目させたり、比較させたりする発問を
用意しています。これによって、各時代の流れ・特
徴を深く確認することができます。

2章
古代
まとめ

3章
中世
まとめ

4章
近世
まとめ

5章
近代
まとめ

6章
戦間期
まとめ

7章
現代
まとめ

時代の流れをつかむ
ためのポイント

8
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1	 	欧米先進諸国はどのようにして近代化を達成したのだろう
●  イギリス・アメリカ・フランスは市民革命によって，政治・社会がどのように変化しただろう。【　】内の語句を

用いてまとめてみよう。
　　　　　　　　　【　　　身分　　　　　市民　　　】

● イギリス・アメリカ・フランスで市民革命がどのように達成されたかをまとめてみよう。
イギリス アメリカ フランス

●  地図に，以下の事
じ

項
こう

を記入して，欧米先進諸国の世界分
割の様子をまとめてみよう。

イギリス・フランス・オランダ・アメリカの植
しょく

民
みん

地
ち

とな
った地域を，それぞれピンク色・むらさき色・緑色・青
色でぬってみよう。

2	 	日本が開国することになった背景と，その経過をまとめてみよう
背　景

政治の変化

経済の変化

幕
ばく

府
ふ

滅
めつ

亡
ぼう

への経
けい

緯
い

3	 	明治政府はどのような近代国家をつくろうとしていたのだろう
● 明

めい

治
じ

政府が教育・軍事・税制の点で，どのような改革をしたかを江
え

戸
ど

時代と比
ひ

較
かく

してまとめてみよう。
教育 軍事 税制

江戸時代の状況

改革の内容

改革の目的

● 江戸時代の生活と明治時代の生活を比較してみよう。

江戸時代の生活

明治時代の生活

● 大日本帝
てい

国
こく

憲法についてまとめてみよう。

明治政府がつくった理由

憲法の特
とく

徴
ちょう

4	 日清戦争・日露戦争を比べてみよう
開戦の理由 展開 日本への影響

日
にっ

清
しん

戦争

日
にち

露
ろ

戦争

5	 	世界と日本の産業革命についてまとめてみよう
● 産業革命で，経済・社会がどのように変化したかを以下の語句を用いてまとめてみよう。
　　　　　　　　　【　　　工業　　　　　資本主義　　　】

● 産業革命の結果，どのような問題点が生じたかを具体的に説明してみよう。
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スペイン領
イタリア領
デンマーク領

ベルギー領
ポルトガル領

カナリア
諸島

太 平 洋

インド 洋

旧ドイツ帝国領
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1　欧米先進諸国はどのようにして近代化を達成したのだろう

●イギリス・アメリカ・フランスは市民革命によって、政治・社会がどのように変化しただろう。［　］内の語
句を用いてまとめてみよう。

［　　　身分　　　市民　　　］

いずれの国においても、人々は何らかの身分に属し、身分に応じて義務と権利が定められていたが、市民
革命を通じて、そのような身分制を撤廃し、人々が自由で平等な市民として国の政治に参加するようになっ
た。　 p.156～159

●イギリス・アメリカ・フランスで市民革命がどのように達成されたかをまとめてみよう。

イギリス アメリカ フランス

国王と議会との対立から、ピューリタ
ン革命・名誉革命が起こった。二つの
革命を通じて、国王の権力が制限さ
れ、議会の権限が拡大されるようにな
り、立憲君主政が本格的に始まった。　
p.156～157

イギリスからの一方的な課税に植民地
の人々が反発したことで、戦争が起こ
り、植民地側が独立宣言を発した。独
立したアメリカ合衆国は、人民主権・
三権分立・連邦制などを柱とした合衆
国憲法を制定した。
p.157～158

国王が聖職者や貴族に新たに課税をし
ようとしたところから、彼らの反発が
起こり、平民の不満も加わって、革命
が起こった。平民を中心に新たに発足
した国民議会は、身分制を廃止し、人
権宣言を発して基本的人権・人民主権
を唱えた。　 p.158～159

●地図に、20 世紀初頭に
おける欧米先進諸国の世
界分割の内容をまとめて
みよう。
 解答  p.190 図 1

2　日本が開国することになった背景と、その経過をまとめてみよう

背景 欧米列強の船が貿易を求めて日本に近づいてくる中、アメリカが清との貿易や捕鯨を行う上での寄港
地を得るために日本に開国を求めた。　 p.166～167

政治の変化 天皇の権威の高まりを背景に尊王攘夷運動が盛んになり、また、外様大名などが政治に関与するよう
になった。　 p.169

経済の変化 「鎖国」政策を転換し、外国との貿易が始まった。　 p.168～169

幕府滅亡の経緯 薩長同盟を結んでいたことで、薩摩藩が従わなかったこともあり、再度の長州出兵に幕府は失敗し
た。政治的混乱が続く中で徳川慶喜は大政奉還を行い、幕府は滅亡した。　 p.170～171

3　明治政府はどのような近代国家をつくろうとしていたのだろう

●明治政府が教育・軍事・税制の点で、どのような改革をしたかを江戸時代と比較してまとめてみよう。

教育 軍事 税制

江戸時代の状況 寺子屋での読み・書き・そろば
ん　 p.145

軍役による武士（大名など）の
動員　 p.121

村ごとに米で納入
p.123

改革の内容 学制の公布　 p.173～174 徴兵令の公布　 p.174 地租改正の断行　 p.174

改革の目的 満 6歳以上の男女すべてに教育
を受けさせるため　 p.173～174

国民全体を兵士とするため
p.174

安定的な収入を得るため
p.174

●江戸時代の生活と明治時代の生活を比較してみよう。

江戸時代の生活 太陰太陽暦の使用、着物、肉食を避ける　 p.180

明治時代の生活 太陽暦の採用、都市を中心に欧米文化の流入（れんが造りの洋風建築、洋服、肉食など）　 p.180

●大日本帝国憲法についてまとめてみよう。

明治政府がつくった理由 憲法は文明の象徴であり、条約改正を行う上での重要な前提条件と考えたため　 p.188

憲法の特徴 天皇主権、戦争の開始と終了や条約の締結などの天皇権限を明記、三権分立など　 p.188～189

4　日清戦争・日露戦争を比べてみよう

開戦の理由 展開 日本への影響

日清戦争
p.194～195

日本が提示した朝鮮の国内改革
案をめぐる対立。

日本は民党と藩閥が協力して戦争
に臨むも、清は国内の軍隊をまと
めて指揮する体制ができず、日本
の勝利に終わる。

下関条約を結び、2 億両の賠償
金と遼東半島・台湾・澎湖諸島
を獲得。

日露戦争
p.196～197

ロシアが満州から撤兵せず、日
本が韓国権益を脅かされている
と考えていたため。

アメリカ・イギリスからの経済的
支援を受けた日本が戦いを優位に
進め、日本海海戦にも勝利した。

ポーツマス条約を結び、ロシア
は韓国への日本の指導・監督権
などを認める。

5　世界と日本の産業革命についてまとめてみよう

●産業革命で経済・社会がどのように変化したかを以下の語句を用いてまとめてみよう。
 ［　　　工業　　　資本主義　　　］

産業革命によって、農業中心の社会から工業中心の社会への転換が進んだ。それによって、資本主義の仕
組みが社会に生まれ、人々は雇用する側と雇用される側とに明確に分かれるようになった。資本家は利潤の
拡大を目指し、労働者は資本家から過酷な労働を強いられ、対立を強めていくようになった。　 p.160～161

●産業革命の結果、どのような問題点が生じたかを具体的に説明してみよう。

資本家と労働者との間での貧富の格差が拡大し、とりわけ、工場や炭鉱で働く労働者は劣悪な環境の中で
働かされた。さらに、環境・公害問題も発生した。イギリスではロンドンのテムズ川が汚染され、都市の
人々の生活状況を悪化させた。日本では足尾銅山から流れ出た鉱毒が渡良瀬川に流出して、流域の農業や漁
業に大きな被害を出した。　 p.160～161、206～207
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1　欧米先進諸国はどのようにして近代化を達成したのだろう

●イギリス・アメリカ・フランスは市民革命によって、政治・社会がどのように変化しただろう。［　］内の語
句を用いてまとめてみよう。

［　　　身分　　　市民　　　］

いずれの国においても、人々は何らかの身分に属し、身分に応じて義務と権利が定められていたが、市民
革命を通じて、そのような身分制を撤廃し、人々が自由で平等な市民として国の政治に参加するようになっ
た。　 p.156～159

●イギリス・アメリカ・フランスで市民革命がどのように達成されたかをまとめてみよう。

イギリス アメリカ フランス

国王と議会との対立から、ピューリタ
ン革命・名誉革命が起こった。二つの
革命を通じて、国王の権力が制限さ
れ、議会の権限が拡大されるようにな
り、立憲君主政が本格的に始まった。　
p.156～157

イギリスからの一方的な課税に植民地
の人々が反発したことで、戦争が起こ
り、植民地側が独立宣言を発した。独
立したアメリカ合衆国は、人民主権・
三権分立・連邦制などを柱とした合衆
国憲法を制定した。
p.157～158

国王が聖職者や貴族に新たに課税をし
ようとしたところから、彼らの反発が
起こり、平民の不満も加わって、革命
が起こった。平民を中心に新たに発足
した国民議会は、身分制を廃止し、人
権宣言を発して基本的人権・人民主権
を唱えた。　 p.158～159

●地図に、20 世紀初頭に
おける欧米先進諸国の世
界分割の内容をまとめて
みよう。
 解答  p.190 図 1

2　日本が開国することになった背景と、その経過をまとめてみよう

背景 欧米列強の船が貿易を求めて日本に近づいてくる中、アメリカが清との貿易や捕鯨を行う上での寄港
地を得るために日本に開国を求めた。　 p.166～167

政治の変化 天皇の権威の高まりを背景に尊王攘夷運動が盛んになり、また、外様大名などが政治に関与するよう
になった。　 p.169

経済の変化 「鎖国」政策を転換し、外国との貿易が始まった。　 p.168～169

幕府滅亡の経緯 薩長同盟を結んでいたことで、薩摩藩が従わなかったこともあり、再度の長州出兵に幕府は失敗し
た。政治的混乱が続く中で徳川慶喜は大政奉還を行い、幕府は滅亡した。　 p.170～171

3　明治政府はどのような近代国家をつくろうとしていたのだろう

●明治政府が教育・軍事・税制の点で、どのような改革をしたかを江戸時代と比較してまとめてみよう。

教育 軍事 税制

江戸時代の状況 寺子屋での読み・書き・そろば
ん　 p.145

軍役による武士（大名など）の
動員　 p.121

村ごとに米で納入
p.123

改革の内容 学制の公布　 p.173～174 徴兵令の公布　 p.174 地租改正の断行　 p.174

改革の目的 満 6歳以上の男女すべてに教育
を受けさせるため　 p.173～174

国民全体を兵士とするため
p.174

安定的な収入を得るため
p.174

●江戸時代の生活と明治時代の生活を比較してみよう。

江戸時代の生活 太陰太陽暦の使用、着物、肉食を避ける　 p.180

明治時代の生活 太陽暦の採用、都市を中心に欧米文化の流入（れんが造りの洋風建築、洋服、肉食など）　 p.180

●大日本帝国憲法についてまとめてみよう。

明治政府がつくった理由 憲法は文明の象徴であり、条約改正を行う上での重要な前提条件と考えたため　 p.188

憲法の特徴 天皇主権、戦争の開始と終了や条約の締結などの天皇権限を明記、三権分立など　 p.188～189

4　日清戦争・日露戦争を比べてみよう

開戦の理由 展開 日本への影響

日清戦争
p.194～195

日本が提示した朝鮮の国内改革
案をめぐる対立。

日本は民党と藩閥が協力して戦争
に臨むも、清は国内の軍隊をまと
めて指揮する体制ができず、日本
の勝利に終わる。

下関条約を結び、2 億両の賠償
金と遼東半島・台湾・澎湖諸島
を獲得。

日露戦争
p.196～197

ロシアが満州から撤兵せず、日
本が韓国権益を脅かされている
と考えていたため。

アメリカ・イギリスからの経済的
支援を受けた日本が戦いを優位に
進め、日本海海戦にも勝利した。

ポーツマス条約を結び、ロシア
は韓国への日本の指導・監督権
などを認める。

5　世界と日本の産業革命についてまとめてみよう

●産業革命で経済・社会がどのように変化したかを以下の語句を用いてまとめてみよう。
 ［　　　工業　　　資本主義　　　］

産業革命によって、農業中心の社会から工業中心の社会への転換が進んだ。それによって、資本主義の仕
組みが社会に生まれ、人々は雇用する側と雇用される側とに明確に分かれるようになった。資本家は利潤の
拡大を目指し、労働者は資本家から過酷な労働を強いられ、対立を強めていくようになった。　 p.160～161

●産業革命の結果、どのような問題点が生じたかを具体的に説明してみよう。

資本家と労働者との間での貧富の格差が拡大し、とりわけ、工場や炭鉱で働く労働者は劣悪な環境の中で
働かされた。さらに、環境・公害問題も発生した。イギリスではロンドンのテムズ川が汚染され、都市の
人々の生活状況を悪化させた。日本では足尾銅山から流れ出た鉱毒が渡良瀬川に流出して、流域の農業や漁
業に大きな被害を出した。　 p.160～161、206～207
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イギリス・フランス・オランダ・ア
メリカの植民地となった地域を、そ
れぞれ、ピンク色・むらさき色・緑
色・青色でぬってみよう。
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17世紀から19世紀半ばにかけて，市民革命・産業革命を達成した欧
おう

米
べい

列
れっ

強
きょう

は，アジアへの進出
を本格化させ，インドやベトナムなどの多くの国が欧米列強の植

しょく

民
みん

地
ち

となります。日本も「鎖
さ

国
こく

」から開国へと転じ，幕
ばく

末
まつ

の動乱の中で，明
めい

治
じ

維
い

新
しん

が起こりました。欧米列強と同じような
文明国になることを目標に，「富

ふ

国
こく

強
きょう

兵
へい

」「殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

」「文明開化」などのスローガンをかかげ，近
代化を達成していきます。1889（明治22）年には大日本帝

てい

国
こく

憲法を発
はっ

布
ぷ

し，その翌年には帝国議
会が開かれました。日

にっ

清
しん

戦争・日
にち

露
ろ

戦争を経て，1911（明治44）年には不平等条約の改正に成功し
ます。欧米との関係が，日本の政治・経済・社会・文化にどのように影

えい

響
きょう

したかを学びましょう。
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代の流れを理解することができる章全体をとおして、時
章扉 ▶ 各単元の時代や 場所を確認 ▶ 章まとめ頁で復習・確認

生徒が復習・確認
する頁

準拠ノートでは、
さらに丁寧に復習
できるように 6 頁
で用意しています。
→p.２4 参照

「まとめ」頁の解答例は、
教師用指導書に掲載さ
れています。→p.２8 参照
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. 歴史を考える2 につけ、豊富な発問で思考力を養う調べ学習のスキルを身
1 調査・まとめ・発表のスキルを身につける▶ 2 豊富な問いかけを考える ▶ 3 時代全体を振り返って考える

学校がある道
どう
灌
かん
山
やま
とい

う地名は，江
え
戸
ど
城
じょう
を最

初につくった太
おお
田
た
道
どう
灌
かん

に由
ゆ
来
らい
するらしいね。

学校の周りにある案内板には，
このあたりは武

ぶ
家
け
屋
や
敷
しき
だって

書いてあったよ。

江戸時代，道灌山の
あたりはどんな様子
だったのかな。

1 テーマを設定しよう！

　教科書に書かれている日本や世界の歴史は「大きな歴史」です。一方，みなさんが生活す

る身近な地域にも「小さな歴史」があります。「大きな歴史」は「小さな歴史」が集まって構

成されています。また，「小さな歴史」が「大きな歴史」を動かしていくこともあります。

　身近な地域の歴史について，何か気付いたり，疑問に思ったりしていることを自分たちで

調べてみましょう。ここでは，東
とう

京
きょう

都荒
あら

川
かわ

区を事例として，その方法などを紹
しょう

介
かい

します。

　　調査は，どのようなテーマで取り組むかを考えることから始まりま
す。身近な地域の歴史について，何か興味や関心を持って気付いてい
ることはありませんか。グループで話し合ってみましょう。そこから，
テーマにつながる新たな疑問が生まれてくるはずです。

調査のスキル  ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 　テーマを見つけるには
●	地名や人物，遺

い
跡
せき
や文化財，交通や人々の暮らし，行事や

風習，身近な人から聞いた話などについて，知っているこ
とを書き出してみよう。

●	知っていることから，さらに知りたいことを書き出してみ
よう。また，どのような調査ができそうかを考えてみよう。

2節 身 近 な 地 域 を 調 べ よ う

8 第 1 章　歴史との対話

5

❸インターネットで昔の地図を見てみた

M根
ね

岸
ぎし

・谷
や

中
なか

・日
にっ

暮
ぽ

里
り

・豊
と

島
しま

辺
へん

図
ず

 『江戸切絵図』 東京都 国立国会図書館蔵

「佐
さ
竹
たけ
右
う
京
きょうの
大
だい
夫
ぶ
」

「道灌山」と書かれ
たところが，学校
のある場所だね。

調査のスキル  ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 　ウェブページの信頼性
●	インターネット上にはさまざまな情報があり，個人的な意
見に過ぎないものなど，信

しん
頼
らい
性にとぼしい記述も少なくない。

●	ウェブページの信頼性は，だれがどのような目的で発信し
ているのか，記述の根

こん
拠
きょ
がはっきりしているかを判断しな

ければならない。

調査のスキル  ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 　古い地図を入手するには
●	昔の地図は地域の博物館や図書館などに所蔵されている。
所蔵しているか，利用できるか，を問い合わせてみよう。

●	都市などの場合，古い地図をまとめた図書がある。また，
昔の地図の閲

えつ
覧
らん
や異なる時期の地図の比較ができるウェブ

サイトがある。

調査のスキル  ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 　聞き取り調査の注意点
●	どのような人にどのようなことを聞くのかを考え，事前に
質問表をつくっておく。

●	話を聞かせていただく人に電話などで面談の希望を伝え，
了
りょう
解
かい
を得て日時を決める。

●	撮
さつ
影
えい
や録音は，事前に許可を得る。聞き取り作業は質問者

と記録者に役割を分けるとよい。
●	一つの事実でも人によって印象が異なる。ほかの調査によ
る裏付けが必要な場合もある。

　インターネットは，手軽に調べることができる便利なツー
ルです。まずは，テーマに関係する語句を検

けん
索
さく
して，情報を

集めてみましょう。また，地域にある図書館や博物館などの
最新の情報を確認することもできます。

　昔の地図を見ると，その当時の地域の様子がよく分かります。また，
異なる時期の地図を比

ひ
較
かく
してみることで，土地がどのように利用され

ていたかなど，その地域の変化をたどっていくことができます。

❹聞き取り調査をしよう
　聞き取り調査とは，調査している地域に住んでいる人やくわし
い人などから，テーマに関わる話を聞くことです。昔の地域の様
子について，経験に基

もと
づいた貴重な証言が得られることもあり，

有効な調査方法です。

今とちがって，周辺は
田んぼに囲まれているね。
お寺は，今でも残って
いるんじゃないかな。

10 第 1 章　歴史との対話

歴史の調査学習をおこなうことをつ
うじて、思考力・判断力・表現力を
促すための頁です。図書館での文献
調査の方法、博物館の利用方法、ウェ
ブページの使い方、聞き取り調査や
フィールドワークの注意点、レポー
トの書き方、引用と盗用、発表時の
わかりやすい伝え方、スライドのつ
くり方など、丁寧に説明しています。

第１章「歴史との対話」では、「１�私た
ちと歴史」で、歴史を考えるために必

要な年代のあらわし方を学んだうえ、「２�身近
な地域を調べよう」で、生徒が自ら気付いたり、
疑問に思ったりしていることを調べる方法を
紹介します。

１

５．参考文献

・「角川日本地名大辞典」編纂委員会編『角川日本地名大辞典 東京都』角川書店、1978年

・荒川区編『荒川区史』上巻、荒川区、1989年

・荒川ふるさと文化館編『ひぐらしのさと－江戸の名所と文人たち－』荒川ふるさと文化館、2003年
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なぜ道灌山は江戸の名所だったのか
３年１組 山川 太郎

神田 花子

１．テーマの設定理由

学校が位置する場所は、道灌山とよばれている。学校の周りに荒川区が立てた案内板には、江戸時代

には秋田藩の武家屋敷だったとの説明がある。江戸時代の学校周辺の様子に興味を持って調べてみる

と、道灌山が江戸の名所だったとわかった。現在はとても名所とはいえない道灌山が、江戸時代にはな

ぜ名所だったのかと疑問をもち、さらに調べてみることにした。

２．調査の方法

学校の図書館で、地名の由来などについて文献調査を行った。荒川区立荒川ふるさと文化館に行っ

て、学芸員の方の協力を得て名所として描かれた絵を確認した。また、江戸時代の周辺の様子を調べる

ため、インターネットを利用して江戸の切絵図を見た。さらに、フィールドワークを行うことで、地形を実際

に確かめるとともに、現在に伝わる名所としての痕跡を探した。

３．調査によってわかったこと

①道灌山の地形と由来

道灌山は東京都荒川区西日暮里にある地名である。山というが、標高は20メートルをこえる程度で、東

京の中心部にある山の手台地の東端に位置する。縄文時代から人々が暮らしていたことが、遺跡によっ

てわかっている。

地名の由来は、太田道灌が砦をつくったという説と関道閑という人物の屋敷があったという説がある。ど

ちらが正しいかはわからないが、浮世絵などの題名は「道灌山」で「道閑山」でないから、江戸時代の人

々の多くは太田道灌に由来すると考えていたようである。

②切絵図から見た道灌山とその周辺

安政３年（1856）の切絵図（図１）を見てみ

ると、道灌山と秋田藩の武家屋敷（「佐竹右

京大夫」）が隣りあって記されている。道灌山

には色づいた木などが描かれている。

周辺は田地が広がっており、用水も流れ

ていた。『荒川区史』によると、稲作とともに野

菜の栽培が盛んだったようだ。現在と違っ

て、緑豊かな様子がうかがえる。

南の方向（日暮里や谷中の方向）には、赤

枠で示された寺院が密集している。フィール

ドワークで訪れた本行寺も記されている。

図１．「根岸・谷中・日暮里・豊島辺図」

出典：国立国会図書館デジタルコレクション

3  レポートを 
つくって 
発表しよう！

❶レポートにまとめよう
　　調査した内容や分かったことは，文

ぶん
献
けん
名や話を聞かせてい

ただいた人などの情報の出所とともに，カードに箇
か
条
じょう
書
が
きで

メモして整理しましょう。カードの記述を基
もと
に，いくつかの

項
こう
目
もく
に分けて全体の構成を考え，レポートにまとめましょう。

調査のスキル  ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 　レポートの書き方
①タイトル
　テーマの内容が分かるように，疑問文（～か）で簡潔な文章
にする。
②テーマの設定理由
　なぜこのテーマにしたのか，どこに興味・関心があるのか
を書く。仮説がある場合は，ここに書く。
③調査の方法
　どのようなことを明らかにするために，どのような調査を
行ったのかを簡潔に書く。

④調査によって分かったこと
　調査によって分かったことを，見出しを付けて項目ごとに
まとめる。地図や写真，表やグラフは，それぞれに見出し
を付ける。
⑤まとめ（調査の結論）
　調査の結論を整理して書く。疑問文で設定したテーマの答
えとなるようにする。不明点や反省点があれば，ここに書く。
⑥参考文献
　参考文献の書き方に従って書く。

最初にクイズをしましょう。
江
え
戸
ど
時代に道

どう
灌
かん
山
やま
で盛んだ

ったことは何でしょうか。

❷発表しよう
　　調査したことを，プレゼンテーションソフトを利用してク
ラスで発表してみましょう。分かりやすい伝え方を意識して，
発表の構成を考えてスライドを準備します。発表後，質疑
応答を行うことで，より学習を深めることができます。

調査のスキル  ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 　スライドのつくり方
●	１枚のスライドで伝えたいメッセージは一つにしぼろう。
●	スライドは文章より語句やグラフ・写真などのほうが分か
りやすい。

●	スライドは簡潔にして口頭でしっかり説明しよう。

調査のスキル  ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー　参考文献
●	参考文献とは，作成にあたって参考にした図書やウェブペー
ジなどをいう。記述が裏付けを持つものなのか，読み手が
判断する材料となる。

●	参考文献は，図書の場合は奥
おく
付
づけ
を，ウェブページの場合は

ＵＲＬを確認して，以下のように書くのが一
いっ
般
ぱん
的である。

　図書の場合：著者名『書名』出版社名，出版年
　ウェブページの場合：発信者名「ウェブページ名」（ＵＲＬ）
（アクセス年月日）

調査のスキル  ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 　引用と盗用
●	必要があれば，他人の文章を「　」を用いて引用できる。
ただし，何から引用したかを書くこと，引用部分がレポー
トの中心でないことが条件である。

●	他人が作成した表・グラフなどを引用する場合は，見出し
の部分に何から引用したかを書く。

●	他人が書いた図書やウェブページの文章の「丸写し」や「コ
ピペ（コピーアンドペースト）」をすることは，絶対にやっ
てはいけない。盗用になることが著作権法で定められている。

調査のスキル  ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 　分かりやすい伝え方
●	全体の構成を考えて，最初に聞き手が関心を持つ話題を提
示するとよい。

●	専門用語などは，知らない聞き手が分かるように説明を工
く

夫
ふう
する。

●	聞き手のほうを見ながら，よく聞こえる声ではっきりとス
ムーズに話す。

道灌山の由来
①二つの説
　・太田道灌が砦をつくったという説
　・�関道閑という人物の屋敷があった
という説

②浮世絵などの題名は「道灌山」

切絵図から読み取れること

　・秋田藩の武家屋敷
　・色づいた木が描かれる道灌山
　・周辺には田んぼや用水路

荒川区立荒川ふるさと文化館

・

・

・

『荒川区史』

・荒川区域の村々は江戸の市街地に隣接

・稲作とともに野菜づくりがさかん

・道灌山では薬草がたくさんとれた
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につけ、豊富な発問で思考力を養う調べ学習のスキルを身
1 調査・まとめ・発表のスキルを身につける▶ 2 豊富な問いかけを考える ▶ 3 時代全体を振り返って考える
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用 語 解 説

中央集権　国の支配が全て中央の政府（皇
こう

帝
てい

など）
の命令に従って行われる体制のこと。反対に，支配
が各地域に委ねられている体制を地方分権という。

中国文明
のおこり

東アジアでは，黄
こう

河
が

や長
ちょう

江
こう

の流域を中心に，中
ちゅう

国
ごく

文
ぶん

明
めい

が栄えた。紀元前6000年ごろには，黄河の流域に あ

わ などを，長江の流域には稲
いね

を，それぞれ栽
さい

培
ばい

する農
のう

耕
こう

文化が生まれた。

黄河の流域にはやがて都市が発達し，紀元前1600年ごろには殷
いん

（商
しょう

）と

いう王朝が生まれた。殷の王は神の意志をうらない，それによって農業

や戦争を指導し，国家を支配した。漢字の基
もと

になった甲
こう

骨
こつ

文
も

字
じ

は，うら

ないの記録に使われた。また，複雑な文
もん

様
よう

を持った青
せい

銅
どう

器
き

が祭りに用い

られた。

　紀元前11世紀に殷をほろぼした周
しゅう

は，紀元前８世紀になると勢力が

おとろえ，それ以後しばらくの間，多くの国に分
ぶん

裂
れつ

して争う時代が続い

た。この時代を春
しゅん

秋
じゅう

・戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

という。この時代には鉄製農具が使用さ

れるようになるなど農業技術が進歩し，青銅の貨
か

幣
へい

が用いられるように

なった。また，中国文化が周辺地域に広がるなど，のちの統一の基
き

礎
そ

が

つくられていった。中国を文明の中心と見なし，文化の異なる周辺地域

の人々をおとったものとする考え方も，このころ芽生えるようになった。

　春秋・戦国時代には，諸
しょ

子
し

百
ひゃっ

家
か

と呼ばれる多くの思想家が活
かつ

躍
やく

した。

なかでも孔
こう

子
し

による儒
じゅ

教
きょう

（儒
じゅ

学
がく

）は，「孝
こう

」「仁
じん

」といった家族の道徳を基

本とする社会を理想とし，その後の中国に大きな影
えい

響
きょう

をあたえた。

中国の統一
紀元前221年，秦

しん

の王が初めて中国全土を統一し，

始
し

皇
こう

帝
てい

を名乗った。始皇帝は全国に役人を派
は

遣
けん

して

各地を統
とう

治
ち

させ，さらに貨幣や度
ど

量
りょう

衡
こう

・文字などの統一を図
はか

り，中央集

権的な支配体制をしいた。北方では，遊
ゆう

牧
ぼく

民族である匈
きょう

奴
ど

の侵
しん

入
にゅう

を防ぐ

ホワンホー チャンチアン

1

3

2

4

用 語

M■1甲
こう

骨
こつ

文字　殷
いん

の時代に用い
られた，中

ちゅう

国
ごく

最古の文字。うら
ない用の亀

きっ

甲
こう

・獣
じゅう

骨
こつ

などに刻ま
れ，のちの漢字の原型となった。

N■4ます　始
し

皇
こう

帝
てい

は地方
によって異なっていた度

ど

量
りょう

衡
こう

（長さや体積，重さな
どをはかる単位）を中

ちゅう

国
ごく

全土で統一し，安定した
支配体制の基

き

礎
そ

を築いた。

OM■2兵
へい

馬
ば

俑
よう

　秦
しん

の始
し

皇
こう

帝
てい

陵
りょう

（墓）の近くで発見された，数千体に
およぶ等身大の陶

とう

製
せい

の人馬像。皇帝を守る兵士たちと見られる。
中華人民共和国

P■3青
せい

銅
どう

器
き

（殷
いん

）　殷の時
代には，多くの青銅器が
つくられた。複雑な文

もん

様
よう

を持つものもあり，その
多くは祭りのための酒

しゅ

器
き

や食器として使われた。 
「饕餮文尊」 奈良県 天理大学附属天
理参考館蔵

中国文明と
東アジア

●�中
ちゅう
国
ごく
の国家の仕組みには，どのような特

とく

徴
ちょう
があったのだろうか。

これらの写真から始皇帝の
支配について，どのようなこ
とが読み取れるだろうか？

2075節　近代日本の産業と文化
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10

15

ほろないたんこう

幌内炭鉱

日本製鋼所

釜石製鉄所

じょうばんたんでん

常磐炭田

野田醤油
東洋モスリン

浦賀ドック

大阪鉄工所

日本楽器

呉海軍工廠

筑豊炭田

三池炭鉱

八幡製鉄所

長崎造船所

主な労働争議の発生

かまいし

の だ しょう ゆくれ

ちくほう

うら が

東京砲兵工廠
とうきょうほうへいこうしょう

や はた

み いけ

ながさき

そう ぎ

別子銅山
べっ し

高島炭鉱
たかしま

大阪紡績工場
おおさかぼうせき

甲府製糸工場
こう ふ せい し

足尾町
群馬県

栃木県

茨城県

日光

桐生

足利
佐野

栃木

館林

古河

小山 結城

ひ どく ち

たてばやし

ゆう きお やま

や なかむら

さ の

こ が

あしかが

きりゅう

にっこう

ね
と

せ
ら

わ
た

いばらき

とち ぎ

ぐん ま

鉱毒被毒地
（10万ha）

ちゅうぜん じ こ

中禅寺湖

渡
良瀬

川

利
根
川 谷中村

足尾銅山
あし お

第
一
条

　

�

本
法
は
、
こ
の
条じ

ょ
う

項こ
う

の
一
に
該が

い

当と
う

す
る
工
場
に
適
用
す
る��

　
一
、�

い
つ
も
十
五
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
し
て
い
る
工
場

第
二
条

　

�

工
場
主
は
、
十
二
歳さ

い

未
満
の
者
を
工
場
で
働
か
せ
て
は
い
け
な

い
…
…

第
三
条

　

�

工
場
主
は
、
十
五
歳
未
満
の
者
や
女
子
を
一
日
十
二
時
間
を
超ち

ょ
う

過か

し
て
働
か
せ
て
は
な
ら
な
い
…
…

た
だ
し
、
管か
ん

轄か
つ

す
る
大
臣
は
業
務
の
種
類
に
よ
っ
て
、
本
法
律

施し

行こ
う

後
十
五
年
間
を
限
度
と
し
て
前ぜ

ん

項こ
う

に
定
め
た
就
業
時
間
を

二
時
間
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
…
…�

（『
官
報
』）

■8 

工
場
法
（
一
部
要
約
）

20/02/12

12時間，製糸業では14〜18時間）の厳しい労働を強
し

いられた。寄
き

宿
しゅく

舎
しゃ

の衛生状態も悪く，肺
はい

結
けっ

核
かく

などの病気で命を落とす者も多かった。鉱
こう

山
ざん

業や運輸業の労働者は男性中心であったが，特に炭
たん

鉱
こう

で働く労働者の悲
ひ

惨
さん

な状
じょう

況
きょう

は大きな社会問題となった。

　この問題に対して，日
にっ

清
しん

戦争後には労働組合が結成されるようになり，

労働条件の改善を求める労働争
そう

議
ぎ

も増加した。こうした動きに対して政

府は，1900（明
めい

治
じ

33）年に治
ち

安
あん

警
けい

察
さつ

法
ほう

を定め，集会や結
けっ

社
しゃ

を制限して労

働運動を取りしまった。一方，1911（明治44）年には工
こう

場
じょう

法
ほう

が制定され，

労働者の保護が図
はか

られたが，実際にはさまざまな例外規定があり，労働

条件の改善は進まなかった。社会主義への関心も高まり，社会主義政党

も結成されたが，政府はこれを厳しく弾
だん

圧
あつ

した。1910（明治43）年には

明治天皇の暗殺を計画したとして，幸
こう

徳
とく

秋
しゅう

水
すい

ら社会主義者を死
し

刑
けい

とした

が，その多くは計画に直接関わっていなかった（大
たい

逆
ぎゃく

事
じ

件
けん

）。

　産業の発達にともなって，環
かん

境
きょう

・公害問題も発生した。栃
とち

木
ぎ

県の足
あし

尾
お

銅山では，鉱
こう

毒
どく

が渡
わた

良
ら

瀬
せ

川
がわ

に流出して，流域の農業や漁業に大きな被
ひ

害
がい

を出した。これに対し，栃木県選出の衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議員田
た

中
なか

正
しょう

造
ぞう

は，政府に足

尾銅山の操
そう

業
ぎょう

停止をせまった。政府も調査に乗り出し，足尾銅山に鉱毒

防止策を行わせたが，外
がい

貨
か

が得られる銅を輸出するために操業を停止さ

せなかった。そのため，煙
えん

害
がい

などの被害は続いた。

2

5

6

8

7

M■5炭
たん

鉱
こう

で働く労働者　
福岡県 田川市石炭・歴史博物館蔵
©Yamamoto Family

N■7□□□□□□□□□ □

□□

M■6社会・労働問題の発生

足
あし
尾
お
銅山鉱

こう
毒
どく
事件について，政府側・資

本家側・住民側の三者の立場から，
それぞれの見解をまとめてみよう。

ステップアップ

　足
あし

尾
お

銅山鉱
こう

毒
どく

事件に対し田中正造
は議員を辞職して，天皇に直

じき

訴
そ

する
など反対運動を続けた。政府は被

ひ

害
がい

と洪
こう

水
ずい

緩
かん

和
わ

のために渡
わた

良
ら

瀬
せ

川
がわ

と利
と

根
ね

川
がわ

の合流点近くの谷
や

中
なか

村
むら

を遊水池と
して廃

はい

村
そん

にした。しかし田中はこれ
を不服とする住民とともに谷中村に
残り，生

しょう

涯
がい

をかけて反対運動に取り
組んだ。足尾銅山鉱毒
事件は日本の公害問
題の原点といわれ
る。まさに日本の
産業革命のかげの
部分であった。

人 物

■7田
た

中
なか

正
しょう

造
ぞう

（1841〜1913）

工場法の条文で禁止
されていないものは何
だろうか？

くわしく見てみよう
山
やま

本
もと

作
さく

兵
べ

衛
え

の炭
たん

坑
こう

記録画
QR
コード
掲載

1233節　幕藩体制の確立
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一
、�

祭さ
い

礼れ
い

や
仏
事
な
ど
を
立
派
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
、�

男
女
の
衣
服
に
つ
い
て
。
こ
れ
以
前
か
ら
の

法
令
で
定
め
て
あ
る
よ
う
に
、
庄し
ょ
う

屋や

は
絹き

ぬ

・

紬つ
む
ぎ

・
麻あ

さ

布ぬ
の

・
木も

綿め
ん

を
着
用
せ
よ
。
一い

っ

般ぱ
ん

の
百ひ

ゃ
く

姓し
ょ
う

は
麻
布
・
木
綿
を
着
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
以
外
の
ぜ
い
た
く
な
衣
料
は
、
え
り
や

帯お
び

な
ど
の
と
こ
ろ
で
も
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

一
、�

幕ば
く

領り
ょ
う

で
も
、
私
領
で
も
、
本
田
畑
に
た
ば
こ

を
栽さ
い

培ば
い

し
な
い
よ
う
に
申
し
付
け
る
。

�

（『
御
当
家
令
条
』）

一
、�

暮
ら
し
向
き
の
よ
い
百ひ

ゃ
く

姓し
ょ
う

は
田
地
を
買
い
取
っ
て
ま

す
ま
す
裕ゆ
う

福ふ
く

に
な
り
、
家

計
の
苦
し
い
百
姓
は
田
畑

を
売ば
い

却き
ゃ
く

し
て
、
さ
ら
に
暮

ら
し
向
き
が
悪
く
な
る
の

で
、
今
後
、
田
畑
の
売
買

は
禁
止
す
る
。

�

（『
御
触
書
寛
保
集
成
』）

田で
ん

畑ば
た

永え
い

代た
い

売ば
い

買ば
い

の
禁
止
令

（
一
部
要
約
）

20m

40m

40m

20m

10m

本徳寺

天守

生野街道
いく の かい どう

西
国
街
道

西
国
街
道

中
内

外 曲

曲
曲

輪

輪

輪

天守

川

船せ
ん

場ば

ほんとく じ さ
い
ご
く

さ
い
ご
く

町人地
武家地
足軽・中間町
あしがる   ちゅうげん

ぶ　け ち

ちょうにん ち

なか

うち

てんしゅ

そと
くる

わ

N

20/02/12

　百姓には田畑や屋
や

敷
しき

を持つ本
ほん

百
びゃく

姓
しょう

と，これらを持たない水
みず

呑
のみ

百
びゃく

姓
しょう

がい

たが，読み・書き・そろばん（計算）の能力を備えた名
な

主
ぬし

（庄
しょう

屋
や

）・組
くみ

頭
がしら

・

百
ひゃく

姓
しょう

代
だい

からなる村
むら

方
かた

三
さん

役
やく

が中心となって，本百姓が村を運営した。村は

村のきまり（村
むら

掟
おきて

）と共同の運営費（村
むら

入
いり

用
よう

）を持ち，村掟にそむいた者に

は，村
むら

八
はち

分
ぶ

などの厳しい制裁が加えられた。

　幕府や諸藩は，このような村の自治に依
い

存
そん

することで，年貢の取り立

てや法令の伝達，秩
ちつ

序
じょ

の安定などを実現した。このような仕組みを村
むら

請
うけ

制
せい

という。本百姓は数戸ずつ五
ご

人
にん

組
ぐみ

に編成され，納税や犯罪などで連帯

責任を負わされた。

　さらに幕府は，確実に年貢が徴
ちょう

収
しゅう

できるようにするため，本百姓の経

営をできるだけ安定させようとした。1643（寛
かん

永
えい

20）年に関
かん

東
とう

の幕
ばく

領
りょう

に

は田
でん

畑
ぱた

永
えい

代
たい

売
ばい

買
ばい

の禁
きん

止
し

令
れい

を出して土地の売買を禁じ，1673（延
えん

宝
ぽう

元）年

には分
ぶん

地
ち

制
せい

限
げん

令
れい

を出して土地の分
ぶん

割
かつ

相続を制限した。

町と町人
江戸時代には全国各地で城

じょう

下
か

町
まち

がつくられた。兵
へい

農
のう

分
ぶん

離
り

によって集められた武士は武家地，かれらに物資を

供給する町人は町人地，僧
そう

侶
りょ

や神職は寺院・神社とともに寺社地に，身

分別に居住した。

　町人は，自治的な組織である町
ちょう

に住み，村と同じように町
まち

年
どし

寄
より

・町
まち

名
な

主
ぬし

などの町
ちょう

役
やく

人
にん

を中心に，土地（町
まち

屋
や

敷
しき

）を持つ地
じ

主
ぬし

（家
いえ

持
もち

）が町を運営し，

町のきまり（町
ちょう

掟
おきて

）を定め，共同の運営費（町
ちょう

入
いり

用
よう

）を負担した。一方，土

地を持たない地
じ

借
がり

・店
たな

借
がり

は運営には関われなかった。城下町には田畑が

なく，町人は町屋敷に関する税金（地
じ

子
し

）も免
めん

除
じょ

されたが，都市機能を維

持するために防火や清
せい そう

掃などをになった。また，商人には運
うん

上
じょう

・冥
みょう

加
が

と

呼ばれる営業税などが課せられた。

3

むらにゅうよう

4

5

6

→p. 116

7

→p. 93 ちょう

ちょうにゅうよう 3

M■7姫
ひめ

路
じ

城
じょう

の城
じょう

下
か

町
まち

　関
せき

ヶ
が

原
はら

の戦
たたか

いで功績を立て
た池

いけ

田
だ

輝
てる

政
まさ

は，石
こく

高
だか

を加
か

増
ぞう

されて姫路藩
はん

（兵
ひょう

庫
ご

県）
の藩

はん

主
しゅ

となった。姫路に入城した輝政は，現在の
天
てん

守
しゅ

閣
かく

を持つ姫路城（→p. 118）を完成させるとと
もに，計画的に城下町をつくりあげた。

M■4年
ねん

貢
ぐ

米
まい

納入の様子　『会津農耕春秋図』 個人蔵

村や町の運営と，幕
ばく
府
ふ
や藩
はん
の支配はどの

ような関係にあったかまとめてみよ
う。

ステップアップ

① 百姓のぜいたくをいましめ 
ているのはなぜだろうか？

② たばこ の栽培を禁じているの
はなぜだろうか？

一
六
四
二
（
寛か
ん

永え
い

十
九
）
年
の

農
村
法
令
（
一
部
要
約
）

■■5

■6
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フランス イギリス

日本

ドイツ

ロシア
満州
韓国

アメリカ

満州をめぐり
ロシアと対立

満州を
占領

（
１
８
９
１
年
）

三国干渉

支
持支

持

ロシアの東アジア
進出を警戒

露
仏
同
盟

（
１
９
０
２
年
）

日
英
同
盟

ろ
ふ
つ
ど
う
め
い

に
ち
え
い

けいかい

かんしょう

まんしゅう

かんこく

せんりょう

清と列強
日
にっ

清
しん

戦争に敗れて巨
きょ

額
がく

の賠
ばい

償
しょう

金
きん

を負った清
しん

から，列
れっ

強
きょう

は競
きそ

って，港
こう

湾
わん

の租
そ

借
しゃく

権や鉄道の敷
ふ

設
せつ

権，鉱
こう

山
ざん

の開発

権などのさまざまな権
けん

益
えき

（権利と利益）を手に入れた。なかでもシベリア

鉄道の建設を進めていたロシアは，三国干
かん

渉
しょう

で日本が清に返
へん

還
かん

した遼
りょう

東
とう

半島の旅
りょ

順
じゅん

・大
だい

連
れん

を租借した。また，ドイツは山
さん

東
とう

半島の膠
こう

州
しゅう

湾
わん

を租借

した。

　このような列強の進出に対
たい

抗
こう

して，清では排
はい

外
がい

的な民衆運動の団体で

ある義和団が勢力を増し，1900年には北
ペ

京
キン

にある各国の公使館を包囲

した（義
ぎ

和
わ

団
だん

事
じ

件
けん

）。清の政府も義和団に同調し，列強に宣
せん

戦
せん

したが，日

本をふくむ列強８か国の連合軍に鎮
ちん

圧
あつ

された。清は巨額の賠償金の支
し

払
はら

いと，外国の軍隊の駐
ちゅう

留
りゅう

とを認めさせられた。

日英同盟
日清戦争後，朝

ちょう

鮮
せん

ではロシアの支
し

援
えん

を受けて日本に対

抗する動きが強まった。朝鮮は1897（明
めい

治
じ

30）年には

国名を大
だい

韓
かん

帝
てい

国
こく

（韓
かん

国
こく

）と改め，朝鮮国王も皇
こう

帝
てい

を名乗るようになった。

　一方，ロシアは義和団事件後に，満
まん

州
しゅう

（中
ちゅう

国
ごく

東北部）を事実上占
せん

領
りょう

し，

韓国における日本の権益をおびやかすようになった。桂
かつら

太
た

郎
ろう

内
ない

閣
かく

は韓国

での権益を守るため，1902（明治35）年に日
にち

英
えい

同
どう

盟
めい

を結んだ。その後も

日本はロシアとの外交交
こう

渉
しょう

を続けたが，ロシアが満州からの撤
てっ

兵
ぺい

を実行

しないことが明らかになり，交渉が行きづまる中，国内ではロシアへの

反感がいちだんと強まった。キリスト教徒の内
うち

村
むら

鑑
かん

三
ぞう

や社会主義者の幸
こう

徳
とく

秋
しゅう

水
すい

など反戦を説く者もいたが，多くの新聞は開戦を主張し，世
よ

論
ろん

は

次
し

第
だい

に開戦論にかたむいていった。

日露戦争
日本とロシアの満州をめぐる交渉は1904（明治37）年

初めに決
けつ

裂
れつ

し，同年２月，日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

が始まった。日本

はロシアの満州占領に反対するアメリカ・イギリス両国の経済的な支援

用 語

リアオトン

リュイシュン ターリエン シャントン チアオチョウ

3

1

❶

2 6
用 語 解 説

租
そ

借
しゃく

　ある国が特別の合意のうえで，他国の領土
の一部を99年など一定の期間借りること。

4 日露戦争と
東アジア

●�日
にち
露
ろ
戦争は国内外にどのような影

えい
響
きょう
をあ

たえたのだろうか。

M■2日
にち

露
ろ

戦争の風
ふう

刺
し

画
が

 ビゴー画

日本はどのような状
じょう

況
きょう

に置かれていたのだろうか？
■1をヒントに考えてみよう。

❶開戦後，歌人の与
よ

謝
さ

野
の

晶
あき

子
こ

（→p．208）は，出兵
した弟を思って「君死にたまふ

（う）

こと勿
なか

れ」という
反戦詩を雑誌『明

みょう

星
じょう

』に発表した。

M■3列強による中国進出

青島

列強の勢力圏
日本
ロシア
フランス

れっきょう けん

威海衛

膠州湾

香港
九竜半島

澎湖諸島

台湾

日本

ロシア

イギリス

イギリス

ドイツ
朝鮮

広州

長春

ウラジオストク

北京

フランス

 東清鉄道（ロシアの権益）
ハルビン

福建省

大連
だいれん

りょ じゅん

0 500km

旅順 奉天

長

太　平　洋

江

黄
河

とうしん けんえき

沿
海
州

え
ん
か
い
し
ゅ
う

ちょうしゅん

チャンチュン

ほうてん
リュイシュン

遼東半島
りょうとう

リアオトン

ターリエン ちょうせん
ペ キン

い かいえい

ウェイハイウェイ

ふっけん

フーチエン

こうしゅう

コワンチョウ
ホンコン

きゅうりゅう

ほう こ

カオルン

ポンフー

たいわん

清
しん

M■1日
にち

露
ろ

戦争前の世界情勢

238 第6章　二つの世界大戦と日本

5

10

15

20

満州事変と
日本の孤立

中
ちゅう

国
ごく

では全土に広まりつつあった民族運動を背景に，

国民政府が不平等条約の無効や，これまで列
れっ

強
きょう

にあ

たえていた鉄道権
けん

益
えき

の回収，租
そ

借
しゃく

地
ち

の回復などを目指していた。日本の

満
まん

州
しゅう

権益も例外ではなく，満州をソ連
れん

に対する重要な軍事拠
きょ

点
てん

であり，

資源補給地であると考える関
かん

東
とう

軍は危機感を深めた。

　1931（昭
しょう

和
わ

６）年９月18日夜，石
いし

原
はら

莞
かん

爾
じ

を中心とする関東軍は，奉
ほう

天
てん

（現在の瀋
しん

陽
よう

）郊
こう

外
がい

の柳
りゅう

条
じょう

湖
こ

で日本の管理下にある南満州鉄道の線路を

爆
ばく

破
は

した（柳
りゅう

条
じょう

湖
こ

事
じ

件
けん

）。関東軍は線路の爆破を中国軍のしわざとして軍

事行動を起こし，満
まん

州
しゅう

事
じ

変
へん

が始まった。

　日本政府は事変の不拡大方針を出したが，新聞や人々は関東軍の行動

を支持した。満州の主要地をほぼ占
せん

領
りょう

した関東軍は1932（昭和７）年，

清
しん

の最後の皇
こう

帝
てい

であった溥
ふ

儀
ぎ

を執
しっ

政
せい

にして満
まん

州
しゅう

国
こく

の建国を宣言した。

　中国の国民政府は軍事・外交だけでなく，内政の実権も関東軍や日本

人がにぎっている満州国を認めず，満州事変は日本の侵
しん

略
りゃく

行
こう

為
い

であると

主張した。国民政府からの訴
うった

えと日本の提案で，国際連盟はイギリス人

リットンを団長とするリットン調査団を，満州と日
にっ

中
ちゅう

両国に派
は

遣
けん

した。

1933（昭和８）年，国際連盟はリットン報告書に基
もと

づいて，満州におけ

る中国の主
しゅ

権
けん

を認め，占
せん

領
りょう

地
ち

から日本軍が撤
てっ

兵
ぺい

するよう勧
かん

告
こく

した。これ

に対し，松
まつ

岡
おか

洋
よう

右
すけ

ら日本の国際連盟代表団は総会の場から退場し，その

後，日本は国
こく

際
さい

連
れん

盟
めい

から脱
だっ

退
たい

した。

　日本は1936（昭和11）年になると，ワシントン・ロンドン両海軍軍縮

条約からも離
り

脱
だつ

し，国際的に孤
こ

立
りつ

していった。一方で同年，ドイツとの

間にソ連
れん

を中心とする共産主義運動への対
たい

抗
こう

をかかげて日
にち

独
どく

防
ぼう

共
きょう

協定を

締
てい

結
けつ

した。翌年にはこれにイタリアも参加し，国際的孤立を深めていた

→p. 220

シェンヤン →p. 198

1 3

 プ　イ

2

4

→p. 219

O■1満
まん

州
しゅう

事
じ

変
へん

の広がり　日本は「満
まん

蒙
もう

（満州とモンゴル）は日本の生命線」
というスローガンをかかげて，満州の支配を強めていった。

M■4リットン調査団　南満州鉄道の線路爆
ばく

破
は

地点
を調べる調査団。リットンの報告は，日本軍の行
動は自衛の範

はん

囲
い

をこえているとしたが，一方で日
本が持つ満

まん

州
しゅう

での経済的権
けん

益
えき

にも十分配
はい

慮
りょ

された
内容がふくまれていた。

M■2満
まん

州
しゅう

の開
かい

拓
たく

　満州国には開拓と防衛のために，多数の人々が日本か
ら送りこまれ，その数は約27万人に上

のぼ

った。県別では，長
なが

野
の

県が最も多
くの人 （々約３万8000人）を送り出したが，太平洋戦争後，約半数の人
たちが帰国できず，犠

ぎ

牲
せい

となった。友常健一蔵

� 大学新聞連盟編『現代学生の実態』による

M■3満
まん

州
しゅう

事
じ

変
へん

前の東
とう

京
きょう

大学の学生に対する意識調査

4 軍部の台頭
●❶満
まん
州
しゅう
事変の結果，日本の国際社会での立

場はどのように変化したのだろうか。
●❷�軍部は，どのようにして政治的発言力を
高めていったのだろうか。

32.6

1931.11

1932.4
1932.2

1932.4

1931.9
1931.9.18

ソ連

りゅうじょう こ

柳条湖

黒
竜

江

松

花
江

0 500km

日本海

満 州 国
まん　しゅう

ほうてん

奉天

1932.10

1932.1

中華民国

天津
ティエンチン

ハルビン

旅順
リュイシュン

北京

山海関
シャンハイコワン

日本軍の進路

モンゴル
人民共和国

ちょうせん

朝鮮

うちもう こ

内蒙古

（日本領）

さんかいかん

ちゅう か みんこくちゅう か みんこく

れんれん

てんしん りょじゅん 大連
ターリエン

だいれん

ペ キン

しんきょう ちょうしゅん

新京（長春）
チャンチュン

751名

いいえ

41％
59％

では，直ちに武力行使すべきか

854名

（103名）

（751名）

（307名）
（444名）

12％

88％

まんもう
満蒙に武力行使は正当か

外交手段を
つくしたのち
に武力行使
すべき

直ちに武力行使すべき

はい

政府が戦線の不拡大を声明したのにもかかわらず，
なぜ国民は軍事行動を広く支持したのだろうか？
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1	 農村にいる武士の立場で考えよう
●  あなたは農村をまとめる武

ぶ

士
し

です。最近隣
となり

村
むら

の人々があなたの領地に立ち入ってきます。あなたは
どのように対応するでしょうか。だれをたよれば効果的か考えながら，対応策を練ってみよう。

時代 対応策

鎌
かま

倉
くら

時 代 将軍に自らの領地の支配を保障してもらう。

南北朝時代

室
むろ

町
まち

時 代

戦
せん

国
ごく

時 代

2	 農村にいる農民の立場で考えよう
●  あなたは農民です。今年は天候が悪く，農作物の育ちが良くありませんでした。自分たちの生活を

守るために，何ができるでしょうか。だれからの支配を受けていたのかを考えながら，対応策を練
ってみよう。

時代 対応策

鎌 倉 時 代

南北朝時代 農民たちで結束して年貢の軽減を荘園領主に訴える。

室 町 時 代

戦 国 時 代

3	 守護の立場で考えよう
●  あなたはある国の守

しゅ

護
ご

です。守護は幕
ばく

府
ふ

から任命される存在です。これから先も守護に任命され続
けたいあなたは，どのようにふるまうでしょうか。幕府から期待されていたことをふまえて，何を
すべきか考えてみよう。

時代 対応策

鎌 倉 時 代

南北朝時代

室 町 時 代 京都に住んで，幕府の政治に貢献する。

戦 国 時 代

中世の日本 まとめ第3章

なぜ起きたのか？ なんの
ためにおこなったのか？ �
どのように変化したか？ �
どのような影響を与えた
のか？
このような問いかけを考
えることは、歴史的思考
力を養います。

3 鎌倉幕府の成立
と執権政治

●�承
じょう
久
きゅう
の乱によって鎌

かま
倉
くら
幕
ばく
府
ふ
と朝

ちょう
廷
てい
の関係

はどのように変化したのだろうか。

章のまとめ頁では、時代
全体を俯瞰して考えさせ

るための問いかけを用意してい
ます。古代・中世・近世・近代
といった中にも時代の歴史的転
換点があり、変化していくことを
もう一度考えることができます。

3

歴史が変化する過程でおこる諸
課題がどのように解決され、積み

重なってきたのかを学べるよう、豊富な
発問を用意しています。

２

1 荘園の成立と
武士の登場

●❶どのように荘
しょう
園
えん
が全国的に広まって

いったのだろうか。
●❷�源

げん
氏
じ
が東

とう
国
ごく
で大きな力をにぎること

ができたのはなぜだろうか。
1 モンゴルの襲来と
鎌倉幕府への失望

●モンゴルの襲
しゅう
来
らい
は，日本にどのよう

な影
えい
響
きょう
をあたえたのだろうか。

写真・風刺画・グラフや表から、どのよ
うなことが読み取れるか？
このような問いかけをとおし、高校の新
課程科目「歴史総合」への足がかりとし
て中学校で思考力を身につけておくこと
は重要です。

難しそうな史料も、
発問をつけることで、
なにを読み取ればよ
いかがわかります。

１１



. 歴史を考える2 解く力、現代や地域と歴史を繋げる力を養う美術作品や史料を読み
1 美術作品や史料で課題を話し合い、考察する ▶ 2 地域の歴史をさまざまな角度から考える
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い

い
か
も
ん
の
か
み

井
伊
掃
部
頭

御
本
丸

ご
ほ
ん
ま
る

江戸図屛風を読み解く
江
え

戸
ど

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

は，17世紀前半の徳
とく

川
がわ

家
いえ

光
みつ

の治
ち

世
せ

にあった江戸の様子をえがいた絵画です。インター
ネットを利用すると，所蔵する国立歴史民

みん

俗
ぞく

博物館（千
ち

葉
ば

県佐
さ

倉
くら

市）のホームページで，全体から細
部までの画像を見ることができます。

1江戸城と大名屋敷を読み解く 2江戸の町を読み解く

　江戸図屛風には，家光とその家
か

臣
しん

たちの姿があちこちにえがかれてい
る。ホームページの画像の中から，家光を探してみよう。
　家光はどこで，どのようなことをしているだろうか。そこから，江戸
図屛風がどのような目的でつくられたのかを考えてみよう。

家光を探せ

M■■7日本橋周辺にえがかれた人々

M■3城門から城内に入る行列

M■1天
てん

守
しゅ

閣
かく

・本丸の御
ご

殿
てん

・城内の武
ぶ

士
し

 M■5徳川家光

M■6日
に

本
ほん

橋
ばし

周辺にえがかれた品物

M■2彦
ひこ

根
ね

藩
はん

の屋敷 M■4江戸図屛風の左
さ

隻
せき

の右半分

●  江戸城に入る行列を見てみよう。
何の行列だろうか。どのような目
的でやってきたのだろうか。

●  建ち並ぶ大名屋
や

敷
しき

を見てみよう。
大名の名前はどのように書かれて
いるだろうか。屋敷の配置にはど
のような特

とく

徴
ちょう

があるだろうか。

W

W

●  日本橋周辺にえがかれた人々を見てみよう。ど
のような身分や職業の人々がえがかれているだ
ろうか。人々が見上げているものは何だろうか。

W

W

●  江戸城を見てみよう。
どのような構造をし
ているだろうか。登

と

城
じょう

した大
だい

名
みょう

はどのよ
うに感じただろうか。

●  日本橋周辺にえがかれた品物を見てみよう。ど
のような品物がえがかれているだろうか。品物
はどのように運ばれてきたのだろうか。

■1

■2

■3

■6
■7

くわしく調べてみよう
江戸図屛風

歴史を
考えよう
④

134 135第4章　近世の日本 歴史を考えよう④

い

い
か
も
ん
の
か
み

井
伊
掃
部
頭

御
本
丸

ご
ほ
ん
ま
る

江戸図屛風を読み解く
江
え

戸
ど

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

は，17世紀前半の徳
とく

川
がわ

家
いえ

光
みつ

の治
ち

世
せ

にあった江戸の様子をえがいた絵画です。インター
ネットを利用すると，所蔵する国立歴史民

みん

俗
ぞく

博物館（千
ち

葉
ば

県佐
さ

倉
くら

市）のホームページで，全体から細
部までの画像を見ることができます。

1江戸城と大名屋敷を読み解く 2江戸の町を読み解く

　江戸図屛風には，家光とその家
か

臣
しん

たちの姿があちこちにえがかれてい
る。ホームページの画像の中から，家光を探してみよう。
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●  江戸城に入る行列を見てみよう。
何の行列だろうか。どのような目
的でやってきたのだろうか。

●  建ち並ぶ大名屋
や

敷
しき

を見てみよう。
大名の名前はどのように書かれて
いるだろうか。屋敷の配置にはど
のような特

とく

徴
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があるだろうか。
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W

●  日本橋周辺にえがかれた人々を見てみよう。ど
のような身分や職業の人々がえがかれているだ
ろうか。人々が見上げているものは何だろうか。

W

W

●  江戸城を見てみよう。
どのような構造をし
ているだろうか。登

と

城
じょう

した大
だい

名
みょう

はどのよ
うに感じただろうか。

●  日本橋周辺にえがかれた品物を見てみよう。ど
のような品物がえがかれているだろうか。品物
はどのように運ばれてきたのだろうか。

■1
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■7

くわしく調べてみよう
江戸図屛風

歴史を
考えよう
④
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マンガの源流，絵巻物を考える
絵
え

巻
まき

物
もの

とは，絵と文章（詞
ことば

書
がき

という）から構成され，絵と文字の組み合わせ
という点では，現代のマンガに通じる芸術作品ともいえます。その先

さき

駆
が

けは
奈
な

良
ら

時代にあったとされますが，盛
さか

んにつくられるようになるのは平
へい

安
あん

時
代末期です。説

せつ

話
わ

や伝記，戦記など，その内容は多
た

彩
さい

で，さまざまな情報の
伝達手段となっていました。そのような絵巻物が，中

ちゅう

世
せい

において盛んにつく
られるようになったのはなぜか，考えてみましょう。

1『伴大納言絵巻』
 N■1応

おう

天
てん

門
もん

炎
えん

上
じょう

の場面

M■2子どものけんか

M■3うわさをする人

N■4相
す も う

撲の場面

 N■6勢
せ

多
た

（瀬
せ

田
た

）で文書を落とす場面

 M■5儀
ぎ

式
しき

の場面

 M■7宇
う

治
じ

で文書を見つける場面

　『伴
ばん

大
だい

納
な

言
ごん

絵巻』の制作年代は12世紀後半で，絵の作者は常
とき

盤
わ

光
みつ

長
なが

，詞
ことば

書
がき

筆者は飛
あす

鳥
か

井
い

雅
まさ

経
つね

とも藤
ふじ

原
わらの

教
のり

長
なが

とも考えられているが確証はない。866（貞
じょう

観
がん

８）年に起こっ
た応天門の変

へん

（平安時代に大納言であった伴
ともの

善
よし

男
お

が流
る

罪
ざい

となった事件）を題材とする。
　応天門が放火されるという事件があり，はじめ左

さ

大
だい

臣
じん

の 源
みなもとの

信
まこと

が犯人として処
しょ

罰
ばつ

さ
れることになった。しかし，子どものけんかをきっかけに うわさ が広まり，大納言
の伴善男が真犯人である（放火をして罪

つみ

を源信になすりつけようとした）ことが判明し，
その結果，伴善男が流罪となった，という展開をえがく。東京都 出光美術館蔵

■1

■2 ■3

『伴大納言絵巻』

●  絵巻物がつくられたのは，題材となった事件（応天門の変）から約300年もたっ
ている12世紀と考えられています。絵巻物の作者は，なぜ300年も前の事件を
題材にしたのだろうか。

W

2『鳥獣戯画』

3『石山寺縁起絵巻』

●  儀
ぎ

式
しき

の場面を，動物たちを用いて
表現したのはなぜだろうか。

■5W

W ●  文章で著した作品から絵巻への変化が生まれたのはなぜだろうか。だれに読んでも
らいたかったのかを意識しながら，考えてみよう。

　『鳥
ちょう

獣
じゅう

戯
ぎ

画
が

』は12世紀から13世紀にかけての制作。詞
ことば

書
がき

はない。う
さぎ・さる・かえるなどが，擬

ぎ

人
じん

化
か

されてえがかれている。京都府 高山寺蔵

『鳥獣戯画』

滋賀県 石山寺蔵

　石山寺に伝わる『石
いし

山
やま

寺
でら

縁
えん

起
ぎ

絵巻』第１～３巻は14世紀前半に制作された。
石山寺の起源，天皇家・貴族の尊

そん

崇
すう

，寺の僧
そう

侶
りょ

の事
じ

績
せき

などを記す。石山寺
の縁起（始まりや由

ゆ

来
らい

）を文章で著
あらわ

した作品は古代からあった。それを基
もと

に
中世になると絵を加えて絵巻が制作された。
　ここに挙げた場面は，東

とう

国
ごく

武
ぶ

士
し

の従者が大事な文書を落とし，石山寺の仏
の教えに従うことで，別の場所（宇

う

治
じ

）で文書を見つけたという物語の一場面。

■6

■7

『石山寺縁起絵巻』
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絵巻』第１～３巻は14世紀前半に制作された。
石山寺の起源，天皇家・貴族の尊

そん

崇
すう

，寺の僧
そう

侶
りょ

の事
じ

績
せき

などを記す。石山寺
の縁起（始まりや由

ゆ

来
らい

）を文章で著
あらわ

した作品は古代からあった。それを基
もと

に
中世になると絵を加えて絵巻が制作された。
　ここに挙げた場面は，東
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国
ごく

武
ぶ

士
し

の従者が大事な文書を落とし，石山寺の仏
の教えに従うことで，別の場所（宇

う

治
じ

）で文書を見つけたという物語の一場面。

■6

■7

『石山寺縁起絵巻』

歴史を
考えよう
②

「歴史を考えよう」では、美術作品や史料・地図、また、現
代の私たちにとっても、身近で大切な憲法や選挙などを取り

上げて、歴史の「思考力」を養うためのさまざまな工夫をしています。

１

江戸図屛風の場合、国立歴史民俗博物館のサイ
トを見ることができる二次元コードをつけまし
た。教科書全体で１8ヶ所に、博物館・資料館の
ホームページや動画をみたり、音声を聞いたりす
ることができる二次元コードを付しています。

細部をクローズ
アップしてみると、
その表情や、人々
の生活など、いろ
いろとみえてくる
ことがわかります。

それぞれの絵巻物が、なにを描いているのかを注目させ、なぜ描かれたのか、なぜ擬人化され
ているかなどを考えさせる工夫をしています。そこから戦乱や飢饉のあいつぐ社会への不安や
おそれなど、中世の絵巻物の時代背景も考えるよう促すことができるでしょう。

１２

解く力、現代や地域と歴史を繋げる力を養う美術作品や史料を読み
1 美術作品や史料で課題を話し合い、考察する ▶ 2 地域の歴史をさまざまな角度から考える
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天平時代当初の部分
鎌倉時代の修補部分
江戸時代初期の修補
部分

松山鉄夫ほか東京藝術大学調査グループによる

てんぴょう

かまくら しゅうほ

え ど

卍

卍

卍

卍

卍

卍
卍

卍

卍

卍

0 2km

西大寺
長屋王邸

大安寺
秋
篠
川

（北京極）

（南京極）

一条南大路

一条北大路

二条大路
三条大路
四条大路

秋篠寺

平城宮
だいごくでん

大極殿・
ちょうどういん

朝堂院
だいごくでん

大極殿・
ちょうどういん

朝堂院

法華寺
（もと藤原不比等邸）

西大寺
正倉院

唐招提寺

薬師寺

西市 東市

東大寺
なが や おうてい

長屋王邸
藤原

なか ま ろ

仲麻呂邸藤原
なか ま ろ

仲麻呂邸

大安寺

三月堂
興福寺
元興寺

春日神社

紀寺五条大路
六条大路
七条大路
八条大路
九条大路

富
雄
川

秋
篠
川

四
坊
大
路

三
坊
大
路

二
坊
大
路

一
坊
大
路

朱
雀
大
路

一
坊
大
路

二
坊
大
路

三
坊
大
路

四
坊
大
路

五
坊
大
路

六
坊
大
路

七
坊
大
路

（
東
京
極
）

き
ょ
う
ご
く

（
西
京
極
）

保

広大寺池

佐
川

若
草
山

う右う右 さ左さ左

き
ょ
う京
き
ょ
う京

き
ょ
う京
き
ょ
う京

あきしのでら

ふ　ひ　と　てい

ほっ け じ

しょうそういん

とうだい じ

こうふく かすがじ

がんごう じ

き てら

わ
か
く
さ
や
ま

し
ち
ぼ
う
お
お

　
じ

ろ
く
ぼ
う

さ
ん
ぼ
う

い
ち
ぼ
う

ご
ぼ
う

し
ぼ
う

に
ぼ
う

す
ざ
く

あん じだい

いち

羅城門
ら じょう

朱雀門
す ざく

やく し じ

とう だいじ

さいだい じ

しょう 三
笠
山

み

　
か
さ
や
ま

く じょう

はちじょう

しちじょう

ろくじょう

ご じょう

し じょう

さんじょう

に じょう

いちじょうきたおお じ

奈良
地域からのアプローチ①

1	 地図・地名から考えよう

奈
な

良
ら

というと，かつて平
へい

城
じょう

京
きょう

が置かれた古都というイメージが
あります。現在，私たちは遺

い

跡
せき

の上に復元された建物や，再建さ
れた古代の寺院を見ることができます。しかし，それは一部分で
す。地図や地名，インタビューや資料の調査から，さらにひそん
でいる歴史を見つけて，古代を実感してみましょう。

へいぜいきょう

3	 東大寺の歴史から考えよう

2	 地面の下にひそむ世界から考えよう

P■5くり返し文字
を練習した木

もっ

簡
かん

奈良文化財研究所蔵

M■2江戸時代の地図 奈良文化財研究所蔵

M■3朱
す

雀
ざく

大
おお

路
じ

を滑走路にしたイメージ図

M■4木簡を紹介す
る馬場基先生

N■1平城京図

Q

Q

Q　�平城宮・平城京の施
し

設
せつ

名
めい

などが地名に残っている例には，どのようなものがあるのですか。
A　�上の写真の地図は江戸時代の終わりごろの平城京跡をえがいたものの一部です。よく見る

と丸く囲ったところには「字
あざ

大黒殿」という地名が見えます。「大黒殿」は「大
だい

極
ごく

殿
でん

」の

読み方が転じてこうなったと考えられます。奈良時代の平城京の大極殿の建物はなくなり

ましたが，大極殿は人々に記憶されて地名に残ったのでしょう。地名には，その土地の歴

史がこめられています。これは，みなさんの住む土地でも同じです。ぜひ地名や地形の探

検をしてみてください。

■2

Q 東
とう

大
だい

寺
じ

の大仏と大仏殿はどのような過程を経て現

在の姿になったか，年表を基
もと

に調べてみよう。
■6

  743 聖
しょう

武
む

天皇によって大
だい

仏
ぶつ

造
ぞう

立
りゅう

の 詔
みことのり

が出される

  745 行
ぎょう

基
き

，大
だい

僧
そう

正
じょう

になる

  752 大仏開
かい

眼
げん

の供
く

養
よう

会
え

  855 大仏の頭，落ちる
  861 大仏開眼の供養会
1180 大仏殿など焼失

1195 勧
かん

進
じん

上
しょう

人
にん

の重
ちょう

源
げん

らによっ
て大仏殿

でん

を再建

1567 大仏殿など焼失

1709 大仏殿の落
らっ

慶
けい

供養

1909〜15 大仏殿の解体修理
1974〜80 昭和の大修理

N■7大仏の残存状
じょう

況
きょう

Q　発掘調査について教えてください。
A　�土は下から上へと積もります。発掘調査は上から下へとほりますから，時間をさかのぼる作

業です。土の層のちがいで時期を把
は

握
あく

し，土の色のちがいでみぞや穴を見つけます。大地に

刻まれた痕
こん

跡
せき

を「遺
い

構
こう

」と呼びます。遺構を分
ぶん

析
せき

して，建物や街並みなどを研究します。

　一方，発掘調査でほり起こされた土器や瓦
かわら

などを遺物と呼びます。平城宮・平城京の発掘

では，膨
ぼう

大
だい

な土器・瓦，銭
ぜに

やくぎ，下
げ

駄
た

や木製の道具類，植物の種や動物の骨，うんちまで

見つかっています。また，木
もく

片
へん

に文字を書いた木
もっ

簡
かん

もたくさん見つかっています。
■5

Q
木簡から分かることは歴史書から分かることとど

のようにちがうのか，考えてみよう。

江
え

戸
ど

時代には平城宮跡
あと

は大部分が水田の下にうもれ

ていました。しかし，地名に平城宮の名
なごり

残と考えられ

るものも見られます。奈良の古地図で探してみよう。

羅
ら

城
じょう

門
もん

から朱
す

雀
ざく

門
もん

へと続く朱雀大
おお

路
じ

は，その距
きょ

離
り

が約3.7kmあり，道
みち

幅
はば

は約74mもありました。これは飛行機の滑
かっ

走
そう

路
ろ

の長さ・幅とほぼ同

じです。なぜこのように広く長い道がつくられたのか，考えてみよう。

■3

奈良文化財研究所

馬
ば

場
ば

基
はじめ

先生への

インタビュー
その①

馬場基先生への インタビュー
その②

M■8東大寺大仏

M■6東大寺関連年表

Q　木簡について教えてください。
A　�木片に文字を書いたもの，という点では，世界中で現在も使われています。古代の日本には

紙もありましたが，じょうぶで手軽という木の特性を生かして利用されました。各地からの

荷
に

札
ふだ

や，日常業務の連
れん

絡
らく

や伝票，さらには役人に支
し

給
きゅう

されていた給食のおかずへの苦情の

下書きや，立ち小便禁止の札まであります。歴史書には書かれない，古代のリアルな様子を

伝えてくれます。私の感覚では，木簡を読み解くということは，歴史という絵を「ぬりかえ

る」というより，「えがき足す」とか，細かく「えがきこむ」という感じがします。夢中で

たくさんえがき足した結果，いつの間にか新しい「歴史の絵」になっているあたりが，おも

しろいところではないでしょうか。

くわしく見てみよう
木簡
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（北京極）

（南京極）

一条南大路

一条北大路

二条大路
三条大路
四条大路

秋篠寺

平城宮
だいごくでん

大極殿・
ちょうどういん

朝堂院
だいごくでん

大極殿・
ちょうどういん

朝堂院

法華寺
（もと藤原不比等邸）

西大寺
正倉院

唐招提寺

薬師寺

西市 東市

東大寺
なが や おうてい

長屋王邸
藤原

なか ま ろ

仲麻呂邸藤原
なか ま ろ

仲麻呂邸

大安寺

三月堂
興福寺
元興寺

春日神社

紀寺五条大路
六条大路
七条大路
八条大路
九条大路

富
雄
川

秋
篠
川

四
坊
大
路

三
坊
大
路

二
坊
大
路

一
坊
大
路

朱
雀
大
路

一
坊
大
路

二
坊
大
路

三
坊
大
路

四
坊
大
路

五
坊
大
路

六
坊
大
路

七
坊
大
路

（
東
京
極
）

き
ょ
う
ご
く

（
西
京
極
）

保

広大寺池

佐
川

若
草
山

う右う右 さ左さ左

き
ょ
う京
き
ょ
う京

き
ょ
う京
き
ょ
う京

あきしのでら

ふ　ひ　と　てい

ほっ け じ

しょうそういん

とうだい じ

こうふく かすがじ

がんごう じ

き てら

わ
か
く
さ
や
ま

し
ち
ぼ
う
お
お

　
じ

ろ
く
ぼ
う

さ
ん
ぼ
う

い
ち
ぼ
う

ご
ぼ
う

し
ぼ
う

に
ぼ
う

す
ざ
く

あん じだい

いち

羅城門
ら じょう

朱雀門
す ざく

やく し じ

とう だいじ

さいだい じ

しょう 三
笠
山

み

　
か
さ
や
ま

く じょう

はちじょう

しちじょう

ろくじょう

ご じょう

し じょう

さんじょう

に じょう

いちじょうきたおお じ

奈良
地域からのアプローチ①

1	 地図・地名から考えよう

奈
な

良
ら

というと，かつて平
へい

城
じょう

京
きょう

が置かれた古都というイメージが
あります。現在，私たちは遺

い

跡
せき

の上に復元された建物や，再建さ
れた古代の寺院を見ることができます。しかし，それは一部分で
す。地図や地名，インタビューや資料の調査から，さらにひそん
でいる歴史を見つけて，古代を実感してみましょう。

へいぜいきょう

3	 東大寺の歴史から考えよう

2	 地面の下にひそむ世界から考えよう

P■5くり返し文字
を練習した木

もっ

簡
かん

奈良文化財研究所蔵

M■2江戸時代の地図 奈良文化財研究所蔵

M■3朱
す

雀
ざく

大
おお

路
じ

を滑走路にしたイメージ図

M■4木簡を紹介す
る馬場基先生

N■1平城京図

Q

Q

Q　�平城宮・平城京の施
し

設
せつ

名
めい

などが地名に残っている例には，どのようなものがあるのですか。
A　�上の写真の地図は江戸時代の終わりごろの平城京跡をえがいたものの一部です。よく見る

と丸く囲ったところには「字
あざ

大黒殿」という地名が見えます。「大黒殿」は「大
だい

極
ごく

殿
でん

」の

読み方が転じてこうなったと考えられます。奈良時代の平城京の大極殿の建物はなくなり

ましたが，大極殿は人々に記憶されて地名に残ったのでしょう。地名には，その土地の歴

史がこめられています。これは，みなさんの住む土地でも同じです。ぜひ地名や地形の探

検をしてみてください。

■2

Q 東
とう

大
だい

寺
じ

の大仏と大仏殿はどのような過程を経て現

在の姿になったか，年表を基
もと

に調べてみよう。
■6

  743 聖
しょう

武
む

天皇によって大
だい

仏
ぶつ

造
ぞう

立
りゅう

の 詔
みことのり

が出される

  745 行
ぎょう

基
き

，大
だい

僧
そう

正
じょう

になる

  752 大仏開
かい

眼
げん

の供
く

養
よう

会
え

  855 大仏の頭，落ちる
  861 大仏開眼の供養会
1180 大仏殿など焼失

1195 勧
かん

進
じん

上
しょう

人
にん

の重
ちょう

源
げん

らによっ
て大仏殿

でん

を再建

1567 大仏殿など焼失

1709 大仏殿の落
らっ

慶
けい

供養

1909〜15 大仏殿の解体修理
1974〜80 昭和の大修理

N■7大仏の残存状
じょう

況
きょう

Q　発掘調査について教えてください。
A　�土は下から上へと積もります。発掘調査は上から下へとほりますから，時間をさかのぼる作

業です。土の層のちがいで時期を把
は

握
あく

し，土の色のちがいでみぞや穴を見つけます。大地に

刻まれた痕
こん

跡
せき

を「遺
い

構
こう

」と呼びます。遺構を分
ぶん

析
せき

して，建物や街並みなどを研究します。

　一方，発掘調査でほり起こされた土器や瓦
かわら

などを遺物と呼びます。平城宮・平城京の発掘

では，膨
ぼう

大
だい

な土器・瓦，銭
ぜに

やくぎ，下
げ

駄
た

や木製の道具類，植物の種や動物の骨，うんちまで

見つかっています。また，木
もく

片
へん

に文字を書いた木
もっ

簡
かん

もたくさん見つかっています。
■5

Q
木簡から分かることは歴史書から分かることとど

のようにちがうのか，考えてみよう。

江
え

戸
ど

時代には平城宮跡
あと

は大部分が水田の下にうもれ

ていました。しかし，地名に平城宮の名
なごり

残と考えられ

るものも見られます。奈良の古地図で探してみよう。

羅
ら

城
じょう

門
もん

から朱
す

雀
ざく

門
もん

へと続く朱雀大
おお

路
じ

は，その距
きょ

離
り

が約3.7kmあり，道
みち

幅
はば

は約74mもありました。これは飛行機の滑
かっ

走
そう

路
ろ

の長さ・幅とほぼ同

じです。なぜこのように広く長い道がつくられたのか，考えてみよう。

■3

奈良文化財研究所

馬
ば

場
ば

基
はじめ

先生への

インタビュー
その①

馬場基先生への インタビュー
その②

M■8東大寺大仏

M■6東大寺関連年表

Q　木簡について教えてください。
A　�木片に文字を書いたもの，という点では，世界中で現在も使われています。古代の日本には

紙もありましたが，じょうぶで手軽という木の特性を生かして利用されました。各地からの

荷
に

札
ふだ

や，日常業務の連
れん

絡
らく

や伝票，さらには役人に支
し

給
きゅう

されていた給食のおかずへの苦情の

下書きや，立ち小便禁止の札まであります。歴史書には書かれない，古代のリアルな様子を

伝えてくれます。私の感覚では，木簡を読み解くということは，歴史という絵を「ぬりかえ

る」というより，「えがき足す」とか，細かく「えがきこむ」という感じがします。夢中で

たくさんえがき足した結果，いつの間にか新しい「歴史の絵」になっているあたりが，おも

しろいところではないでしょうか。

くわしく見てみよう
木簡
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マンガの源流，絵巻物を考える
絵
え

巻
まき

物
もの

とは，絵と文章（詞
ことば

書
がき

という）から構成され，絵と文字の組み合わせ
という点では，現代のマンガに通じる芸術作品ともいえます。その先

さき

駆
が

けは
奈
な

良
ら

時代にあったとされますが，盛
さか

んにつくられるようになるのは平
へい

安
あん

時
代末期です。説

せつ

話
わ

や伝記，戦記など，その内容は多
た

彩
さい

で，さまざまな情報の
伝達手段となっていました。そのような絵巻物が，中

ちゅう

世
せい

において盛んにつく
られるようになったのはなぜか，考えてみましょう。

1『伴大納言絵巻』
 N■1応

おう

天
てん

門
もん

炎
えん

上
じょう

の場面

M■2子どものけんか

M■3うわさをする人

N■4相
す も う

撲の場面

 N■6勢
せ

多
た

（瀬
せ

田
た

）で文書を落とす場面

 M■5儀
ぎ

式
しき

の場面

 M■7宇
う

治
じ

で文書を見つける場面

　『伴
ばん

大
だい

納
な

言
ごん

絵巻』の制作年代は12世紀後半で，絵の作者は常
とき

盤
わ

光
みつ

長
なが

，詞
ことば

書
がき

筆者は飛
あす

鳥
か

井
い

雅
まさ

経
つね

とも藤
ふじ

原
わらの

教
のり

長
なが

とも考えられているが確証はない。866（貞
じょう

観
がん

８）年に起こっ
た応天門の変

へん

（平安時代に大納言であった伴
ともの

善
よし

男
お

が流
る

罪
ざい

となった事件）を題材とする。
　応天門が放火されるという事件があり，はじめ左

さ

大
だい

臣
じん

の 源
みなもとの

信
まこと

が犯人として処
しょ

罰
ばつ

さ
れることになった。しかし，子どものけんかをきっかけに うわさ が広まり，大納言
の伴善男が真犯人である（放火をして罪

つみ

を源信になすりつけようとした）ことが判明し，
その結果，伴善男が流罪となった，という展開をえがく。東京都 出光美術館蔵

■1

■2 ■3

『伴大納言絵巻』

●  絵巻物がつくられたのは，題材となった事件（応天門の変）から約300年もたっ
ている12世紀と考えられています。絵巻物の作者は，なぜ300年も前の事件を
題材にしたのだろうか。

W

2『鳥獣戯画』

3『石山寺縁起絵巻』

●  儀
ぎ

式
しき

の場面を，動物たちを用いて
表現したのはなぜだろうか。

■5W

W ●  文章で著した作品から絵巻への変化が生まれたのはなぜだろうか。だれに読んでも
らいたかったのかを意識しながら，考えてみよう。

　『鳥
ちょう

獣
じゅう

戯
ぎ

画
が

』は12世紀から13世紀にかけての制作。詞
ことば

書
がき

はない。う
さぎ・さる・かえるなどが，擬

ぎ

人
じん

化
か

されてえがかれている。京都府 高山寺蔵

『鳥獣戯画』

滋賀県 石山寺蔵

　石山寺に伝わる『石
いし

山
やま

寺
でら

縁
えん

起
ぎ

絵巻』第１～３巻は14世紀前半に制作された。
石山寺の起源，天皇家・貴族の尊

そん

崇
すう

，寺の僧
そう

侶
りょ

の事
じ

績
せき

などを記す。石山寺
の縁起（始まりや由

ゆ

来
らい

）を文章で著
あらわ

した作品は古代からあった。それを基
もと

に
中世になると絵を加えて絵巻が制作された。
　ここに挙げた場面は，東

とう

国
ごく

武
ぶ

士
し

の従者が大事な文書を落とし，石山寺の仏
の教えに従うことで，別の場所（宇

う

治
じ

）で文書を見つけたという物語の一場面。

■6

■7

『石山寺縁起絵巻』

歴史を
考えよう
②

「地域からのアプローチ」では、奈良・福岡・平泉・金沢・札幌・広島・沖縄
を取り上げ、地域をとおした歴史学習を紹介しました。地域の歴史について、

特定の時期だけに注目するのではなく、各時代の歴史の展開や、文化財保護の取り組
みをふまえて理解させることで、歴史を学ぶことの現代的な意味を考えさせます。

２

「3 律令国家の仕組みと人々の暮らし」「4 平城京と天平文化」
（p.40 〜 45）において学んだ平城京や奈良時代について、発掘
調査の結果をふまえ、実態に即してより具体的に理解させます。

インタビューをとお
して発掘調査と歴史
の関係を紹介します。

木簡からは、歴史書では伝わらない
下級官人の世界を知ることができま
す。考古学と歴史学のつながりにつ
いて考えさせることができます。

大仏殿の焼失理由と、どの時代にだ
れの手によって再建されたかを調べさ
せることで、大仏や大仏殿の歴史を
概観しながら、日本史の流れとの結び
つきを意識させることができます。

「歴史を考えよう」ラインナップ
❶平安京と京都の町を考える
❷マンガの源流、絵巻物を考える
❸関所を考える
❹江戸図屛風を読み解く
❺�世界遺産・富岡製糸場から日本の近代を考える
❻第１回普通選挙の実態を探る
❼大日本帝国憲法と日本国憲法

１3



. 歴史を考える2

九州・沖縄

三 重 県：唐人踊り（p.１２7）
滋 賀 県：安土城（p.１１4）
京 都 府：�教王護国寺講堂不動明王像（p.5１）、平等院鳳凰堂（p.54）、�

歴史を考えよう❶「平安京と京都の町を考える」（p.56）、金閣（p.98）、
銀閣・大徳寺（p.99）、禁門の変（p.１70）

大 阪 府：�大坂城（p.１１5）、大坂の安治川河口のにぎわい（p.１30）、�
大阪紡績会社（p.２0２）、阪神甲子園球場（p.２3１）、大阪万博（p.２7２）

兵 庫 県：�姫路城（p.１１8）、姫路城の城下町（p.１２3）、阪神・淡路大震災（p.２80）
奈 良 県：�石舞台古墳（p.36）、法隆寺（p.37）、正倉院宝庫（p.45）、�

地域からのアプローチ❶「奈良」（p.46）、東大寺南大門（p.74）、�
柳生の徳政碑文（p.94）

和歌山県：高野山（p.5１）、熊野詣（p.66）、陸奥宗光（p.１93）

鳥 取 県：伯耆国東郷荘下地中分図（p.7２）
島 根 県：石見銀山（p.１１3）
岡 山 県：備前国福岡市の様子（p.73）
広 島 県：�草戸千軒町遺跡（p.93）、原爆投下（p.２49）、�

地域からのアプローチ❻「広島」（p.２50）
山 口 県：�吉田松陰（p.１69）、四国艦隊下関砲撃事件（p.１70）、

伊藤博文（p.１88）、井上馨（p.１9２）、山県有朋（p.１95）
徳 島 県：阿波国の戸籍（p.53）
高 知 県：長宗我部元親（p.96）
※伊能忠敬『大日本沿海輿地全図』（p.１44）は中国・四国地方を掲載

福 岡 県：�大野城と水城（p.38）、地域からのアプローチ❷「福岡」（p.58）、�
博多湾に残る石塁（p.8２）、官営八幡製作所（p.２03）、炭鉱で働く労働者（p.２07）

大 分 県：大友義鎮（p.96）
佐 賀 県：�吉野ケ里遺跡（p.3１）、有田焼（p.１１7）、佐賀藩が設置した反射炉（p.１47）
長 崎 県：�長崎港の様子（p.１２6）、長崎貿易の様子（p.１38）、大浦天主堂（p.１8１）、�

原爆投下（p.２49）
熊 本 県：�鉄製武具（p.34）、田原坂の戦い（p.１86）
鹿児島県：�薩英戦争（p.１70）、西郷隆盛と大久保利通（p.１87）
沖 縄 県：�歴史へのアプローチ❸「琉球の歴史と文化」（p.88）、『沖縄対話』（p.１84）、

沖縄戦（p.２49）、沖縄の基地（p.２69）、地域からのアプローチ❼「沖縄」（p.２76）

中国・四国

近畿
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福岡
地域からのアプローチ②

1	 地図で見る福岡

福
ふく

岡
おか

県の北部に位置する福岡市は，古くは博
はか

多
た

を中心に，港
こう

湾
わん

都
市として栄えてきました。それはどうしてなのか，東アジアの中
における福岡の地理的な条件，地域的な特質について考えてみよ
う。また，代表的な史

し

跡
せき

から，日本の玄
げん

関
かん

口
ぐち

としての福岡県の
歴史を探

さぐ

ってみよう。

2	 食べ物から考えよう

M■2そば M■3うどん M■4まんじゅう

M■1東アジアの中の福岡

M■5抹
まっ

茶
ちゃ

を飲むための天
てん

目
もく

茶
ちゃ

碗
わん

 

東京都 静嘉堂文庫美術館蔵

各時代を代表する史跡から，日本の玄関口としての福岡

県がどのような歴史をたどったか探ってみよう。
Q

Q

Q
福岡県北部の博多は，地理的にどのような

位置にあるだろうか。また，なぜ古くから

港湾都市として栄えたのか考えてみよう。

これらは博多から日本に広まったとされるものです。これらのものがど

のように広まったか，さかのぼりながら，福岡の地域的な特質について

考えてみよう。

3	 史跡から考えよう

M■8石
せき

塁
るい

跡
あと

（復
ふく

元
げん

）　福岡市内の各地に残る「石
いし

築
つい

地
じ

」（元
げん

寇
こう

防
ぼう

塁
るい

）。文
ぶん

永
えい

の役
えき

（1274年，→p. 82）の後，
博多に集められた御

ご

家
け

人
にん

たちが分担してつくった。

 M■�九州国立博物館外観M■�九州国立博物館の展示（モンゴル軍船遺物） 長崎県 松浦市教育委員会蔵

M■9大
だ

宰
ざい

府
ふ

政
せい

庁
ちょう

跡
あと

（太
だ

宰
ざい

府
ふ

市）　
「遠

とお

の朝
み か ど

廷」と呼ばれ，
九
きゅう

州
しゅう

全体を統
とう

括
かつ

する
とともに国の外交や
軍事の拠

きょ

点
てん

である役
所「大宰府」が置か
れた。政庁跡の背後
には防

ぼう

御
ぎょ

施
し

設
せつ

の大
おお

野
の

城
じょう

が見える（→p. 38）。

　九州国立博物館（太宰府市）では，日本と海外との交流の歴史を古代から近
きん

世
せい

を中心に
紹
しょう

介
かい

している。外交も貿易も戦いもすべてふくみこんだ交流の展示である。例えば，遣
けん

唐
とう

使
し

が運んだ織
おり

物
もの

や香
こう

木
ぼく

，経
きょう

典
てん

などが復元されているので直接触れてみよう。当時の
貴重な交

こう

易
えき

品
ひん

が身近に感じられるはずだ。鷹
たか

島
しま

（長崎県松
まつ

浦
うら

市）沖の海底にしずむモンゴ
ル軍船から引きあげられた「てつはう」などの遺物が，ほぼ常時見られるのも魅

み

力
りょく

的で
ある。また，朝

ちょう

鮮
せん

・中国にならって近世の九州で本格化した焼物の歴史を，数々の名品
から学ぶこともできる。
　九州国立博物館の展示で興味を持ったら，それと関係の深い各地の博物館・資料館な
どにも足を運んでみたい。例えば，モンゴル襲

しゅう

来
らい

時の沈
ちん

没
ぼつ

船
せん

資料は，長崎県の松浦市立
埋
まい

蔵
ぞう

文化財センターでふんだんに見ることができる。

黄
河

0 200km

だいかんみんこく

大韓民国
だいかんみんこく

大韓民国

ちゅう か じんみんきょう わ こく

中華人民共和国
ちゅう か じんみんきょう わ こく

中華人民共和国

日本日本

ちょうせんみんしゅしゅ ぎ

朝鮮民主主義
ちょうせんみんしゅしゅ ぎ

朝鮮民主主義

つしま

対馬

おき の しま

沖ノ島

さいしゅう

済州
チェジュ

島

ソウル

きたきゅうしゅう

北九州
ふくおか

福岡

シャンハイ

上海

ペ キン

北京
日本海

黄海

長

江

ふ ざん

釜山
プ サン

ニンポー

寧波
こうしゅう

杭州
ハンチョウ

じんみんきょう わ こく

人民共和国

博物館に行ってみよう

　博多銘
めい

菓
か

の鶏
けい

卵
らん

素
そう

麺
めん

。につめた糖
とう

蜜
みつ

に卵
らん

黄
おう

を流しこんでつくるポルト
ガル由

ゆ

来
らい

の菓
か

子
し

で，非常にあまい。ポルトガルの商館が置かれた平
ひら

戸
ど

（長
なが

崎
さき

県）にまず伝わり，その後，博多の商人が長崎で中
ちゅう

国
ごく

人から製法を
教わったという。タイやゴア（インド）・ブラジルなど，ポルトガルの商
館が置かれたり，植

しょく

民
みん

地
ち

になっていたりした
地域にも似た菓子が残る。

ポルトガルから福岡へやってきた菓子・鶏卵素麺

 P■6鶏卵素麺

P■⓾八
や

幡
はた

製鉄所（北
きた

九
きゅう

州
しゅう

市）　1901（明治34）年操
そう

業
ぎょう

の官営製鉄所。筑
ちく

豊
ほう

炭
たん

田
でん

（福岡県）の豊富な石炭など
を背景に，その後は日本の製鉄会社の中心となった。

くわしく見てみよう
九州国立博物館ホームページ，
松浦市ホームページ「AR蒙古襲来」

P■7栄
えい

西
さい

　中国にわたった栄西
（→p. 75）は，日本最初の禅

ぜん

寺
でら

で
ある「聖

しょう

福
ふく

寺
じ

」を博多につくる。
さらに茶・そば・うどん・
まんじゅうなどを中国から
日本に伝えた(→p. 98)。
京都府 両足院蔵

ようさい
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4km

3km

2km

1km

福

島

川

川

川
安
元

田

太

可
芸

備
部

線
線

山
陽

本
線

広島市浄水場

広島逓信局 第二総軍司令部
中国軍管区

司令部
福屋百貨店
中国新聞社

広島地方裁判所

広島市役所
広島文理科
大学

中国配電
広島県庁

広島陸軍兵器
補給廠

広島陸軍被服支廠広島高等学校

広島女子
専門学校

陸軍船舶練習部

宇品港

草津港

吉島陸軍
飛行場

広島管区
気象台三菱重工

広島機械製作所

三菱重工広島造船所

広島地方専売局

広島駅
東練兵場

爆心地
全壊全焼地域
全壊地域
半壊地域

『広島・長崎の原爆災害』などによる

ばくしん ち

ぜんかいぜんしょう

はんかい

広島
地域からのアプローチ⑥

1	 	地図から原爆の被害を受けた広島を考えよう

広
ひろ

島
しま

には，アメリカにより世界で初めて原子爆
ばく

弾
だん

が投下されまし
た。戦後，平和や核

かく

廃
はい

絶
ぜつ

，人権の尊さを願う世界中の人々が多く
訪
おとず

れ，「ヒロシマ」について学んでいます。また，中
ちゅう

国
ごく

地方最大
の都市である広島は，古くから交通や信

しん

仰
こう

の中心地でもあり，現在，
二つの世界遺産があります。

2	 原爆ドームと平和公園から考えよう

4	 復興と発展から考えよう─中国地方最大の都市広島

3	 歴史と文化が豊かな広島を世界遺産から考えよう

Q
アメリカ軍が原爆投下の候補地とした広島や長

なが

崎
さき

，

小
こ

倉
くら

（福
ふく

岡
おか

県），横
よこ

浜
はま

（神
か

奈
な

川
がわ

県），新
にい

潟
がた

などに共通

する特
とく

徴
ちょう

は何だろうか。

Q
2016（平成28）年のオバマ大統領の広島訪問では，

事前に何が日
にち

米
べい

両国間で話し合われたのだろうか。

Q
広島平和記念資料館では，時代とともに展示や

レイアウトを変更している。なぜだろうか。

■�

Q
なぜ呉

くれ

市には「大
やまと

和ミュージアム」，江
え

田
た

島
じま

市

には海上自衛隊の学校があるのだろうか。 

■�

■�

Q
こうの史

ふみ

代
よ

さんが広島や呉をえがいたマンガや映

画は，私たちに何を伝えようとしているのだろうか。
■�

Q
ほかのプロ野球チームと広島東洋カープが異なる点

は何だろうか。

■�

Q
平
たいらの

清
きよ

盛
もり

はなぜ厳
いつく

島
しま

神社を保護し，『平
へい

家
け

納
のう

経
きょう

』で何を

願ったのだろうか。ほかにはだれが神社を保護したの

だろうか。

■6 ■7

Q
広島城には，日

にっ

清
しん

戦争，太平洋戦争中にどのような

施
し

設
せつ

が置かれたのだろうか。

M■3被爆直後の原爆ドーム（米軍撮
さつ

影
えい

） 広島平和記念資料館蔵

M■4被爆前の広島県物
ぶっ

産
さん

陳
ちん

列
れつ

館（1915
年建設） 広島平和記念資料館蔵

M■1爆心地を中心とした被
ひ

爆
ばく

地図

P■5オバマ大統領広島訪問の記事（『中
国新聞』，2016年５月28日）　2016（平
成28）年5月27日，現職のアメリカ大統
領が初めて広島を公式訪問した。

M■6厳島神社　厳島神社がある宮
みや

島
じま

は，江
え

戸
ど

時代から松
まつ

島
しま

(宮
みや

城
ぎ

県)，天
あまの

橋
はし

立
だて

(京
きょう

都
と

府)と並ぶ名勝で，現在は「日
本三

さん

景
けい

」に数えられている。  M■7『平家納経』厳島神社蔵

M■8広島城 M■9大本営跡碑
ひ

O■⓾原水爆禁止世界大会　被爆
10年目の1955（昭

しょう

和
わ

30）年8月6
日，広島で第１回大会が開かれた。

M■�「大和ミュージアム」
（呉市海事歴史科学館）

M■�こうの史代
『この世界の片

かた

隅
すみ

に』
©こうの史代・双葉社／「こ
の世界の片隅に」製作委員会

P■�広島平和記念資料館

M■�海上自衛隊第１術科学校
（旧海軍兵学校）

M■�広島東洋カープ　プロ野球で初の親会
社を持たない「市民球団」として戦後に誕生
した。現在はマツダが事実上の運

うん

営
えい

母
ぼ

体
たい

。

M■2相
あい

生
おい

橋
ばし

　本
ほん

川
かわ

と元
もと

安
やす

川
がわ

の両岸と中
なか

州
す

を結ぶＴ字型の
めずらしい橋の形は，原

げん

爆
ばく

の投下目標にされたといわれる。
実際には約300mはなれた島病院の上空で爆

ばく

発
はつ

した。現在
の島内科医院前には爆

ばく

心
しん

地
ち

碑
ひ

がある。
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天平時代当初の部分
鎌倉時代の修補部分
江戸時代初期の修補
部分

松山鉄夫ほか東京藝術大学調査グループによる

てんぴょう

かまくら しゅうほ

え ど

卍

卍

卍

卍

卍

卍
卍

卍

卍

卍

0 2km

西大寺
長屋王邸

大安寺
秋
篠
川

（北京極）

（南京極）

一条南大路

一条北大路

二条大路
三条大路
四条大路

秋篠寺

平城宮
だいごくでん

大極殿・
ちょうどういん

朝堂院
だいごくでん

大極殿・
ちょうどういん

朝堂院

法華寺
（もと藤原不比等邸）

西大寺
正倉院

唐招提寺

薬師寺

西市 東市

東大寺
なが や おうてい

長屋王邸
藤原

なか ま ろ

仲麻呂邸藤原
なか ま ろ

仲麻呂邸

大安寺

三月堂
興福寺
元興寺

春日神社

紀寺五条大路
六条大路
七条大路
八条大路
九条大路

富
雄
川

秋
篠
川

四
坊
大
路

三
坊
大
路

二
坊
大
路

一
坊
大
路

朱
雀
大
路

一
坊
大
路

二
坊
大
路

三
坊
大
路

四
坊
大
路

五
坊
大
路

六
坊
大
路

七
坊
大
路

（
東
京
極
）

き
ょ
う
ご
く

（
西
京
極
）

保

広大寺池

佐
川

若
草
山

う右う右 さ左さ左

き
ょ
う京
き
ょ
う京

き
ょ
う京
き
ょ
う京

あきしのでら

ふ　ひ　と　てい

ほっ け じ

しょうそういん

とうだい じ

こうふく かすがじ

がんごう じ

き てら

わ
か
く
さ
や
ま

し
ち
ぼ
う
お
お

　
じ

ろ
く
ぼ
う

さ
ん
ぼ
う

い
ち
ぼ
う

ご
ぼ
う

し
ぼ
う

に
ぼ
う

す
ざ
く

あん じだい

いち

羅城門
ら じょう

朱雀門
す ざく

やく し じ

とう だいじ

さいだい じ

しょう 三
笠
山

み

　
か
さ
や
ま

く じょう

はちじょう

しちじょう

ろくじょう

ご じょう

し じょう

さんじょう

に じょう

いちじょうきたおお じ

奈良
地域からのアプローチ①

1	 地図・地名から考えよう

奈
な

良
ら

というと，かつて平
へい

城
じょう

京
きょう

が置かれた古都というイメージが
あります。現在，私たちは遺

い

跡
せき

の上に復元された建物や，再建さ
れた古代の寺院を見ることができます。しかし，それは一部分で
す。地図や地名，インタビューや資料の調査から，さらにひそん
でいる歴史を見つけて，古代を実感してみましょう。

へいぜいきょう

3	 東大寺の歴史から考えよう

2	 地面の下にひそむ世界から考えよう

P■5くり返し文字
を練習した木

もっ

簡
かん

奈良文化財研究所蔵

M■2江戸時代の地図 奈良文化財研究所蔵

M■3朱
す

雀
ざく

大
おお

路
じ

を滑走路にしたイメージ図

M■4木簡を紹介す
る馬場基先生

N■1平城京図

Q

Q

Q　�平城宮・平城京の施
し

設
せつ

名
めい

などが地名に残っている例には，どのようなものがあるのですか。
A　�上の写真の地図は江戸時代の終わりごろの平城京跡をえがいたものの一部です。よく見る

と丸く囲ったところには「字
あざ

大黒殿」という地名が見えます。「大黒殿」は「大
だい

極
ごく

殿
でん

」の

読み方が転じてこうなったと考えられます。奈良時代の平城京の大極殿の建物はなくなり

ましたが，大極殿は人々に記憶されて地名に残ったのでしょう。地名には，その土地の歴

史がこめられています。これは，みなさんの住む土地でも同じです。ぜひ地名や地形の探

検をしてみてください。

■2

Q 東
とう

大
だい

寺
じ

の大仏と大仏殿はどのような過程を経て現

在の姿になったか，年表を基
もと

に調べてみよう。
■6

  743 聖
しょう

武
む

天皇によって大
だい

仏
ぶつ

造
ぞう

立
りゅう

の 詔
みことのり

が出される

  745 行
ぎょう

基
き

，大
だい

僧
そう

正
じょう

になる

  752 大仏開
かい

眼
げん

の供
く

養
よう

会
え

  855 大仏の頭，落ちる
  861 大仏開眼の供養会
1180 大仏殿など焼失

1195 勧
かん

進
じん

上
しょう

人
にん

の重
ちょう

源
げん

らによっ
て大仏殿

でん

を再建

1567 大仏殿など焼失

1709 大仏殿の落
らっ

慶
けい

供養

1909〜15 大仏殿の解体修理
1974〜80 昭和の大修理

N■7大仏の残存状
じょう

況
きょう

Q　発掘調査について教えてください。
A　�土は下から上へと積もります。発掘調査は上から下へとほりますから，時間をさかのぼる作

業です。土の層のちがいで時期を把
は

握
あく

し，土の色のちがいでみぞや穴を見つけます。大地に

刻まれた痕
こん

跡
せき

を「遺
い

構
こう

」と呼びます。遺構を分
ぶん

析
せき

して，建物や街並みなどを研究します。

　一方，発掘調査でほり起こされた土器や瓦
かわら

などを遺物と呼びます。平城宮・平城京の発掘

では，膨
ぼう

大
だい

な土器・瓦，銭
ぜに

やくぎ，下
げ

駄
た

や木製の道具類，植物の種や動物の骨，うんちまで

見つかっています。また，木
もく

片
へん

に文字を書いた木
もっ

簡
かん

もたくさん見つかっています。
■5

Q
木簡から分かることは歴史書から分かることとど

のようにちがうのか，考えてみよう。

江
え

戸
ど

時代には平城宮跡
あと

は大部分が水田の下にうもれ

ていました。しかし，地名に平城宮の名
なごり

残と考えられ

るものも見られます。奈良の古地図で探してみよう。

羅
ら

城
じょう

門
もん

から朱
す

雀
ざく

門
もん

へと続く朱雀大
おお

路
じ

は，その距
きょ

離
り

が約3.7kmあり，道
みち

幅
はば

は約74mもありました。これは飛行機の滑
かっ

走
そう

路
ろ

の長さ・幅とほぼ同

じです。なぜこのように広く長い道がつくられたのか，考えてみよう。

■3

奈良文化財研究所

馬
ば

場
ば

基
はじめ

先生への

インタビュー
その①

馬場基先生への インタビュー
その②

M■8東大寺大仏

M■6東大寺関連年表

Q　木簡について教えてください。
A　�木片に文字を書いたもの，という点では，世界中で現在も使われています。古代の日本には

紙もありましたが，じょうぶで手軽という木の特性を生かして利用されました。各地からの

荷
に

札
ふだ

や，日常業務の連
れん

絡
らく

や伝票，さらには役人に支
し

給
きゅう

されていた給食のおかずへの苦情の

下書きや，立ち小便禁止の札まであります。歴史書には書かれない，古代のリアルな様子を

伝えてくれます。私の感覚では，木簡を読み解くということは，歴史という絵を「ぬりかえ

る」というより，「えがき足す」とか，細かく「えがきこむ」という感じがします。夢中で

たくさんえがき足した結果，いつの間にか新しい「歴史の絵」になっているあたりが，おも

しろいところではないでしょうか。

くわしく見てみよう
木簡
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Q

沖縄
地域からのアプローチ⑦

1	 世界の中の那覇（沖縄）の位置から考えよう

琉
りゅう

球
きゅう

王国の時代から，江
え

戸
ど

時代の薩
さつ

摩
ま

藩
はん

による支配，明
めい

治
じ

時代の
日本国への編入，太平洋戦争での地上戦（沖縄戦），日本の主

しゅ

権
けん

回
復後も続いたアメリカによる占

せん

領
りょう

，祖国に復帰後も続くアメリカ
軍基地の負担など，さまざまな歴史を持つ沖縄を考えてみよう。

なぜ首里城の守
しゅ

礼
れい

門
もん

をえがく2000円紙
し

幣
へい

が2000（平成

12）年に発行されたのだろうか。

■5 ■4

Q
地理上の条件を生かして，琉球王国は室

むろ

町
まち

時代にどのよ

うな貿易を行ったのだろうか。

Q
琉球王国は，明

みん

や清
しん

，江戸幕府，薩摩藩とどのような

言葉や文字，年号を用いて交流を行ったのだろうか。

Q
世界遺産である琉球王国の「グスク」や「ウタキ」とは

どのような施
し

設
せつ

だろうか。

■2 ■3

Q ■8・■9から何が分かるだろうか。

Q
「道の駅」の掲

けい

示
じ

板
ばん

は何を示しているの

だろうか。また，アメリカが嘉
か

手
で

納
な

基地

を重視する理由は何だろうか。

■⓾

Q
明治時代以降，首里城のあった場所はどのような使わ

れ方をしただろうか。次の区分でまとめてみよう。

（琉球王国時代・1879年・1945年・1960年代・現在）

2	 世界遺産から沖縄を考えよう

3	 首里城の変化をたどりながら考えよう

4	 写真から考えよう

那
な

覇
は

からの距
きょ

離
り

が近い順に並べてみよう。

（ソウル・平
へい

壌
じょう

・台
たい

北
ほく

・香
ホン

港
コン

・上
シャン

海
ハイ

・北
ペ

京
キン

・マニラ・東
とう

京
きょう

）
ピョンヤン タイペイ

M■■42000（平成12）年の九
きゅう

州
しゅう

・
沖縄サミット時の2000円札

M■■52000年に世界遺産となり
復元された首里城の門（守礼門）

P■■■6日本軍（第32軍）
の施設跡

あと

N■■7琉球大学　1950
（昭和25）年，首里城
跡地に創設された。
沖縄県 琉球大学蔵

M■⓾道の駅かでなのデシベル表示

P■�免
めん

税
ぜい

品店（DFS）

P■8沖縄の国道58号線　1978
（昭和53）年7月30日に変

へん

更
こう

され
た。沖縄県 那覇市歴史博物館蔵

M■■9琉球郵
ゆう

便
びん

切手　
1972（昭和47）年5月14
日まで発行。１￠

セント

＝３円。
東京都 郵政博物館蔵

Q
■�の免

めん

税
ぜい

品店がなぜ国内の沖縄県内に

あるのだろうか。

M■■1那覇を中心とした地図　独立国である琉球王
国（1429～1879年）の都は首

しゅ

里
り

に置かれた。那覇は
外
がい

港
こう

に当たる。

M■■2今
な

帰
き

仁
じん

城
グスク

跡
あと

M■3斎
せい

場
ふぁ

御
ウ

嶽
タキ

おもな地域事例 ※「日本の世界遺産」が見返しについています。

１4

中部

北 海 道：�歴史へのアプローチ❹「アイヌ民族の歴史と文化」（p.90）、
松前へ交易に来たアイヌ民族一行（p.１２7）、�
蝦夷地の開発（p.１38）、屯田兵（p.１83）、�
『アイヌ神謡集』（p.１84）�
地域からのアプローチ❺「札幌」（p.２05）

青 森 県：�三内丸山遺跡（p.２9）
岩 手 県：地域からのアプローチ❸「平泉」（p.68）、原敬（p.２２4）
山 形 県：米沢藩の藩政改革（p.１4１）
福 島 県：会津塗（p.１２9）

栃 木 県：�足尾銅山・田中正造（p.２07）
群 馬 県：�保渡田八幡塚古墳の埴輪列（p.34）、

富岡製糸場（p.１77）、�
歴史を考えよう❺「世界遺産・富
岡製糸場から日本の近代を考える」
（p.１78）

埼 玉 県：稲荷山古墳出土の鉄剣（p.35）
千 葉 県：�絵図にえがかれた椿海（p.１２8）
神奈川県：�鎌倉（p.70）、円覚寺舎利殿（p.75）、

黒船の来航（p.１66）、�
外国人に生糸を売る商人（p.１68）、��
横浜正金銀行（p.２04）

関東

新 潟 県：上杉謙信（p.96）、佐渡金山（p.１２8）
富 山 県：米騒動を伝える新聞記事（p.２２4）
石 川 県：地域からのアプローチ❹「金沢」（p.１50）
福 井 県：朝倉義景（p.96）、一乗谷（p.97）
山 梨 県：武田信玄（p.96）、信玄堤（p.97）
長 野 県：�土偶「縄文のヴィーナス」（p.２9）、�

長野県の製糸工場の様子（p.２06）
静 岡 県：今川義元（p.96）、富士川の開削（p.１30）
愛 知 県：�長篠の戦い（p.１１4）、力織機と豊田佐吉（p.２0２）

北海道・東北

東京都
身近な地域を調べよう（荒川ふるさと文化館）（p.9）、
越後屋呉服店（p.１3１）、明暦の大火（p.１3２）、
歴史を考えよう❹「江戸図屛風を読み解く」（p.１34）、
歴史へのアプローチ❺「都市の暮らしと名所」（p.１4２）、
台場（p.１67）、桜田門外の変の様子（p.１69）、新橋駅（p.１76）、
銀座れんが街（p.１80）、女子英学塾（p.１85）、
五日市憲法（p.１86）、関東大震災の被害（p.２２7）、
東京・浅草六区の映画街（p.２3１）、東京大空襲（p.２47）、
オリンピック東京大会（p.２7２）
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長
江
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上
川
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たかだち
高館

やなぎの ご しょ
柳之御所
（平泉館）

やなぎの ご しょ
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金鶏山
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毛越寺
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かん じ ざいおういん
観自在王院

む りょうこういん
無量光院
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平泉
地域からのアプローチ③

1	 中尊寺金色堂から，平泉の豊かさの特徴を考えよう

岩
いわ

手
て

県の平
ひら

泉
いずみ

は，北
きた

上
かみ

川沿いの平
へい

野
や

が開けた地にあり，11世
紀末から12世紀にかけて栄えた奥

おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏の拠
きょ

点
てん

です。都か
らはるか北方にはなれていながら，この地がなぜ栄えたのか，
どのように栄えたのか，考えていこう。

「夏草や兵
つわもの

どもが夢の跡
あと

」

この句
く

は，『おくの細
ほそ

道
みち

』に収録されているもので，松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

（→p. 133）が 源
みなもとの

義
よし

経
つね

を思い，

高
たか

館
だち

でよんだものである。平
へい

氏
し

を壇
だん

の浦
うら

の戦いでほろぼした義経は，その後，兄 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

と

対立し，平泉に落ちのびる。平泉は，義経最
さい

期
ご

の地でもある。義経が奥州藤原氏をたよった

理由の一つは，奥州藤原氏が頼朝に対
たい

抗
こう

できるほどの力を持っていたからである。

3	 広い視野から，平泉を位置付けよう

2	 都市平泉から，その性格を考えよう
M■1金

こん

色
じき

堂
どう

 岩手県 M■2螺
ら

鈿
でん

装
そう

飾
しょく

の拡大

O■8あざらしの皮 
北海道大学北方生物圏フィー
ルド科学センター蔵

M■6陶磁器の主要産地
（12～13世紀）

M■3紺
こん

紙
し

金
きん

銀
ぎん

字
じ

交
こう

書
しょ

一
いっ

切
さい

経
きょう

 中尊寺蔵 

次の物品は，交
こう

易
えき

によって平泉に持ちこまれたものです。

それぞれどこから運ばれてきたのか考えてみよう。
Q

Q

M■4無量光院（復元模型） 藤島亥治郎復元設計 岩手県 平泉文化史館蔵

M■5平泉復元想像図

O■9夜
や

光
こう

貝
がい

N■⓾景
けい

徳
とく

鎮
ちん

窯
よう

の青
せい

白
はく

磁
じ

碗
わん

岩手県 平泉文化遺産センター蔵
チントーチェン

M■�常
とこ

滑
なめ

窯
よう

陶
とう

器
き

平泉文化遺産センター蔵

M■7鷲
わし

の羽
はね

宮城県 仙台市博物館蔵

Q これらをつくるためには何が必要か，考え

てみよう。

Q

Q

中尊寺の初期につくられた建物は，南から見ること

はできず，北側からのみその姿を見ることができま

した。それはなぜか，考えてみよう。

中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

金色堂の本
ほん

尊
ぞん

と，無
む

量
りょう

光
こう

院
いん

がモデルとした

京
きょう

都
と

の寺院を調べ，それらから，当時の平泉にど

のような教えが広まっていたのか考えてみよう。

■4

Q
『吾

あ

妻
ずま

鏡
かがみ

』によれば，義経の館
やかた

は「衣
ころも

河
がわ

の館」とあり，川のほとりと考えられます。そのため，

小高い山にある高館を義経の館と考えることは，間
ま

違
ちが

っているという意見もあります。それ

ではなぜ，高館を義経の館と考える認
にん

識
しき

（芭蕉もそれを信じていた）が広まったのだろうか。

都市平
ひら

泉
いずみ

を見てみると，寺院が多いことに気付きます。それに関連して，二つのことを調べてみよう。

中尊寺の山
さん

号
ごう

（寺院の通
つう

称
しょう

）は「関
かん

山
ざん

」といいます。こ

れは，この場所に関
せき

があり，国境を守る地であったため

です。ここは，どの国とどの国の境界だったのだろうか。

4	 松尾芭蕉の歌から，鎌倉時代以降の平泉を考えよう
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ー
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造
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製
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さ
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ぽ
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ホ
ッ
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学
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札幌
地域からのアプローチ⑤

1	 開拓の歴史から考える札幌

札
さっ

幌
ぽろ

市は人口190万人を数える，東
とう

京
きょう

以北最大の都市です。
碁
ご

盤
ばん

の目
め

の整然とした街
がい

路
ろ

で区画された計画都市のイメージが
ありますが，市の名

めい

称
しょう

はアイヌ語サッポロペッ（乾
かわ

く大きな川）
に由

ゆ

来
らい

し，開
かい

拓
たく

以前のアイヌ民族の歴史をふまえた顔も見えて
きます。

2 人口の推移から札幌の未来と多文化共生社会を考えよう
北海道全体の人口の中で，アイヌ民族が圧

あっ

倒
とう

的な少数者（マ

イノリティ）になったことと，1899（明治32）年の「北
ほっ

海
かい

道
どう

旧
きゅう

土
ど

人
じん

保護法」の成立との関連を調べてみよう。

■4

Q

O■3クラーク像（北海道大学構内）

P■1北
ほっ

海
かい

道
どう

庁
ちょう

旧本庁舎
（赤れんが庁舎）

N■2明
めい

治
じ

初年の札
さっ

幌
ぽろ

Q

Q

Q

Q
右の地図にある「白

しろ

石
いし

村
むら

」は入
にゅう

植
しょく

者
しゃ

の故郷にちなんだ村

名です。地名の由来を調べてみよう。

■2

アメリカ合衆国の農学者クラークが北海道大学の前身，札

幌農学校に招かれ，その教育に当たったのはなぜだろう。

■3

1997（平成９）年に制定された「アイヌ文化振
しん

興
こう

法」（アイ

ヌ文化の振興と知識の普
ふ

及
きゅう

を推進する法）の意義や，2008

（平成20）年のアイヌ民族を先住民とすることを求める国

会決議の意義を調べ，これから私たちの社会の目指すべき

方向について，話し合ってみよう。

札幌の人口が増加していく中，1972（昭
しょう

和
わ

47）年の冬季オ

リンピック札幌大会の開
かい

催
さい

を契
けい

機
き

に，札幌のインフラ整

備が進んでいきました。札幌ならではの開発・整備の工
く

夫
ふう

を調べてみよう。

N■4北
ほっ

海
かい

道
どう

の人口，アイヌ民族の人口，札
さっ

幌
ぽろ

の人口推移
年 北海道の人口 アイヌ民族の人口 札幌の人口

1804 3万2664人（和人） 2万3797人
1854 6万3834人（和人） 1万7810人
1873  12万1310人 1万6272人 1949人
1900  98万5304人 1万7573人 4万6103人
1926 243万7110人 1万5247人 15万2339人
1935 306万8282人 1万6324人 19万6541人
1941 333万9845人 1万7267人 22万4729人
1963 512万0193人 2万3543人 70万5037人
1986 567万3233人 2万4381人 156万6871人
2006 560万0781人 2万3782人 188万8687人
＊北海道庁，札幌市調べ。アイヌ民族の人口はつどつどの統計基準に基づく概数。

Q
183ページの本文にあるように，明

めい

治
じ

政府は蝦
え

夷
ぞ

地
ち

を北海

道と改
かい

称
しょう

して，農地の開拓を進めてきました。明治以前

の中心都市であった函
はこ

館
だて

（箱館）ではなく，札幌がその中心

となったのはなぜか，考えてみよう。

N■6地上のシェルターを
走る札幌市営地下鉄

M■5ブロック住宅　積雪に配
はい

慮
りょ

し
た三角屋根が並ぶ。写真は1976（昭
和51）年に石

いし

狩
かり

市で撮
さつ

影
えい

されたもの。
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竹沢
御殿

観
音
堂

武家
屋敷

学校

金
沢
城

犀

川

浅
野

川

M■�ゲストハウスの活用事例

M■8町家改修事例（旧崎川菓子店）

M■�工芸工
こう

房
ぼう

の活用事例M■⓾ギャラリーの活用事例

M■9水回り整備事例

金沢
地域からのアプローチ④

2	 名産品から考えよう「加
か

賀
が

百万石
ごく

の城
じょう

下
か

町
まち

」として発展した金
かな

沢
ざわ

は，江
え

戸
ど

時代に
は江戸・大

おお

坂
さか

・京
きょう

都
と

の三都に次ぐ大都市でした。金沢の歴
史と現代について，さまざまな側面から探

さぐ

ってみよう。

3	 文化財保護から考えよう

1	 金沢城の変化から考えよう

金沢の名産品

　金沢には，金沢町
まち

家
や

と呼ばれる伝統的な建築物が多く残

っています。金沢町家には，箱階段や大きな吹
ふ

き抜
ぬ

け，坪
つぼ

庭
にわ

など，限られた空間を効率的かつ快適に使う工
く

夫
ふう

が多く

見られます。昔ながらの良い点を生かしつつ現代的な生活

が送れるよう，どのような工夫がなされているか見てみよう。

1583 前
まえ

田
だ

利
とし

家
いえ

，金沢城に入城

1871 城地が兵
ひょう

部
ぶ

省
しょう

（翌年，陸軍省に
かわる）の管

かん

轄
かつ

となる

1949 金沢大学，開学

1978 金沢大学，城内からの移転を決
定（1995年に移転完

かん

了
りょう

）

1996 石
いし

川
かわ

県が国から金沢城を取得し，
金沢城公園として整備

2001 菱
ひし

櫓
やぐら

など復元

2010 河
か

北
ほく

門
もん

復元

町家を取りこわさず，後
こう

世
せい

に残すための取り組み

について探ってみよう。
Q

O■4金
きん

箔
ぱく

1857年

M■6加賀友
ゆう

禅
ぜん

P■7金沢仏
ぶつ

壇
だん

 N■21857（安
あん

政
せい

３）年ごろの金沢

第
九
師
団

司
令
部

出羽
町練
兵場

野
村練兵
場

砲
兵
第
九

連
隊
兵
営

騎
兵
第
九

連
隊
兵
営歩

兵第
三
十
五

連
隊
兵
営

工
兵
第
九

大
隊
兵
営

輜
重
兵
第
九

大
隊
兵
営

兵
器
支
廠

倉
庫

兼
六公
園

衛生
病院

第四
高等学校

招
魂
神
社

歩
兵
第
七

連
隊
兵
営

金沢停車場構内

犀

川

浅

野

川

1900年

N■31900（明
めい

治
じ

33）年ごろの金沢

M■5和
わ

菓
が

子
し

Q
これらが名産品になった背景には何があるだろ

うか。調べてみよう。

Q
下の年表と地図を見て，

金沢城が明
めい

治
じ

維
い

新
しん

後に，

どのように変化したか

考えてみよう。

■1 ■2 ■3

くわしく見てみよう
金澤町家情報館ホームページ

M■1金沢城関連年表
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. 世界を知る3 つかむことができる世界の歴史とその流れを
1 地域によって異なる歴史を知る ▶ 2 広い視野で 同時代の世界を捉える ▶ 3 近代化・グローバル化が世界でどのように進んだかを学ぶ

黄
河

長
江

アラル海

バルハシ湖

バイカル湖

後漢

東アジア

西アジア

南アジア

東南アジア

ヨーロッパ

アフリカ

匈奴
倭

クシャーナ朝

パルティア

サータヴァーハナ朝

ローマ帝国

クシュ王国

アクスム王国

黒　海

地

中

海

洋
西

大

北 海

カ
ス
ピ
海

イ ン ド 洋

南シナ海

アラビア海

太平洋
東
シ
ナ
海

きょう ど

ご    かん

ヒッ
パロ
スの
風

わ

ローマの道路

主な海の交易ルート

山 脈マヒ ヤラ

ウ
ラ
ル
山
脈

サ
ハ
ラ
砂
漠

アラビア半島

シルクロード

ていこく

100°

100°

60°

60°

60°

40°

40°

40°

80°

80°

20°

20°

0°

60°

40°

20°

0°

20°

0°
140°

140°

120°

120°

160°

160°
180°

ナイル
川

2世紀の世界
この時代、ユーラシア大陸の西と東には二つの大
帝
てい
国
こく
が栄えていました。地

ち
中
ちゅう
海
かい
周辺には、ローマ

帝国が「ローマの平和」と呼ばれる繁
はん
栄
えい
をもたら

し、また東アジアでは漢
かん
（後

ご
漢
かん
）が中

ちゅう
国
ごく
から朝

ちょう
鮮
せん

半島北部や中央アジアにまで支配を広げました。
二つの帝国の間には、パルティアやクシャーナ朝
などの国家が並び立つとともに、シルクロードや
「海の道」と呼ばれる東西交通路が開け、人やモ
ノの行

い
き来

き
が盛

さか
んになりました。

Mローマの水
すい

道
どう

橋
きょう

N円形闘
とう

技
ぎ

場
じょう

(コロッセウム)での格
かく

闘
とう

技
ぎ

　
→p. 21

O馬に乗りながらふ
り返って弓を射るパ
ルティアンショット

Mパルティアの武
ぶ

人
じん

像Pローマの初代皇
こう

帝
てい

になった 
オクタウィアヌス　→p. 21

M古代エジプトの影
えい

響
きょう

を受けた
ナイル川流域の小型ピラミッド

Pパルティアの神
しん

殿
でん

Oローマの
交
こう

易
えき

船

26 第2章　古代までの日本

黄
河

長
江

アラル海

バルハシ湖

バイカル湖

後漢

東アジア

西アジア

南アジア

東南アジア

ヨーロッパ

アフリカ

匈奴
倭

クシャーナ朝

パルティア

サータヴァーハナ朝

ローマ帝国

クシュ王国

アクスム王国

黒　海

地

中

海

洋
西

大

北 海

カ
ス
ピ
海

イ ン ド 洋

南シナ海

アラビア海

太平洋
東
シ
ナ
海

きょう ど

ご    かん

ヒッ
パロ
スの
風

わ

ローマの道路

主な海の交易ルート

山 脈マヒ ヤラ

ウ
ラ
ル
山
脈

サ
ハ
ラ
砂
漠

アラビア半島

シルクロード

ていこく

100°

100°

60°

60°

60°

40°

40°

40°

80°

80°

20°

20°

0°

60°

40°

20°

0°

20°

0°
140°

140°

120°

120°

160°

160°
180°

ナイル
川

Mクシャーナ朝カニシカ王のコイン

M漢が通商を持った国へ
おくった鏡　→p. 32

O中央アジアの
馬はつばめより
速いといわれた。

N中国、漢
かん

の豪
ごう

族
ぞく

の住まい→p. 23

O中国、漢の官
かん

僚
りょう

→p. 23

O南アジア出土の象や
船がえがかれたコイン

M紙をつくる

M弥
や よ い

生時代の日本の稲作風景　→p. 30

ONクシャーナ朝の遺
い

跡
せき

からは
ガンダーラ仏像（下）やギリシア
の神
しん

像
ぞう

（左）が出土する。

27２世紀の世界
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5

10

15

20

5

10

15

20

4

コ
ラム

用 語 解 説

中央集権　国の支配が全て中央の政府（皇
こう

帝
てい

など）
の命令に従って行われる体制のこと。反対に，支配
が各地域に委ねられている体制を地方分権という。

用 語 解 説

郡の設置　漢
かん

は征
せい

服
ふく

した周辺の地域をいくつかに
分
ぶん

割
かつ

し，それぞれを郡として直接の支配下に置い
た。新たに設置された郡には，中央から役人や軍
隊が送りこまれた。

中国文明
のおこり

東アジアでは，黄
こう

河
が

や長
ちょう

江
こう

の流域を中心に，中
ちゅう

国
ごく

文
ぶん

明
めい

が栄えた。紀元前6000年ごろには，黄河の流域に あ

わ などを，長江の流域には稲
いね

を，それぞれ栽
さい

培
ばい

する農
のう

耕
こう

文化が生まれた。

黄河の流域にはやがて都市が発達し，紀元前1600年ごろには殷
いん

（商
しょう

）と

いう王朝が生まれた。殷の王は神の意志をうらない，それによって農業

や戦争を指導し，国家を支配した。漢字の基
もと

になった甲
こう

骨
こつ

文
も

字
じ

は，うら

ないの記録に使われた。また，複雑な文
もん

様
よう

を持った青
せい

銅
どう

器
き

が祭りに用い

られた。

　紀元前11世紀に殷をほろぼした周
しゅう

は，紀元前８世紀になると勢力が

おとろえ，それ以後しばらくの間，多くの国に分
ぶん

裂
れつ

して争う時代が続い

た。この時代を春
しゅん

秋
じゅう

・戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

という。この時代には鉄製農具が使用さ

れるようになるなど農業技術が進歩し，青銅の貨
か

幣
へい

が用いられるように

なった。また，中国文化が周辺地域に広がるなど，のちの統一の基
き

礎
そ

が

つくられていった。中国を文明の中心と見なし，文化の異なる周辺地域

の人々をおとったものとする考え方も，このころ芽生えるようになった。

　春秋・戦国時代には，諸
しょ

子
し

百
ひゃっ

家
か

と呼ばれる多くの思想家が活
かつ

躍
やく

した。

なかでも孔
こう

子
し

による儒
じゅ

教
きょう

（儒
じゅ

学
がく

）は，「孝
こう

」「仁
じん

」といった家族の道徳を基

本とする社会を理想とし，その後の中国に大きな影
えい

響
きょう

をあたえた。

中国の統一
紀元前221年，秦

しん

の王が初めて中国全土を統一し，

「皇
こう

帝
てい

」を名乗った（始
し

皇
こう

帝
てい

）。始皇帝は全国に役人を

派
は

遣
けん

して各地を統
とう

治
ち

させ，さらに貨幣や度
ど

量
りょう

衡
こう

・文字などの統一を図
はか

り，

中央集権的な支配体制をしいた。北方では，遊
ゆう

牧
ぼく

民族である匈
きょう

奴
ど

の侵
しん

入
にゅう

ホワンホー チャンチアン

1

3

2

4

用 語

を防ぐために長
ちょう

城
じょう

を築いた。しかし，始皇帝の死後間もなく，各地で反

乱が起き，統一後わずか15年で秦はほろんだ。

　続いて中国を支配した漢
かん

は，紀元前２世紀後半の武
ぶ

帝
てい

のときに，周辺

に領土を広げ，大帝
てい

国
こく

となった。西方は中央アジアまで支配を広げ，ま

た東方では朝
ちょう

鮮
せん

半島北部に楽
らく

浪
ろう

郡
ぐん

などを置いた。漢の時代には儒教が発

達し，国の支配の基本となる思想として重んじられた。また紙の製法も

広がり，儒教の経
けい

典
てん

や歴史書などが盛
さか

んに著
あらわ

された。

　こうして秦・漢の時代の中国では，皇帝を頂点とし，役人と儒教に支

えられた巨
きょ

大
だい

な国家がつくられた。

中国と
周辺諸国

３世紀に漢が滅
めつ

亡
ぼう

した後，中国は魏
ぎ

・呉
ご

・蜀
しょく

の三国に

分
ぶん

裂
れつ

した（三
さん

国
ごく

時
じ

代
だい

）。また，北方のモンゴル高原から

遊牧民族がたびたび侵入し，国内は混乱した。４世紀に入ってからは，

中国は南北に分裂し，その対立は６世紀の末まで続いた。

　分裂した中国の諸王朝は，支配者の地位を示すために周辺の国々との

つながりを強めようとし，また周辺の国々は中国の王朝に認められるこ

とで自国での権力の強化を図
はか

った。その結果，周辺諸国は中国の王朝に

定期的に貢
みつ

ぎ物を送り（朝
ちょう

貢
こう

），中国からは周辺諸国へ官職や称
しょう

号
ごう

をあた

える，国どうしの上下関係が成立することになった。

　中国東北地方におこった高
こう

句
く

麗
り

も，そのような周辺国の一つであった。

高句麗は４世紀初めに南下して楽浪郡をほろぼし，以後，朝
ちょう

鮮
せん

半島北部

を支配下に置いた。

5

6

用 語

コラム

7

→p. 34

M■1甲
こう

骨
こつ

文字　殷
いん

の時代に用い
られた，中

ちゅう

国
ごく

最古の文字。うら
ない用の亀

きっ

甲
こう

・獣
じゅう

骨
こつ

などに刻ま
れ，のちの漢字の原型となった。

N■4ます　始
し

皇
こう

帝
てい

は地方
によって異なっていた度

ど

量
りょう

衡
こう

（長さや体積，重さな
どをはかる単位）を中

ちゅう

国
ごく

全土で統一し，安定した
支配体制の基

き

礎
そ

を築いた。

OM■2兵
へい

馬
ば

俑
よう

　秦
しん

の始
し

皇
こう

帝
てい

陵
りょう

（墓）の近くで発見された，数千体に
およぶ等身大の陶

とう

製
せい

の人馬像。皇帝を守る兵士たちと見られる。
中華人民共和国

P■3青
せい

銅
どう

器
き

（殷
いん

）　殷の時
代には，多くの青銅器が
つくられた。複雑な文

もん

様
よう

を持つものもあり，その
多くは祭りのための酒

しゅ

器
き

や食器として使われた。 
「饕餮文尊」 奈良県 天理大学附属天
理参考館蔵

M■5万
ばん

里
り

の長
ちょう

城
じょう

　戦国時代に諸国が造営したものを，
始
し

皇
こう

帝
てい

が修
しゅう

築
ちく

し，連結した。写真は明
みん

の時代のもの。
中華人民共和国

「皇
こう
帝
てい
」という言葉の由

ゆ
来
らい
を調べて

みよう。

ステップアップ

中国文明と
東アジア

●�中
ちゅう
国
ごく
の国家の仕組みには，どのような特

とく

徴
ちょう
があったのだろうか。

P諸葛亮

0 1000km

らくろうせん  ぴ

東
シ　

ナ　　
海　　　

南
シ　

ナ　　
海　　　

ちょうあん

長安長安

らく

とん こう

トゥンホワン
よう

ルオヤン

かんかん

なんえつなんえつ

しんしん

漢

南越

秦

洛陽

駝鈕銅印「漢匈奴悪適尸逐王」
だ ちゅう かんのきょうどの あくてき し ちくおう

かんのわのなのこくおう
蛇鈕金印
「漢委奴国王」

だ ちゅう

福岡市博物館蔵

京都府 大谷大学博物館蔵

亀鈕金印「廣陵王璽」
き ちゅう こうりょうおう じ

蛇鈕金印「滇王之印」
てん おう の いん

長
江

黄
河

こう  く　りこう  く　り

きょう どきょう ど

高句麗

鮮卑

匈奴
わ

倭

武帝時代の領域 金印の発掘場所
秦の領域 万里の長城

ばん り

はっくつ

ちょうじょう

ぶ てい

魏
黄海

黄
河

東
シ
ナ
海

こう く り

高句麗

らくよう

洛陽
ルオヤン

長
江

呉

蜀

ちょうあん

長安

とんこう

敦煌
トゥンホワン

建業成都

0 500km

らくろう

楽浪

せい と けんぎょう

しょく

ご

ぎ

チョントウー

M■7三国時代

M■6秦・漢時代
地図の周りにあるのは，皇

こう

帝
てい

が各地の王
にあたえた印です。皇帝は何のために印を
あたえたのだろうか？

これらの写真から始皇帝の
支配について，どのようなこ
とが読み取れるだろうか？

　魏
ぎ

・呉
ご

・蜀
しょく

の三国が争った時代の様子は，
のちに『三国志』という歴史書に記された。
その中の『魏

ぎ

書
しょ

』には，卑
ひ

弥
み

呼
こ

（→p.33）の時
代の日本（倭

わ

）と中
ちゅう

国
ごく

（魏）との関係を記録した
「東

とう

夷
い

伝
でん

倭
わ

人
じん

条
じょう

」がふくまれている。三国の争
いは，のちに明

みん

の時代になって
歴史小説にえがかれるようにな
り，一

いっ

般
ぱん

の人々に好んで読まれ，
現在に至っている。劉

りゅう

備
び

（玄
げん

徳
とく

）
や諸

しょ

葛
かつ

亮
りょう

（孔
こう

明
めい

）が活
かつ

躍
やく

する英
えい

雄
ゆう

物語は，現代の日本で
もマンガやゲームなど
で広く親しまれている。

三
さん

国
ごく

志
し
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用 語 解 説

中央集権　国の支配が全て中央の政府（皇
こう

帝
てい

など）
の命令に従って行われる体制のこと。反対に，支配
が各地域に委ねられている体制を地方分権という。

用 語 解 説

郡の設置　漢
かん

は征
せい

服
ふく

した周辺の地域をいくつかに
分
ぶん

割
かつ

し，それぞれを郡として直接の支配下に置い
た。新たに設置された郡には，中央から役人や軍
隊が送りこまれた。

中国文明
のおこり

東アジアでは，黄
こう

河
が

や長
ちょう

江
こう

の流域を中心に，中
ちゅう

国
ごく

文
ぶん

明
めい

が栄えた。紀元前6000年ごろには，黄河の流域に あ

わ などを，長江の流域には稲
いね

を，それぞれ栽
さい

培
ばい

する農
のう

耕
こう

文化が生まれた。

黄河の流域にはやがて都市が発達し，紀元前1600年ごろには殷
いん

（商
しょう

）と

いう王朝が生まれた。殷の王は神の意志をうらない，それによって農業

や戦争を指導し，国家を支配した。漢字の基
もと

になった甲
こう

骨
こつ

文
も

字
じ

は，うら

ないの記録に使われた。また，複雑な文
もん

様
よう

を持った青
せい

銅
どう

器
き

が祭りに用い

られた。

　紀元前11世紀に殷をほろぼした周
しゅう

は，紀元前８世紀になると勢力が

おとろえ，それ以後しばらくの間，多くの国に分
ぶん

裂
れつ

して争う時代が続い

た。この時代を春
しゅん

秋
じゅう

・戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

という。この時代には鉄製農具が使用さ

れるようになるなど農業技術が進歩し，青銅の貨
か

幣
へい

が用いられるように

なった。また，中国文化が周辺地域に広がるなど，のちの統一の基
き

礎
そ

が

つくられていった。中国を文明の中心と見なし，文化の異なる周辺地域

の人々をおとったものとする考え方も，このころ芽生えるようになった。

　春秋・戦国時代には，諸
しょ

子
し

百
ひゃっ

家
か

と呼ばれる多くの思想家が活
かつ

躍
やく

した。

なかでも孔
こう

子
し

による儒
じゅ

教
きょう

（儒
じゅ

学
がく

）は，「孝
こう

」「仁
じん

」といった家族の道徳を基

本とする社会を理想とし，その後の中国に大きな影
えい

響
きょう

をあたえた。

中国の統一
紀元前221年，秦

しん

の王が初めて中国全土を統一し，

「皇
こう

帝
てい

」を名乗った（始
し

皇
こう

帝
てい

）。始皇帝は全国に役人を

派
は

遣
けん

して各地を統
とう

治
ち

させ，さらに貨幣や度
ど

量
りょう

衡
こう

・文字などの統一を図
はか

り，

中央集権的な支配体制をしいた。北方では，遊
ゆう

牧
ぼく

民族である匈
きょう

奴
ど

の侵
しん

入
にゅう

ホワンホー チャンチアン
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用 語

を防ぐために長
ちょう

城
じょう

を築いた。しかし，始皇帝の死後間もなく，各地で反

乱が起き，統一後わずか15年で秦はほろんだ。

　続いて中国を支配した漢
かん

は，紀元前２世紀後半の武
ぶ

帝
てい

のときに，周辺

に領土を広げ，大帝
てい

国
こく

となった。西方は中央アジアまで支配を広げ，ま

た東方では朝
ちょう

鮮
せん

半島北部に楽
らく

浪
ろう

郡
ぐん

などを置いた。漢の時代には儒教が発

達し，国の支配の基本となる思想として重んじられた。また紙の製法も

広がり，儒教の経
けい

典
てん

や歴史書などが盛
さか

んに著
あらわ

された。

　こうして秦・漢の時代の中国では，皇帝を頂点とし，役人と儒教に支

えられた巨
きょ

大
だい

な国家がつくられた。

中国と
周辺諸国

３世紀に漢が滅
めつ

亡
ぼう

した後，中国は魏
ぎ

・呉
ご

・蜀
しょく

の三国に

分
ぶん

裂
れつ

した（三
さん

国
ごく

時
じ

代
だい

）。また，北方のモンゴル高原から

遊牧民族がたびたび侵入し，国内は混乱した。４世紀に入ってからは，

中国は南北に分裂し，その対立は６世紀の末まで続いた。

　分裂した中国の諸王朝は，支配者の地位を示すために周辺の国々との

つながりを強めようとし，また周辺の国々は中国の王朝に認められるこ

とで自国での権力の強化を図
はか

った。その結果，周辺諸国は中国の王朝に

定期的に貢
みつ

ぎ物を送り（朝
ちょう

貢
こう

），中国からは周辺諸国へ官職や称
しょう

号
ごう

をあた

える，国どうしの上下関係が成立することになった。

　中国東北地方におこった高
こう

句
く

麗
り

も，そのような周辺国の一つであった。

高句麗は４世紀初めに南下して楽浪郡をほろぼし，以後，朝
ちょう

鮮
せん

半島北部

を支配下に置いた。

5

6

用 語

コラム

7

→p. 34

M■1甲
こう

骨
こつ

文字　殷
いん

の時代に用い
られた，中

ちゅう

国
ごく

最古の文字。うら
ない用の亀

きっ

甲
こう

・獣
じゅう

骨
こつ

などに刻ま
れ，のちの漢字の原型となった。

N■4ます　始
し

皇
こう

帝
てい

は地方
によって異なっていた度

ど

量
りょう

衡
こう

（長さや体積，重さな
どをはかる単位）を中

ちゅう

国
ごく

全土で統一し，安定した
支配体制の基

き

礎
そ

を築いた。

OM■2兵
へい

馬
ば

俑
よう

　秦
しん

の始
し

皇
こう

帝
てい

陵
りょう

（墓）の近くで発見された，数千体に
およぶ等身大の陶

とう

製
せい

の人馬像。皇帝を守る兵士たちと見られる。
中華人民共和国

P■3青
せい

銅
どう

器
き

（殷
いん

）　殷の時
代には，多くの青銅器が
つくられた。複雑な文

もん

様
よう

を持つものもあり，その
多くは祭りのための酒

しゅ

器
き

や食器として使われた。 
「饕餮文尊」 奈良県 天理大学附属天
理参考館蔵

M■5万
ばん

里
り

の長
ちょう

城
じょう

　戦国時代に諸国が造営したものを，
始
し

皇
こう

帝
てい

が修
しゅう

築
ちく

し，連結した。写真は明
みん

の時代のもの。
中華人民共和国

「皇
こう
帝
てい
」という言葉の由

ゆ
来
らい
を調べて

みよう。

ステップアップ

中国文明と
東アジア

●�中
ちゅう
国
ごく
の国家の仕組みには，どのような特

とく

徴
ちょう
があったのだろうか。
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M■7三国時代

M■6秦・漢時代
地図の周りにあるのは，皇

こう

帝
てい

が各地の王
にあたえた印です。皇帝は何のために印を
あたえたのだろうか？

これらの写真から始皇帝の
支配について，どのようなこ
とが読み取れるだろうか？

　魏
ぎ

・呉
ご

・蜀
しょく

の三国が争った時代の様子は，
のちに『三国志』という歴史書に記された。
その中の『魏

ぎ

書
しょ

』には，卑
ひ

弥
み

呼
こ

（→p.33）の時
代の日本（倭

わ

）と中
ちゅう

国
ごく

（魏）との関係を記録した
「東

とう

夷
い

伝
でん

倭
わ

人
じん

条
じょう

」がふくまれている。三国の争
いは，のちに明

みん

の時代になって
歴史小説にえがかれるようにな
り，一

いっ

般
ぱん

の人々に好んで読まれ，
現在に至っている。劉

りゅう

備
び

（玄
げん

徳
とく

）
や諸

しょ

葛
かつ

亮
りょう

（孔
こう

明
めい

）が活
かつ

躍
やく

する英
えい

雄
ゆう

物語は，現代の日本で
もマンガやゲームなど
で広く親しまれている。

三
さん

国
ごく

志
し

グローバル化が進む社会で、これから生きてゆく
中学生にとって、世界の歴史を知ることはとても
重要です。また、日本の歴史と世界の歴史は切り
離して考えることはできません。この教科書は広
い視野で歴史を学べるように工夫されています。

２・8・１3・１6・１8 世紀の世界の様子を、
地図とイラストで紹介します。

イラストで紹介しているものは、高校の教科書
や図録で出てくるものなので、中学生のうちに
見て慣れておくことができます。

１

東アジア・西アジア・
南アジア・ヨーロッ

パなど、地域によって異な
る歴史を、わかりやすく説
明しています。諸地域の歴
史的特質をつかむことで、
近現代史に繋がる歴史を
学ぶことができます。

２

ヨーロッパやアメリ
カの、近代に向かう

歴史をしっかり学ぶこと
で、日本の近代史も捉えや
すくなります。世界の近代
化・グローバル化を中学校
できちんと学ぶことは、高
校の新科目「歴史総合」
の学習でも役に立ちます。

3

１6

つかむことができる世界の歴史とその流れを
1 地域によって異なる歴史を知る ▶ 2 広い視野で 同時代の世界を捉える ▶ 3 近代化・グローバル化が世界でどのように進んだかを学ぶ
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ウ
ラ
ル
山
脈

サ
ハ
ラ
砂
漠

アラビア半島

シルクロード

ていこく

100°

100°

60°

60°

60°

40°

40°

40°

80°

80°

20°

20°

0°

60°

40°

20°

0°

20°

0°
140°

140°

120°

120°

160°

160°
180°

ナイル
川

Mクシャーナ朝カニシカ王のコイン

M漢が通商を持った国へ
おくった鏡　→p. 32

O中央アジアの
馬はつばめより
速いといわれた。

N中国、漢
かん

の豪
ごう

族
ぞく

の住まい→p. 23

O中国、漢の官
かん

僚
りょう

→p. 23

O南アジア出土の象や
船がえがかれたコイン

M紙をつくる

M弥
や よ い

生時代の日本の稲作風景　→p. 30

ONクシャーナ朝の遺
い

跡
せき

からは
ガンダーラ仏像（下）やギリシア
の神
しん

像
ぞう

（左）が出土する。
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用 語 解 説

中央集権　国の支配が全て中央の政府（皇
こう

帝
てい

など）
の命令に従って行われる体制のこと。反対に，支配
が各地域に委ねられている体制を地方分権という。

用 語 解 説

郡の設置　漢
かん

は征
せい

服
ふく

した周辺の地域をいくつかに
分
ぶん

割
かつ

し，それぞれを郡として直接の支配下に置い
た。新たに設置された郡には，中央から役人や軍
隊が送りこまれた。

中国文明
のおこり

東アジアでは，黄
こう

河
が

や長
ちょう

江
こう

の流域を中心に，中
ちゅう

国
ごく

文
ぶん

明
めい

が栄えた。紀元前6000年ごろには，黄河の流域に あ

わ などを，長江の流域には稲
いね

を，それぞれ栽
さい

培
ばい

する農
のう

耕
こう

文化が生まれた。

黄河の流域にはやがて都市が発達し，紀元前1600年ごろには殷
いん

（商
しょう

）と

いう王朝が生まれた。殷の王は神の意志をうらない，それによって農業

や戦争を指導し，国家を支配した。漢字の基
もと

になった甲
こう

骨
こつ

文
も

字
じ

は，うら

ないの記録に使われた。また，複雑な文
もん

様
よう

を持った青
せい

銅
どう

器
き

が祭りに用い

られた。

　紀元前11世紀に殷をほろぼした周
しゅう

は，紀元前８世紀になると勢力が

おとろえ，それ以後しばらくの間，多くの国に分
ぶん

裂
れつ

して争う時代が続い

た。この時代を春
しゅん

秋
じゅう

・戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

という。この時代には鉄製農具が使用さ

れるようになるなど農業技術が進歩し，青銅の貨
か

幣
へい

が用いられるように

なった。また，中国文化が周辺地域に広がるなど，のちの統一の基
き

礎
そ

が

つくられていった。中国を文明の中心と見なし，文化の異なる周辺地域

の人々をおとったものとする考え方も，このころ芽生えるようになった。

　春秋・戦国時代には，諸
しょ

子
し

百
ひゃっ

家
か

と呼ばれる多くの思想家が活
かつ

躍
やく

した。

なかでも孔
こう

子
し

による儒
じゅ

教
きょう

（儒
じゅ

学
がく

）は，「孝
こう

」「仁
じん

」といった家族の道徳を基

本とする社会を理想とし，その後の中国に大きな影
えい

響
きょう

をあたえた。

中国の統一
紀元前221年，秦

しん

の王が初めて中国全土を統一し，

「皇
こう

帝
てい

」を名乗った（始
し

皇
こう

帝
てい

）。始皇帝は全国に役人を

派
は

遣
けん

して各地を統
とう

治
ち

させ，さらに貨幣や度
ど

量
りょう

衡
こう

・文字などの統一を図
はか

り，

中央集権的な支配体制をしいた。北方では，遊
ゆう

牧
ぼく

民族である匈
きょう

奴
ど

の侵
しん

入
にゅう

ホワンホー チャンチアン

1

3

2

4

用 語

を防ぐために長
ちょう

城
じょう

を築いた。しかし，始皇帝の死後間もなく，各地で反

乱が起き，統一後わずか15年で秦はほろんだ。

　続いて中国を支配した漢
かん

は，紀元前２世紀後半の武
ぶ

帝
てい

のときに，周辺

に領土を広げ，大帝
てい

国
こく

となった。西方は中央アジアまで支配を広げ，ま

た東方では朝
ちょう

鮮
せん

半島北部に楽
らく

浪
ろう

郡
ぐん

などを置いた。漢の時代には儒教が発

達し，国の支配の基本となる思想として重んじられた。また紙の製法も

広がり，儒教の経
けい

典
てん

や歴史書などが盛
さか

んに著
あらわ

された。

　こうして秦・漢の時代の中国では，皇帝を頂点とし，役人と儒教に支

えられた巨
きょ

大
だい

な国家がつくられた。

中国と
周辺諸国

３世紀に漢が滅
めつ

亡
ぼう

した後，中国は魏
ぎ

・呉
ご

・蜀
しょく

の三国に

分
ぶん

裂
れつ

した（三
さん

国
ごく

時
じ

代
だい

）。また，北方のモンゴル高原から

遊牧民族がたびたび侵入し，国内は混乱した。４世紀に入ってからは，

中国は南北に分裂し，その対立は６世紀の末まで続いた。

　分裂した中国の諸王朝は，支配者の地位を示すために周辺の国々との

つながりを強めようとし，また周辺の国々は中国の王朝に認められるこ

とで自国での権力の強化を図
はか

った。その結果，周辺諸国は中国の王朝に

定期的に貢
みつ

ぎ物を送り（朝
ちょう

貢
こう

），中国からは周辺諸国へ官職や称
しょう

号
ごう

をあた

える，国どうしの上下関係が成立することになった。

　中国東北地方におこった高
こう

句
く

麗
り

も，そのような周辺国の一つであった。

高句麗は４世紀初めに南下して楽浪郡をほろぼし，以後，朝
ちょう

鮮
せん

半島北部

を支配下に置いた。

5

6

用 語

コラム

7

→p. 34

M■1甲
こう

骨
こつ

文字　殷
いん

の時代に用い
られた，中

ちゅう

国
ごく

最古の文字。うら
ない用の亀

きっ

甲
こう

・獣
じゅう

骨
こつ

などに刻ま
れ，のちの漢字の原型となった。

N■4ます　始
し

皇
こう

帝
てい

は地方
によって異なっていた度

ど

量
りょう

衡
こう

（長さや体積，重さな
どをはかる単位）を中

ちゅう

国
ごく

全土で統一し，安定した
支配体制の基

き

礎
そ

を築いた。

OM■2兵
へい

馬
ば

俑
よう

　秦
しん

の始
し

皇
こう

帝
てい

陵
りょう

（墓）の近くで発見された，数千体に
およぶ等身大の陶

とう

製
せい

の人馬像。皇帝を守る兵士たちと見られる。
中華人民共和国

P■3青
せい

銅
どう

器
き

（殷
いん

）　殷の時
代には，多くの青銅器が
つくられた。複雑な文

もん

様
よう

を持つものもあり，その
多くは祭りのための酒

しゅ

器
き

や食器として使われた。 
「饕餮文尊」 奈良県 天理大学附属天
理参考館蔵

M■5万
ばん

里
り

の長
ちょう

城
じょう

　戦国時代に諸国が造営したものを，
始
し

皇
こう

帝
てい

が修
しゅう

築
ちく

し，連結した。写真は明
みん

の時代のもの。
中華人民共和国

「皇
こう
帝
てい
」という言葉の由

ゆ
来
らい
を調べて

みよう。

ステップアップ

中国文明と
東アジア

●�中
ちゅう
国
ごく
の国家の仕組みには，どのような特

とく

徴
ちょう
があったのだろうか。

P諸葛亮

0 1000km

らくろうせん  ぴ

東
シ　

ナ　　
海　　　

南
シ　

ナ　　
海　　　

ちょうあん

長安長安

らく

とん こう

トゥンホワン
よう

ルオヤン

かんかん

なんえつなんえつ

しんしん

漢

南越

秦

洛陽

駝鈕銅印「漢匈奴悪適尸逐王」
だ ちゅう かんのきょうどの あくてき し ちくおう

かんのわのなのこくおう
蛇鈕金印
「漢委奴国王」

だ ちゅう

福岡市博物館蔵

京都府 大谷大学博物館蔵

亀鈕金印「廣陵王璽」
き ちゅう こうりょうおう じ

蛇鈕金印「滇王之印」
てん おう の いん

長
江

黄
河

こう  く　りこう  く　り

きょう どきょう ど

高句麗

鮮卑

匈奴
わ

倭

武帝時代の領域 金印の発掘場所
秦の領域 万里の長城

ばん り

はっくつ

ちょうじょう

ぶ てい

魏
黄海

黄
河

東
シ
ナ
海

こう く り

高句麗

らくよう

洛陽
ルオヤン

長
江

呉

蜀

ちょうあん

長安

とんこう

敦煌
トゥンホワン

建業成都

0 500km

らくろう

楽浪

せい と けんぎょう

しょく

ご

ぎ

チョントウー

M■7三国時代

M■6秦・漢時代
地図の周りにあるのは，皇

こう

帝
てい

が各地の王
にあたえた印です。皇帝は何のために印を
あたえたのだろうか？

これらの写真から始皇帝の
支配について，どのようなこ
とが読み取れるだろうか？

　魏
ぎ

・呉
ご

・蜀
しょく

の三国が争った時代の様子は，
のちに『三国志』という歴史書に記された。
その中の『魏

ぎ

書
しょ

』には，卑
ひ

弥
み

呼
こ

（→p.33）の時
代の日本（倭

わ

）と中
ちゅう

国
ごく

（魏）との関係を記録した
「東

とう

夷
い

伝
でん

倭
わ

人
じん

条
じょう

」がふくまれている。三国の争
いは，のちに明

みん

の時代になって
歴史小説にえがかれるようにな
り，一

いっ

般
ぱん

の人々に好んで読まれ，
現在に至っている。劉

りゅう

備
び

（玄
げん

徳
とく

）
や諸

しょ

葛
かつ

亮
りょう

（孔
こう

明
めい

）が活
かつ

躍
やく

する英
えい

雄
ゆう

物語は，現代の日本で
もマンガやゲームなど
で広く親しまれている。

三
さん

国
ごく

志
し
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　わずか４歳
さい

で即
そく

位
い

してから72年もの間，国
王の座にあった。かれがつくった豪

ごう

華
か

で広大
なヴェルサイユ宮

きゅう

殿
でん

には，国王や王族だけで
なく多数の貴族も住むようになったが，その
ことは，貴族に対する国王の権

けん

威
い

や影
えい

響
きょう

力を
強めた。かれの治

ち

世
せい

の下
もと

でフランス王国は全
ぜん

盛
せい

期
き

をむかえ，かれ自身も「太陽王」と呼ば
れた。

人 物

■8ルイ14世（1638〜1715）

利した。独立したアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

では，人民主
しゅ

権
けん

・三権分立・連
れん

邦
ぽう

制な

どを柱とした合衆国憲法が制定され，戦争の指揮官であったワシントン

が初代の大統領に就任した。

フランス革命
とナポレオン

イギリスでは革命を経て議会政治が発達したのに

対し，フランスではむしろ国王の権力が強まって

いた。特にルイ14世
せい

は，周辺諸国とたびたび戦争を行う一方で，ヴェ

ルサイユ宮
きゅう

殿
でん

をつくり，はなやかな宮
きゅう

廷
てい

生活を展開した。しかし，社会

には厳しい身分制がしかれており，聖
せい

職
しょく

者
しゃ

（第一身分）と貴族（第二身分）

が免
めん

税
ぜい

などの特権を持ったのに対し，人口の９割以上をしめる平民（第

三身分）には重い税が課され，財政や経済を支える構造になっていた。

　フランスは，イギリスとの戦争に敗れたことに加え，アメリカ独立を

支
し

援
えん

したため，国家の財政がたいへん厳しい状
じょう

況
きょう

にあった。そのため国

王ルイ16世
せい

は聖職者や貴族にも税を課そうと試みたが，かれらの反発

を生み，そこに平民の不満も加わって，1789年に革命が起こった（フラ

ンス革
かく

命
めい

）。平
へい

民
みん

を中心に新たに発
ほっ

足
そく

した国民議会は，身分制を廃
はい

止
し

し，

人権宣言を発して基本的人権・人民主
しゅ

権
けん

などを唱えた。

　初めはイギリス流の立
りっ

憲
けん

君主政が目指されていたが，革命の波
は

及
きゅう

をお

それる周辺諸国との間で戦争が始まると，王政が廃止されて共和政が成

立し，ルイ16世は処
しょ

刑
けい

された。しかし，革命の中心になった人々の間

では勢力争いが絶えなかったうえに，革命に対する反乱も起こり，混乱

が深まった。そのような中で，外国との戦争で活
かつ

躍
やく

した軍人のナポレオ

ンが国内で権力をにぎり，1804年に皇
こう

帝
てい

として即
そく

位
い

した。

5 コラム 用 語

8

→p. 103

⓾

�

　ナポレオンは，民法典（ナポレオン法
ほう

典
てん

）を制定するなど国家制度の整

備を進めた。外国に対しては，自ら軍を率いて勝利を重ね，周辺諸国の

多くを支配下に置いた。しかし，イギリスを服
ふく

従
じゅう

させることはできず，

ロシアにも攻
せ

め入ったが，大きな損害を出して敗れた。フランスに支配

されていた地域ではナショナリズムが高まり，周辺諸国の反
はん

撃
げき

にもあっ

て，ナポレオンは皇帝を退位した。フランスではこの後，王政が復活し

た。

市民革命
の影響

イギリス革命，アメリカ独立，フランス革命は，どれ

も国王や宗
そう

主
しゅ

国
こく

（植
しょく

民
みん

地
ち

にしていた本国）からの解放

を目指す動きで，その影
えい

響
きょう

は広域かつ長期におよんだ。

　中央・南アメリカは，大半がスペインやポルトガルの植民地にされて

いたが，アメリカ合衆国の独立に刺
し

激
げき

され，またヨーロッパがフランス

革命やナポレオンによる戦争で混乱していたこともあり，19世紀前半

に多くの地域が独立を達成した。いくつもの小国家に分
ぶん

裂
れつ

していたドイ 

ツやイタリアも，ナポレオンに占
せん

領
りょう

されたことによってナショナリズム

が高まり，19世紀後半に統一を達成した。

　市民革命でかかげられた議会政治の原則，基本的人権や人民主権など

の考え方は，普
ふ

遍
へん

的なものと見なされて，現在でもその維
い

持
じ

や実現が目

指されている。しかし，実際の市民革命が，その理念に常に忠実であっ

たわけではない。独立したアメリカ合衆国では奴
ど

隷
れい

制
せい

が残り，黒人は長

い間，白人よりもはるかにおとる人間と見なされていた。フランスでも，

人権宣言が想定していたのは男性であり，女性には参政権があたえられ

なかった。また，フランスの植民地であったカリブ海
かい

のハイチでは，フ

ランス革命に呼応するかたちで黒人奴隷が反乱を起こしたが，革命の中

心となった人々はその動きをおさえこもうとした。

9

用 語

→p. 107

→p. 191

イギリス，アメリカ，フランスで起こった
出来事は，それぞれどのように異なって
いるだろうか。また，おたがいに関
係はないだろうか。

ステップアップ

　ニューヨークの「自由の女神」は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

の象
しょう

徴
ちょう

といってもよいが，実は独立100周年を祝い，
フランスからアメリカにおくられたものである。
　そもそも「自由の女神」とは，フランスで自由や共
和国を表すものとしてえがかれた，架

か

空
くう

の女性であった。
　「自由の女神」が人間の姿

すがた

形
かたち

で表されたのは，自由
や共和国が「目に見えない」からだと考えられる。王
国では，王自身が国の象徴になるのが自然であるが，
共和国を一人の人物で代表させることは難しいし，自
由を目に見えるようにえがくこともできない。かとい
って，抽

ちゅう

象
しょう

的なことばで説明しても，人々を引き付け
ることはできない。そこで架空の人間の姿形で表現さ
れたのだと考えられる。現在，「自由の女神」は，フラ
ンス共和国の公式マーク（国

こく

章
しょう

）にも用いられている。

用 語 解 説

ナショナリズム　民族などの集団が一つの国家と
してまとまるべきだという考え。また，それを実
現しようとする動き。外部からの支配がきっかけ
で強まることが多い。

　ナポレオンは，この肖
しょう

像
ぞう

画
が

のように軍人と
してのイメージが強いが，政治家としても優

すぐ

れていた。ナポレオン法典は，それまで地域
ごとに異なっていた法律を統一して成文化し
たものであり，他国の法典の模

も

範
はん

になった。
地方行政の制度を整えたことも，かれの業績
である。

人 物

■�ナポレオン（1769〜1821）

自由の女神

Oニューヨークの自由の女神 M『民衆を導く自由の女神』ドラクロワ画 フランス ルーヴル美術館蔵

フランス帝国の領域
ナポレオンに服属した国
ナポレオンの同盟諸国
 主な戦場

ふくぞく

イタリア
王国
イタリア
王国

0 500km

スペイン
王国

北  海

大　西　洋

ロシア帝国
ていこく

イギリス

オーストリア
帝国
オーストリア
帝国 黒　海

ロンドン

パリ

ワルシャワベルリン

ウィーン

マドリード

アウステルリッツ
1805

カイロ

エジプト
海　中

地
オスマン帝国

モスクワ

オランダ
王国

ワーテルロー

プロイセン
王国

1815

ローマエルバ島

教皇領

フランス
帝国
フランス
帝国

ナポレオンの進路

Pフランス共和国の
公式マーク

P■⓾バスティーユ
襲
しゅう

撃
げき

　パリのバス
ティーユは，パリ
を防衛する要

よう

塞
さい

と
して建造されたも
のだが，革命のと
きには牢

ろう

獄
ごく

として
用いられていた。

O■9ナポレオン全
ぜん

盛
せい

時代のヨーロッ
パ（1810〜12年）

なぜ女性な
のだろうか？

ダヴィド画 フランス ヴェルサイユ宮殿美術館蔵
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5 コラム 用 語

8

→p. 103

⓾

�
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も国王や宗
そう

主
しゅ

国
こく

（植
しょく

民
みん

地
ち

にしていた本国）からの解放

を目指す動きで，その影
えい

響
きょう

は広域かつ長期におよんだ。

　中央・南アメリカは，大半がスペインやポルトガルの植民地にされて

いたが，アメリカ合衆国の独立に刺
し

激
げき

され，またヨーロッパがフランス

革命やナポレオンによる戦争で混乱していたこともあり，19世紀前半

に多くの地域が独立を達成した。いくつもの小国家に分
ぶん

裂
れつ

していたドイ 

ツやイタリアも，ナポレオンに占
せん

領
りょう

されたことによってナショナリズム

が高まり，19世紀後半に統一を達成した。

　市民革命でかかげられた議会政治の原則，基本的人権や人民主権など

の考え方は，普
ふ

遍
へん

的なものと見なされて，現在でもその維
い

持
じ

や実現が目

指されている。しかし，実際の市民革命が，その理念に常に忠実であっ

たわけではない。独立したアメリカ合衆国では奴
ど

隷
れい

制
せい

が残り，黒人は長

い間，白人よりもはるかにおとる人間と見なされていた。フランスでも，

人権宣言が想定していたのは男性であり，女性には参政権があたえられ

なかった。また，フランスの植民地であったカリブ海
かい

のハイチでは，フ

ランス革命に呼応するかたちで黒人奴隷が反乱を起こしたが，革命の中

心となった人々はその動きをおさえこもうとした。

9

用 語

→p. 107

→p. 191

イギリス，アメリカ，フランスで起こった
出来事は，それぞれどのように異なって
いるだろうか。また，おたがいに関
係はないだろうか。

ステップアップ

　ニューヨークの「自由の女神」は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

の象
しょう

徴
ちょう

といってもよいが，実は独立100周年を祝い，
フランスからアメリカにおくられたものである。
　そもそも「自由の女神」とは，フランスで自由や共
和国を表すものとしてえがかれた，架

か

空
くう

の女性であった。
　「自由の女神」が人間の姿

すがた

形
かたち

で表されたのは，自由
や共和国が「目に見えない」からだと考えられる。王
国では，王自身が国の象徴になるのが自然であるが，
共和国を一人の人物で代表させることは難しいし，自
由を目に見えるようにえがくこともできない。かとい
って，抽

ちゅう

象
しょう

的なことばで説明しても，人々を引き付け
ることはできない。そこで架空の人間の姿形で表現さ
れたのだと考えられる。現在，「自由の女神」は，フラ
ンス共和国の公式マーク（国

こく

章
しょう

）にも用いられている。

用 語 解 説

ナショナリズム　民族などの集団が一つの国家と
してまとまるべきだという考え。また，それを実
現しようとする動き。外部からの支配がきっかけ
で強まることが多い。

　ナポレオンは，この肖
しょう

像
ぞう

画
が

のように軍人と
してのイメージが強いが，政治家としても優

すぐ

れていた。ナポレオン法典は，それまで地域
ごとに異なっていた法律を統一して成文化し
たものであり，他国の法典の模

も

範
はん

になった。
地方行政の制度を整えたことも，かれの業績
である。

人 物

■�ナポレオン（1769〜1821）

自由の女神

Oニューヨークの自由の女神 M『民衆を導く自由の女神』ドラクロワ画 フランス ルーヴル美術館蔵

フランス帝国の領域
ナポレオンに服属した国
ナポレオンの同盟諸国
 主な戦場

ふくぞく

イタリア
王国
イタリア
王国

0 500km

スペイン
王国

北  海

大　西　洋

ロシア帝国
ていこく

イギリス

オーストリア
帝国
オーストリア
帝国 黒　海

ロンドン

パリ

ワルシャワベルリン

ウィーン

マドリード

アウステルリッツ
1805

カイロ

エジプト
海　中

地
オスマン帝国

モスクワ

オランダ
王国

ワーテルロー

プロイセン
王国

1815

ローマエルバ島

教皇領

フランス
帝国
フランス
帝国

ナポレオンの進路

Pフランス共和国の
公式マーク

P■⓾バスティーユ
襲
しゅう

撃
げき

　パリのバス
ティーユは，パリ
を防衛する要

よう

塞
さい

と
して建造されたも
のだが，革命のと
きには牢

ろう

獄
ごく

として
用いられていた。

O■9ナポレオン全
ぜん

盛
せい

時代のヨーロッ
パ（1810〜12年）

なぜ女性な
のだろうか？

ダヴィド画 フランス ヴェルサイユ宮殿美術館蔵

世界史を通史としてつなげることができます

５ 章
市民革命・産業革命 p.156-161▶アメリカの発展とロシアの東方開発 p.162
▶欧州列強のアジア侵略 p.164▶国家とは何か p.175▶帝国主義 p.190▶
清と列強 p.196▶韓国の植民地化・中華民国の成立 p.199

６ 章 第一次世界大戦・ロシア革命・アジアの民族運動p.214-221▶世界恐慌・ファ
シズム台頭 p.232-235▶第二次世界大戦 p.242

７ 章 冷戦の時代 p.262▶冷戦の終結・今日の世界 p.274-279

２ 章

人類の誕生と進化 p.16▶古代文明（メソポタミア・エジプト・インダス・
ギリシア・ローマ・中国）p.18-23▶宗教のおこり（仏教・キリスト教・
イスラーム教）p.24▶ 2 世紀の世界（漢・ローマ）  p.26▶唐 p.38▶ 8 世
紀の世界（唐・アッバース朝・フランク） p.48▶宋 p.54

３ 章
東西ユーラシアの動き（中世ヨーロッパ、イスラーム文化の広がり、十
字軍など）p.78▶ 13 世紀の世界（元、マムルーク、神聖ローマ、フラン
ス、イギリス） p.80▶モンゴル帝国の拡大 p.82▶明 p.86

４ 章 ルネサンス・宗教改革・大航海時代 p.104-109▶ 16 世紀の世界（オスマ
ン帝国・ムガル朝・明） p.110▶ 18 世紀の世界（清・近代欧米諸国） p.148
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東
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日本海

シ
ナ

海

マジャパヒト王国

アユタヤ朝

日本

琉球王国

琉球王国への
交易ルート さかい

堺

はか た

博多

な は

那覇

ふ ざん

釜山
プ サン

ふ ざん

釜山
プ サン

ペ キン

北京

ナンキン

南京

アンナン

安南

カントン

広東

ふくしゅう

福州
フーチョウ

ルソン
アユタヤ

パタニ

アチェー
マラッカ

ジャンビ
パレンバン カラパ

グレシク

（スマトラ）

みん

明
1368～1644

スマトラ島

ちょうせん

朝鮮
1392～1910

りゅうきゅう

じょうもん

縄文

「
かいづか

貝塚文化」
の時代
（漁労と畑作が中心）

しゅちょう

首長・王の
支配する
のうこう

農耕の時代
りゅうきゅう

琉球王国
時代

南西諸島年 本州・九州・四国

やよい

弥生

こ ふん

古墳
あすか

飛鳥
な ら

奈良
へいあん

平安

かまくら

鎌倉
むろまち

室町

あ づち 　ももやま

安土・桃山
え ど

江戸

なんぼくちょう

南北朝
せんごく

戦国

ぎょろう

前400 ●

200 ●

紀元 ●

200 ●

400 ●

600 ●

800 ●

1000 ●

1200 ●

1400 ●

1600 ●

1800 ●

○ ○

◇

□

□

な　は

な き じん

今帰仁グスク

うらぞえ

浦添グスク

なんさん

南山グスク

しましいおおざと

島添大里グスク

しゅ り じょう

首里城

うんてん

運天

那覇

さん　ほく

山北

ちゅう ざん

中山

さん  なん

山南

0 20km

　貿易で繁
はん

栄
えい

する中，国王は権力を強化し，支配体制を整備
した。儀

ぎ

礼
れい

の際には，明の皇
こう

帝
てい

からあたえられたかんむりや
服を権力の象

しょう

徴
ちょう

として着用し，国王に仕える女性神
しん

官
かん

の制度
を整えて，海外に派

は

遣
けん

する船の航海安全などをいのらせた。
16世紀半ば，明が弱体化し，倭

わ

寇
こう

やポルトガル商人による
民間貿易が活発になると，その影

えい

響
きょう

で琉球の中継貿易は衰
すい

退
たい

した。

琉球の文化外交
　江

え

戸
ど

時代に入り，薩
さつ

摩
ま

藩
はん

（鹿児島県）の支配が開始される 
と，琉球は中国・日本との関係を安定的に維

い

持
じ

する必要から
文化外交に力を入れた。例えば中国皇帝の使者を組

くみ

踊
おどり

 
という独自の歌

か

舞
ぶ

劇でもてなし，幕府への使節派遣の際など
には三

さん

線
しん

を演奏した。その衣
い

装
しょう

には，しばしば紅
びん

型
がた

という
色あざやかな染

そめ

物
もの

が用いられた。また皇帝や将軍へ献
けん

上
じょう

す
るための漆

しっ

器
き

など美術工芸品も盛
さか

んに製作された。こうし
て首里を中心に開花した王朝文化は，中国・日本の影響を強
く受けつつも，それらとは異なる個性を持つものであった。

流通ネットワークと食文化
　江戸時代の琉球は農業にも力を注いだ。その結果，黒

くろ

砂
ざ

糖
とう

や うこん（薬・染
せん

料
りょう

）などの商品作物が薩摩藩を通じて日本
へ売られ，引きかえに入手した銀が清

しん

との朝貢貿易にあてら
れるようになった。この流通ネットワークの下

もと

，中国との交
流の中で発展した豚

ぶた

肉
にく

料理に，日本から運ばれた蝦
え

夷
ぞ

地
ち

（北
ほっ

海
かい

道
どう

）の こんぶ や薩摩のかつお節
ぶし

を盛んに用いる独特の食
文化が形成された。

⓾

9 

→p. 127

�

�

→p. 128�

Q　�琉
りゅう

球
きゅう

王国と周辺諸国との関わりは，琉球の文化に
どのような影

えい

響
きょう

をあたえたのだろうか。

琉球王国の成立
　亜

あ

熱
ねっ

帯
たい

の海にうかぶ琉
りゅう

球
きゅう

（沖
おき

縄
なわ

県）の島々では，「港
みなと

川
がわ

人
じん

」
と名付けられた約1万8000年前の人骨をはじめ，旧

きゅう

石
せっ

器
き

時
代の化石人骨が多く発見されている。しかし，このころの生
活については不明な点が多い。地球の温暖化を経て，6000
年前ごろからさんご礁

しょう

が発達し，狩
しゅ

猟
りょう

や採
さい

取
しゅ

とともに沿岸
の魚や貝を漁

ぎょ

労
ろう

する生活が営まれ，貝
かい

殻
がら

やジュゴンの骨な
どを加工した生活用具やアクセサリーがつくられた。
　12世紀前後になると農

のう

耕
こう

が本格化し，各地の農耕社会に
城（グスク）を拠

きょ

点
てん

とする有力者が現れ，勢力を争うようにな
った。同時に，海上貿易などを通じて，奄

あま

美
み

諸島（鹿
か

児
ご

島
しま

県）
から八

や

重
え

山
やま

列島におよぶ地域が一つの文化圏
けん

としてまとま
った。やがて14世紀後半になると，沖

おき

縄
なわ

島
じま

には山
さん

北
ほく

（北
ほく

山
ざん

）・
中
ちゅう

山
ざん

・山
さん

南
なん

（南
なん

山
ざん

）の三つの勢力が並び立ち，それぞれが明
みん

に朝
ちょう

貢
こう

し，貿易を始めた。15世紀前半，中山王の尚
しょう

巴
は

志
し

が
山北・山南をほろぼして沖縄島を統一し，首

しゅ

里
り

（現在の那
な

覇
は

市）を都とする琉
りゅう

球
きゅう

王国が成立した。

中継貿易による繁栄
　明
みん

の海
かい

禁
きん

によって中
ちゅう

国
ごく

人の海上進出が制限される中，東
ひがし

シナ海
かい

と南
みなみ

シナ海
かい

を結ぶ位置にあった琉球王国は，明との
朝貢貿易で入手した生

き

糸
いと

・絹
きぬ

織
おり

物
もの

・陶
とう

磁
じ

器
き

などを日本・朝
ちょう

鮮
せん

・東南アジアへと輸出し，逆に馬・硫
い

黄
おう

（火薬の原料）・夜
や

光
こう

貝
がい

（螺
ら

鈿
でん

の材料）などの琉球産物や，日本の武
ぶ

具
ぐ

・屛
びょう

風
ぶ

，東
南アジアの香

こう

辛
しん

料
りょう

などを明に輸出する中
ちゅう

継
けい

貿易を盛
さか

んに行
った。そのため首里に近い那覇港はアジア各地の船が入港す
る重要な国際貿易港となった。

1

→p. 28

2

4

5

6

7

→p. 86

→p. 69

→p. 1093 8  

N4ジュゴンの骨のアクセサリー 
真志喜安座間原第一遺跡出土

M6琉
りゅう

球
きゅう

の三勢力　石積みの城
（グスク）を築いて勢力を争った。

M3琉球の中
ちゅう

継
けい

貿易

M9「万
ばん

国
こく

津
しん

梁
りょう

の鐘
かね

」と銘
めい

文
ぶん

　
1458年につくられ，首

しゅ

里
り

城の正
せい

殿
でん

にかけられた。
沖縄県立博物館・美術館蔵

O⓾国王のかんむり　12本の金
きん

糸
し

の帯に金・銀・さんご・水
すい

晶
しょう

などの玉
たま

が288個ついている。
沖縄県 那覇市歴史博物館蔵

O8江
え

戸
ど

時代の那
な

覇
は

港の様子　
琉
りゅう

球
きゅう

の公用船は□，民間船は
◇，日本（薩

さつ

摩
ま

）船は○。中
ちゅう

国
ごく

起源の行事であるハーリー（ボ
ートレース）がえがかれている。
『琉球交易港図屛風』沖縄県 浦添市美術館蔵

N�組
くみ

踊
おどり

「執
しゅう

心
しん

鐘
かね

入
いり

」の一場面　
組踊は，日本の芸能などを参考
にして18世紀に創

そう

始
し

された。全
ての役を男性が演じる。

N�螺
ら

鈿
でん

の漆
しっ

器
き

　2匹
ひき

の竜
りゅう

を配した
盆
ぼん

。螺鈿は，貝
かい

殻
がら

を用いた漆器の装
そう

飾
しょく

技法である。浦添市美術館蔵

M�クーブイリチー　こんぶの
いため物。豚

ぶた

肉や かつおだし  
を加えてつくることが多い。祝
い事の定番料理である。

M�祭
さい

礼
れい

の際に歌われた歌
か

謡
よう

「おも
ろ」　女性神

しん

官
かん

の役割がうかがえる。
琉
りゅう

球
きゅう

の言葉は日本語と同じ系統に属
するが，独自の特

とく

徴
ちょう

が多く見られる。

P7首
しゅ

里
り

城の正
せい

殿
でん

（復元）　尚
しょう

巴
は

志
し

が本格的な整備を行った。1945
（昭和20）年の沖

おき

縄
なわ

戦（→p. 249）で
焼
しょう

失
しつ

したが，戦後復元され，
2000（平成12）年に世界遺産に登
録された。

N2南西諸島の歴史

N5今
な

帰
き

仁
じん

城
グスク

跡
あと

（沖
おき

縄
なわ

県今帰仁村）
山
さん

北
ほく

王の居
きょ

城
じょう

と見
られ，多数の中

ちゅう

国
ごく

陶
とう

磁
じ

器
き

が出土して
いる。

琉り
ゅ
う

球き
ゅ
う

国
は
南な

ん

海か
い

の
勝し

ょ
う

地ち

に
し
て
、
三さ

ん

韓か
ん（

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

）の

秀し
ゅ
う

を
あ
つ
め
、
大
明み
ん（
中ち
ゅ
う

国ご
く

）を
も
っ
て
輔ほ

車し
ゃ（
重

要
な
関
係
）と
な
し
、
日に
ち

域い
き（

日
本
）を
も
っ
て
唇し
ん

歯し（
密
接
な
関
係
）と
な
す
。
…
…
舟し
ゅ
う

楫し
ゅ
う

を
も
っ
て

（
船
を
か
よ
わ
せ
て
）万ば
ん

国こ
く

の
津し
ん

梁り
ょ
う（

か
け
橋
）と
な

し
、
異い

産さ
ん

至し

宝ほ
う（
外
国
の
宝
）は
十じ
っ

方ぽ
う

の
刹さ
つ（
い
た

る
と
こ
ろ
）に
充じ
ゅ
う

満ま
ん

せ
り
…
…

琉球の歴史と文化
歴史へのアプローチ③

M1港
みなと

川
かわ

人
じん

の顔立ち
（復元図）
東京都 国立科学博物館蔵
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名
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く
鳴
り
轟
く
オ
ワ
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性
神
官
）が〔
祈

れ
ば
〕、
京き
ょ
う

都と

や
鎌か
ま

倉く
ら

、
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ャ
ワ
や
東
南
ア
ジ
ア

ま
で
も
、
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ゅ
う

国ご
く

や
宮
古
も
と
も
に
、
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事
に
航

海
せ
よ
、
名
高
い
オ
ワ
モ
リ
が〔
祈き

願が
ん

す
れ
ば
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な ら

奈良
へいあん

平安
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　貿易で繁
はん

栄
えい

する中，国王は権力を強化し，支配体制を整備
した。儀

ぎ

礼
れい

の際には，明の皇
こう

帝
てい

からあたえられたかんむりや
服を権力の象

しょう

徴
ちょう

として着用し，国王に仕える女性神
しん

官
かん

の制度
を整えて，海外に派

は

遣
けん

する船の航海安全などをいのらせた。
16世紀半ば，明が弱体化し，倭

わ

寇
こう

やポルトガル商人による
民間貿易が活発になると，その影

えい

響
きょう

で琉球の中継貿易は衰
すい

退
たい

した。

琉球の文化外交
　江

え

戸
ど

時代に入り，薩
さつ

摩
ま

藩
はん

（鹿児島県）の支配が開始される 
と，琉球は中国・日本との関係を安定的に維

い

持
じ

する必要から
文化外交に力を入れた。例えば中国皇帝の使者を組

くみ

踊
おどり

 
という独自の歌

か

舞
ぶ

劇でもてなし，幕府への使節派遣の際など
には三

さん

線
しん

を演奏した。その衣
い

装
しょう

には，しばしば紅
びん

型
がた

という
色あざやかな染

そめ

物
もの

が用いられた。また皇帝や将軍へ献
けん

上
じょう

す
るための漆

しっ

器
き

など美術工芸品も盛
さか

んに製作された。こうし
て首里を中心に開花した王朝文化は，中国・日本の影響を強
く受けつつも，それらとは異なる個性を持つものであった。

流通ネットワークと食文化
　江戸時代の琉球は農業にも力を注いだ。その結果，黒

くろ

砂
ざ

糖
とう

や うこん（薬・染
せん

料
りょう

）などの商品作物が薩摩藩を通じて日本
へ売られ，引きかえに入手した銀が清

しん

との朝貢貿易にあてら
れるようになった。この流通ネットワークの下

もと

，中国との交
流の中で発展した豚

ぶた

肉
にく

料理に，日本から運ばれた蝦
え

夷
ぞ

地
ち

（北
ほっ

海
かい

道
どう

）の こんぶ や薩摩のかつお節
ぶし

を盛んに用いる独特の食
文化が形成された。

⓾
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Q　�琉
りゅう

球
きゅう

王国と周辺諸国との関わりは，琉球の文化に
どのような影

えい

響
きょう

をあたえたのだろうか。

琉球王国の成立
　亜

あ

熱
ねっ

帯
たい

の海にうかぶ琉
りゅう

球
きゅう

（沖
おき

縄
なわ

県）の島々では，「港
みなと

川
がわ

人
じん

」
と名付けられた約1万8000年前の人骨をはじめ，旧

きゅう

石
せっ

器
き

時
代の化石人骨が多く発見されている。しかし，このころの生
活については不明な点が多い。地球の温暖化を経て，6000
年前ごろからさんご礁

しょう

が発達し，狩
しゅ

猟
りょう

や採
さい

取
しゅ

とともに沿岸
の魚や貝を漁

ぎょ

労
ろう

する生活が営まれ，貝
かい

殻
がら

やジュゴンの骨な
どを加工した生活用具やアクセサリーがつくられた。
　12世紀前後になると農

のう

耕
こう

が本格化し，各地の農耕社会に
城（グスク）を拠

きょ

点
てん

とする有力者が現れ，勢力を争うようにな
った。同時に，海上貿易などを通じて，奄

あま

美
み

諸島（鹿
か

児
ご

島
しま

県）
から八

や

重
え

山
やま

列島におよぶ地域が一つの文化圏
けん

としてまとま
った。やがて14世紀後半になると，沖

おき

縄
なわ

島
じま

には山
さん

北
ほく

（北
ほく

山
ざん

）・
中
ちゅう

山
ざん

・山
さん

南
なん

（南
なん

山
ざん

）の三つの勢力が並び立ち，それぞれが明
みん

に朝
ちょう

貢
こう

し，貿易を始めた。15世紀前半，中山王の尚
しょう

巴
は

志
し

が
山北・山南をほろぼして沖縄島を統一し，首

しゅ

里
り

（現在の那
な

覇
は

市）を都とする琉
りゅう

球
きゅう

王国が成立した。

中継貿易による繁栄
　明
みん

の海
かい

禁
きん

によって中
ちゅう

国
ごく

人の海上進出が制限される中，東
ひがし

シナ海
かい

と南
みなみ

シナ海
かい

を結ぶ位置にあった琉球王国は，明との
朝貢貿易で入手した生

き

糸
いと

・絹
きぬ

織
おり

物
もの

・陶
とう

磁
じ

器
き

などを日本・朝
ちょう

鮮
せん

・東南アジアへと輸出し，逆に馬・硫
い

黄
おう

（火薬の原料）・夜
や

光
こう

貝
がい

（螺
ら

鈿
でん

の材料）などの琉球産物や，日本の武
ぶ

具
ぐ

・屛
びょう

風
ぶ

，東
南アジアの香

こう

辛
しん

料
りょう

などを明に輸出する中
ちゅう

継
けい

貿易を盛
さか

んに行
った。そのため首里に近い那覇港はアジア各地の船が入港す
る重要な国際貿易港となった。
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N4ジュゴンの骨のアクセサリー 
真志喜安座間原第一遺跡出土

M6琉
りゅう

球
きゅう

の三勢力　石積みの城
（グスク）を築いて勢力を争った。

M3琉球の中
ちゅう

継
けい

貿易

M9「万
ばん

国
こく

津
しん

梁
りょう

の鐘
かね

」と銘
めい

文
ぶん

　
1458年につくられ，首

しゅ

里
り

城の正
せい

殿
でん

にかけられた。
沖縄県立博物館・美術館蔵

O⓾国王のかんむり　12本の金
きん

糸
し

の帯に金・銀・さんご・水
すい

晶
しょう

などの玉
たま

が288個ついている。
沖縄県 那覇市歴史博物館蔵

O8江
え

戸
ど

時代の那
な

覇
は

港の様子　
琉
りゅう

球
きゅう

の公用船は□，民間船は
◇，日本（薩

さつ

摩
ま

）船は○。中
ちゅう

国
ごく

起源の行事であるハーリー（ボ
ートレース）がえがかれている。
『琉球交易港図屛風』沖縄県 浦添市美術館蔵

N�組
くみ

踊
おどり

「執
しゅう

心
しん

鐘
かね

入
いり

」の一場面　
組踊は，日本の芸能などを参考
にして18世紀に創

そう

始
し

された。全
ての役を男性が演じる。

N�螺
ら

鈿
でん

の漆
しっ

器
き

　2匹
ひき

の竜
りゅう

を配した
盆
ぼん

。螺鈿は，貝
かい

殻
がら

を用いた漆器の装
そう

飾
しょく

技法である。浦添市美術館蔵

M�クーブイリチー　こんぶの
いため物。豚

ぶた

肉や かつおだし  
を加えてつくることが多い。祝
い事の定番料理である。

M�祭
さい

礼
れい

の際に歌われた歌
か

謡
よう

「おも
ろ」　女性神

しん

官
かん

の役割がうかがえる。
琉
りゅう

球
きゅう

の言葉は日本語と同じ系統に属
するが，独自の特

とく

徴
ちょう

が多く見られる。

P7首
しゅ

里
り

城の正
せい

殿
でん

（復元）　尚
しょう

巴
は

志
し

が本格的な整備を行った。1945
（昭和20）年の沖

おき

縄
なわ

戦（→p. 249）で
焼
しょう

失
しつ

したが，戦後復元され，
2000（平成12）年に世界遺産に登
録された。

N2南西諸島の歴史

N5今
な

帰
き

仁
じん

城
グスク

跡
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（沖
おき

縄
なわ

県今帰仁村）
山
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ほく

王の居
きょ

城
じょう

と見
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国
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陶
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磁
じ

器
き
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いる。
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大
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中ち
ゅ
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国ご
く

）を
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て
輔ほ
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係
）と
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、
日に
ち
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日
本
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。
…
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ア
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日本

長
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続縄文文化

擦文文化

オホーツク
文化

アイヌ文化

弥生

古墳

奈良・
平安

鎌倉・
室町

アイヌ（北海道）年 和人（本州）

さつもん

ぞく

縄　文　
じょう もん

やよい

ほっかいどう わ じん ほんしゅう

こ ふん

な　ら

へいあん

かまくら

むろまち

江戸
え　ど

近　代　

ロシアという三つの国に囲まれ，水産物や毛皮・木工芸品
などを中心に盛んな交易を行った。毛皮はアムールランド
（山
さん

丹
たん

）経由で中国の産物と交易され，それが日本へ送られ
た。また，毛皮の中でもラッコの皮は，ロシアとも交易さ
れた。一方，日本との交易は松前藩

はん

が独
どく

占
せん

した。シャク
シャインの戦いでアイヌ民族が松前藩に敗れると，次

し

第
だい

に
松前藩の支配が強まっていくこととなった。

アイヌの伝統文化
　比

ひ

内
ない

（秋
あき

田
た

県）・札
さっ

幌
ぽろ

（北海道）・得
うるっぷ

撫島（千島列島）・ポ
ロナイスク（サハリン）……。これらはいずれも，アイヌ
語に由

ゆ

来
らい

する地名である。こうした地名の中には『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』に登場するものがある。アイヌ語では氷をルプ（＝と
けるもの）という。北の風土の中で育まれた文化ならでは

6

→p. 127

Q　�アイヌ民族は，どのように周辺の世界とつながり，
どのような文化をつくり上げていったのだろうか。

アイヌ民族の世界
　日本列島の北部には，狩

しゅ

猟
りょう

や漁
ぎょ

労
ろう

・交
こう

易
えき

で暮らしを立
てるアイヌ民族の世界が広がっていた。アイヌ民族の歴史
をひもとくと，蝦

え

夷
ぞ

ヶ
が

島
しま

（北
ほっ

海
かい

道
どう

）を中心とした擦
さつ

文
もん

文化が，
オホーツク海沿岸に進出していたオホーツク文化と接

せっ

触
しょく

し，活発な交
こう

易
えき

をともなう新たな文化がつくり上げられた。
13世紀には樺

から

太
ふと

（サハリン）へ進出し，元
げん

（モンゴル）の勢
力とも戦い，本

ほん

州
しゅう

北
ほく

端
たん

・蝦夷ヶ島から千
ち

島
しま

列島全域・樺
太南部一帯をアイヌ民族の世界とした。

十三湊の繁栄とアイヌ民族
　14世紀ごろには津

つ

軽
がる

半島（青
あお

森
もり

県）の十
と

三
さ

湊
みなと

を根
こん

拠
きょ

地
ち

と
した安

あん

藤
どう

（安東）氏が，アイヌ民族との交易で繁
はん

栄
えい

し，蝦
夷ヶ島の産物である�さけ・こんぶ，毛皮などが日本海を
経由し盛

さか

んに京
きょう

都
と

方面へ送られた。アイヌ社会には漆
しっ

器
き

や鉄製品など，和製品が送られた。蝦夷ヶ島南部の渡
お

島
しま

半
島には本

ほん

州
しゅう

の人 （々和
わ

人
じん

）の活動も見られたが，15世紀に
は�かれらを束ねる館

たて

主
ぬし

と呼ばれる領
りょう

主
しゅ

たちが現れた。館
たて

の一つ志
し

苔
のり

館
だて

の近くからは，大量の銅銭が発
はっ

掘
くつ

されており，
大規模な交易が行われていたことが分かる。
　15世紀半ばには，館主との交易に不満を持つアイヌ民
族が，コシャマインを指導者として館主らと戦い，館を次々
に攻

せ

め落としたが，最終的に敗れた。これ以後，館を守り
ぬいた蠣

かき

崎
ざき

氏（のちの松
まつ

前
まえ

氏）が安藤氏の家
か

臣
しん

として和人
領主の筆

ひっ

頭
とう

となり，アイヌ民族との安定的な交易体制を整
えていくこととなった。

近世のアイヌ民族
　近
きん

世
せい

のアイヌ民族は，南に日本，北西に中
ちゅう

国
ごく

，北東に

用 語
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し
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だて

跡
あと
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つ

軽
がる

海
かい

峡
きょう

に臨
のぞ

む段
だん

丘
きゅう

上に
ある。「館

たて

」とは小規模の城のことで，海
に面しており，港

こう

湾
わん

を持つ交
こう

易
えき

拠
きょ

点
てん

だっ
たことが分かる。北海道

M619世紀初頭の北太平洋地域における交
こう

易
えき

ルート

M8アイヌ民族（北
ほっ

海
かい

道
どう

）の歴史

P3十
と

三
さ

湊
みなと

と志
し

苔
のり

館
だて

M9イオマンテの様子『熊送り図』 個人蔵

歴史へのアプローチ④

道南十二館
コシャマインの蜂起で陥落した館

津
軽

海
峡

20km0

駒ヶ岳
恵山

（今谷明『日本国王と土民』による）

蠣崎城
小泊

十三湊
と さ みなと

上之国
かみ の くに

しも の くに

し のりだて

さんえ

下之国蝦 夷 ヶ 島

陸 奥

松前

箱館
志苔館

え　　　ぞ　　　が　　しま

こまがたけ

はこだて

まつまえ

かきざきじょう

こ どまり

む つ

ほう き かんらく

たて

M7ソウヤの首
しゅ

長
ちょう

チョウケン　中
ちゅう

国
ごく

の錦
にしき

をはおり，
和製の漆

しっ

器
き

を置き，樺
から

太
ふと

アイヌのかさをかぶり，北
海道の熊皮をしく，宗

そう

谷
や

（現在の北
ほっ

海
かい

道
どう

稚
わっか

内
ない

市）の
アイヌ首長像。アイヌ文化の国際性がえがかれて
いる。18世紀末の図。オランダ ライデン国立民族学博物館蔵

O5銅
どう

銭
せん

　志
し

苔
のり

館
だて

の近くから
は，三つの大

おお

甕
がめ

から39万枚あ
まりの宋

そう

銭
せん

などが見つかった。
北海道 市立函館博物館蔵

OM2擦
さつ

文
もん

土器（左）とオホーツク式土器（右）　
くしの歯のような文

もん

様
よう

を持つ擦文土器と素
そう

麺
めん

の
ような文様が特

とく

徴
ちょう

のオホーツク式土器。左：高砂
遺跡出土 北海道立総合博物館蔵，右：栄浦第二遺跡出土 北海
道 ところ遺跡の森蔵

図の中では，どのようなことが行われ，どの
ような道具が使われているだろうか？

の表現である。
　衣食住の文化も同様で，おひょうという木の内

うち

皮
がわ

を加工
した繊

せん

維
い

で織られるアットゥシと呼ばれる衣服や，さけの
皮を加工してつくられるケリと呼ばれる履

はき

物
もの

は，寒冷地に
適した独自の技術によるものである。
　また，狩猟した熊の魂

たましい

を神の国へ送るイオマンテ（熊送
り）の祭りは，オホーツク文化の世界観を取り入れている
といわれるが，近世には漆器・陣

じん

羽
ば

織
おり

・清
せい

酒
しゅ

・刀
とう

剣
けん

など
の和製品が祭りの道具として用いられた。アイヌの文化は
このように，周りの文化を取り入れながら，みがかれた。
　こうした伝統文化は近代には同

どう

化
か

政策の下
もと

で否定され
たが，伝

でん

承
しょう

の努力が今も重ねられている。
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P1熊の彫
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品
ひん

北海道 東京大学常呂実習施設蔵
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え

夷
ぞ

ヶ
が

島
しま

と蝦夷地　現在の北
ほっ

海
かい

道
どう

本島は，古代以来，日本から
「蝦夷ヶ島」などと呼ばれた。近

きん

世
せい

には，松
まつ

前
まえ

・箱
はこ

館
だて

など渡
お

島
しま

半島南部を「松前地」と呼んで陸
む

奥
つの

国
くに

の内と見なし，それ以外
の「蝦夷地」（千

ち

島
しま

列島南部・樺
から

太
ふと

南部をふくむ）と区分した。 くわしく調べてみよう
公益財団法人アイヌ民族文化財団ホームページ
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（山
さん

丹
たん

）経由で中国の産物と交易され，それが日本へ送られ
た。また，毛皮の中でもラッコの皮は，ロシアとも交易さ
れた。一方，日本との交易は松前藩

はん

が独
どく

占
せん

した。シャク
シャインの戦いでアイヌ民族が松前藩に敗れると，次

し

第
だい

に
松前藩の支配が強まっていくこととなった。

アイヌの伝統文化
　比

ひ

内
ない

（秋
あき

田
た

県）・札
さっ

幌
ぽろ

（北海道）・得
うるっぷ

撫島（千島列島）・ポ
ロナイスク（サハリン）……。これらはいずれも，アイヌ
語に由

ゆ

来
らい

する地名である。こうした地名の中には『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』に登場するものがある。アイヌ語では氷をルプ（＝と
けるもの）という。北の風土の中で育まれた文化ならでは
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の和製品が祭りの道具として用いられた。アイヌの文化は
このように，周りの文化を取り入れながら，みがかれた。
　こうした伝統文化は近代には同
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「琉球の歴史と文化」「アイヌ民族の歴史
と文化」では、学習指導要領でもあげら
れている琉球・アイヌの文化を古代から
現代まで時代を通して紹介しています。

テーマから考える歴史 ▶ 視点をおさえるための発問 ▶ さらに深く掘り下げる学びへの工夫

「歴史へのアプローチ」では、時代を通した視点・グローバルな視点でみたテーマや、ポイントを
しぼってクローズアップしたテーマなど、10 のテーマを取り上げました。それぞれ多角的・多面
的に考察する力を養い、歴史の理解を深めることができます。
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5
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ペ キン

北京
てんしん

天津
こうしゅう

杭州ふくしゅう

福州

那覇
長崎鹿児島

寧古塔

せいけい

盛京

きつりん

吉林

まつまえ

松前

あっけし

厚岸

しらぬし

白主

オホーツク

キャフタ
（チタ）

イルクーツク

マカオ

ペトロバブロフスク

ヤクーチア（ヤクーツク）

樺太 カムチャツカ半島

大塚和義原図作製

千島列島

アリューシャン
列島

ロシア領アメリカ
（アラスカ）

（サハリン）
デレン

かんじょう

漢城

おおさか

大坂 え ど

江戸

こうしゅう

広州

オホーツ ク海

バイカル湖

ベーリング海

ベーリング
 海峡日本海

太 　 平 　 洋

北極海

黄 ム

ナ

ア

レ

ー
ル

川

川

河

東
シナ海

しん

清 ロ シ ア

日本

長
江

コワンチョウ

フーチョウ

な は

か ご しま ながさき

ハンチョウ
チーリン

ティエンチン

からふと

ニン グ ダ
●

●

●

●

●
●

●●

●

●
●

●

●

● ●

●

●

●
●

●

●
●●

●

1900 ●

1800 ●

1700 ●

1600 ●

1500 ●

1400 ●

1200 ●

1000 ●

800 ●

600 ●

400 ●

200 ●

前300 ●

紀元 ●

続縄文文化

擦文文化

オホーツク
文化

アイヌ文化

弥生

古墳

奈良・
平安

鎌倉・
室町

アイヌ（北海道）年 和人（本州）

さつもん

ぞく

縄　文　
じょう もん

やよい

ほっかいどう わ じん ほんしゅう

こ ふん

な　ら

へいあん

かまくら

むろまち

江戸
え　ど

近　代　

ロシアという三つの国に囲まれ，水産物や毛皮・木工芸品
などを中心に盛んな交易を行った。毛皮はアムールランド
（山
さん

丹
たん

）経由で中国の産物と交易され，それが日本へ送られ
た。また，毛皮の中でもラッコの皮は，ロシアとも交易さ
れた。一方，日本との交易は松前藩

はん

が独
どく

占
せん

した。シャク
シャインの戦いでアイヌ民族が松前藩に敗れると，次

し

第
だい

に
松前藩の支配が強まっていくこととなった。

アイヌの伝統文化
　比

ひ

内
ない

（秋
あき

田
た

県）・札
さっ

幌
ぽろ

（北海道）・得
うるっぷ

撫島（千島列島）・ポ
ロナイスク（サハリン）……。これらはいずれも，アイヌ
語に由

ゆ

来
らい

する地名である。こうした地名の中には『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』に登場するものがある。アイヌ語では氷をルプ（＝と
けるもの）という。北の風土の中で育まれた文化ならでは

6

→p. 127

Q　�アイヌ民族は，どのように周辺の世界とつながり，
どのような文化をつくり上げていったのだろうか。

アイヌ民族の世界
　日本列島の北部には，狩

しゅ

猟
りょう

や漁
ぎょ

労
ろう

・交
こう

易
えき

で暮らしを立
てるアイヌ民族の世界が広がっていた。アイヌ民族の歴史
をひもとくと，蝦

え

夷
ぞ

ヶ
が

島
しま

（北
ほっ

海
かい

道
どう

）を中心とした擦
さつ

文
もん

文化が，
オホーツク海沿岸に進出していたオホーツク文化と接

せっ

触
しょく

し，活発な交
こう

易
えき

をともなう新たな文化がつくり上げられた。
13世紀には樺

から

太
ふと

（サハリン）へ進出し，元
げん

（モンゴル）の勢
力とも戦い，本

ほん

州
しゅう

北
ほく

端
たん

・蝦夷ヶ島から千
ち

島
しま

列島全域・樺
太南部一帯をアイヌ民族の世界とした。

十三湊の繁栄とアイヌ民族
　14世紀ごろには津

つ

軽
がる

半島（青
あお

森
もり

県）の十
と

三
さ

湊
みなと

を根
こん

拠
きょ

地
ち

と
した安

あん

藤
どう

（安東）氏が，アイヌ民族との交易で繁
はん

栄
えい

し，蝦
夷ヶ島の産物である�さけ・こんぶ，毛皮などが日本海を
経由し盛

さか

んに京
きょう

都
と

方面へ送られた。アイヌ社会には漆
しっ

器
き

や鉄製品など，和製品が送られた。蝦夷ヶ島南部の渡
お

島
しま

半
島には本

ほん

州
しゅう

の人 （々和
わ

人
じん

）の活動も見られたが，15世紀に
は�かれらを束ねる館

たて

主
ぬし

と呼ばれる領
りょう

主
しゅ

たちが現れた。館
たて

の一つ志
し

苔
のり

館
だて

の近くからは，大量の銅銭が発
はっ

掘
くつ

されており，
大規模な交易が行われていたことが分かる。
　15世紀半ばには，館主との交易に不満を持つアイヌ民
族が，コシャマインを指導者として館主らと戦い，館を次々
に攻

せ

め落としたが，最終的に敗れた。これ以後，館を守り
ぬいた蠣

かき

崎
ざき

氏（のちの松
まつ

前
まえ

氏）が安藤氏の家
か

臣
しん

として和人
領主の筆

ひっ

頭
とう

となり，アイヌ民族との安定的な交易体制を整
えていくこととなった。

近世のアイヌ民族
　近
きん

世
せい

のアイヌ民族は，南に日本，北西に中
ちゅう

国
ごく

，北東に

用 語

3

4 5

アイヌ民族の歴史と文化

N4志
し

苔
のり

館
だて

跡
あと

　津
つ

軽
がる

海
かい

峡
きょう

に臨
のぞ

む段
だん

丘
きゅう

上に
ある。「館

たて

」とは小規模の城のことで，海
に面しており，港

こう

湾
わん

を持つ交
こう

易
えき

拠
きょ

点
てん

だっ
たことが分かる。北海道

M619世紀初頭の北太平洋地域における交
こう

易
えき

ルート

M8アイヌ民族（北
ほっ

海
かい

道
どう

）の歴史

P3十
と

三
さ

湊
みなと

と志
し

苔
のり

館
だて

M9イオマンテの様子『熊送り図』 個人蔵

歴史へのアプローチ④

道南十二館
コシャマインの蜂起で陥落した館

津
軽

海
峡

20km0

駒ヶ岳
恵山

（今谷明『日本国王と土民』による）

蠣崎城
小泊

十三湊
と さ みなと

上之国
かみ の くに

しも の くに

し のりだて

さんえ

下之国蝦 夷 ヶ 島

陸 奥

松前

箱館
志苔館

え　　　ぞ　　　が　　しま

こまがたけ

はこだて

まつまえ

かきざきじょう

こ どまり

む つ

ほう き かんらく

たて

M7ソウヤの首
しゅ

長
ちょう

チョウケン　中
ちゅう

国
ごく

の錦
にしき

をはおり，
和製の漆

しっ

器
き

を置き，樺
から

太
ふと

アイヌのかさをかぶり，北
海道の熊皮をしく，宗

そう

谷
や

（現在の北
ほっ

海
かい

道
どう

稚
わっか

内
ない

市）の
アイヌ首長像。アイヌ文化の国際性がえがかれて
いる。18世紀末の図。オランダ ライデン国立民族学博物館蔵

O5銅
どう

銭
せん

　志
し

苔
のり

館
だて

の近くから
は，三つの大

おお

甕
がめ

から39万枚あ
まりの宋

そう

銭
せん

などが見つかった。
北海道 市立函館博物館蔵

OM2擦
さつ

文
もん

土器（左）とオホーツク式土器（右）　
くしの歯のような文

もん

様
よう

を持つ擦文土器と素
そう

麺
めん

の
ような文様が特

とく

徴
ちょう

のオホーツク式土器。左：高砂

遺跡出土 北海道立総合博物館蔵，右：栄浦第二遺跡出土 北海
道 ところ遺跡の森蔵

図の中では，どのようなことが行われ，どの
ような道具が使われているだろうか？

の表現である。
　衣食住の文化も同様で，おひょうという木の内

うち

皮
がわ

を加工
した繊

せん

維
い

で織られるアットゥシと呼ばれる衣服や，さけの
皮を加工してつくられるケリと呼ばれる履

はき

物
もの

は，寒冷地に
適した独自の技術によるものである。
　また，狩猟した熊の魂

たましい

を神の国へ送るイオマンテ（熊送
り）の祭りは，オホーツク文化の世界観を取り入れている
といわれるが，近世には漆器・陣

じん

羽
ば

織
おり

・清
せい

酒
しゅ

・刀
とう

剣
けん

など
の和製品が祭りの道具として用いられた。アイヌの文化は
このように，周りの文化を取り入れながら，みがかれた。
　こうした伝統文化は近代には同

どう

化
か

政策の下
もと

で否定され
たが，伝

でん

承
しょう

の努力が今も重ねられている。

9

→p. 184

P1熊の彫
ちょう

刻
こく

品
ひん

北海道 東京大学常呂実習施設蔵

用 語 解 説

蝦
え

夷
ぞ

ヶ
が

島
しま

と蝦夷地　現在の北
ほっ

海
かい

道
どう

本島は，古代以来，日本から
「蝦夷ヶ島」などと呼ばれた。近

きん

世
せい

には，松
まつ

前
まえ

・箱
はこ

館
だて

など渡
お

島
しま

半島南部を「松前地」と呼んで陸
む

奥
つの

国
くに

の内と見なし，それ以外
の「蝦夷地」（千

ち

島
しま

列島南部・樺
から

太
ふと

南部をふくむ）と区分した。 くわしく調べてみよう
公益財団法人アイヌ民族文化財団ホームページ
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上野

根津

茗荷谷
向島

本所
両国

山王権現
金毘羅社

江戸城

目黒不動

佃島

御殿山

高輪

麻布

芝

市ヶ谷

牛込

道灌山
吉原

小石川
本郷

湯島

神田

富岡八幡宮

亀戸天神

増上寺
芝神明社

愛宕社

神田明神
回向院

寛永寺

八丁堀
京橋
日本橋

深川

池袋

上板橋

江古田
千住

祐天寺

代々木上原

秋葉原

東京

新橋

新宿

渋谷

品川

江戸湾

荒
川

武家地
町人地
寺社地

いずれも
19世紀中ごろ

現在の海岸線

幕府が1818年に決めた「江戸」の境界線（朱引）

夏
冬 不忍池

秋

春

奉行所の
管轄内（墨引）

みょうがだに

かん だ みょうじん

すみびき

め ぐろ ふ どう

ぞうじょう じ

浅草寺

しゅびき

浅草寺 142～143ページで
取り上げられている
名所

かんえいじ

かめいど てんじん

せんそうじ

さんのうごんげん

こん ぴ　ら しゃ

あたご しゃ

え こういん

とみおかはちまんぐう

しばしんめいしゃ

風景の中から名所を選び出していったのである。
　この案内記は，折りたたんでふところに入る大きさ
（15.8cm×7.5cm）でつくられている。江戸の人々は，こ
うしたコンパクトな案内記をたずさえて，四季を通じて名
所を楽しんだのだろう。

「神仏」をつくる
　江戸に集まる各

かく

藩
はん

の屋
や

敷
しき

も名所となった。特に19世紀
になると，各藩は，屋敷にまつった神仏（邸

てい

内
ない

社
しゃ

）を人々に
公開した。公開された邸内社は，確認できるものだけでも
大
だい

名
みょう

屋敷で延べ53か所，旗
はた

本
もと

屋敷で延べ15か所に上
のぼ

る。
　公開された神仏は，丸

まる

亀
がめ

藩
はん

（香
か

川
がわ

県）上
かみ

屋
や

敷
しき

の金
こん

毘
ぴ

羅
ら

社
しゃ

（現在の虎
とら

ノ
の

門
もん

の金
こ

刀
と

比
ひ

羅
ら

宮
ぐう

）・久
く

留
る

米
め

藩（福
ふく

岡
おか

県）下
しも

屋敷
の水
すい

天
てん

宮
ぐう

（場所は移転，現在の日
に

本
ほん

橋
ばし

の水天宮）・西
にし

大
おお

平
ひら

藩（愛
あい

知
ち

県）下屋敷の豊
とよ

川
かわ

稲
いなり

荷（現在の港
みなと

区の豊川稲荷）な
ど国
くに

元
もと

の有名な神仏を移してきたものが多い。また，いず
れの屋敷でも，公開日を限り，錦

にしき

絵
え

・略
りゃく

縁
えん

起
ぎ

（現在のパン
フレットのようなもの）などで宣伝し，祭礼・見

み

世
せ

物
もの

・興
こう

行
ぎょう

（富くじ・流
や ぶ さ め

鏑馬ほか）を準備するなど，さまざまな工
く

夫
ふう

をこらした。
　ふだんは入ることのできない武

ぶ

家
け

屋敷の空間を開くとい
うことが，集客につながったと考えられる。幕

ばく

府
ふ

は新規の
神仏公開を禁じ，また屋敷の周囲に集まる商人や，根

こん

拠
きょ

の
ない神仏に関する話を流

る

布
ふ

することを取りしまったが，屋
敷の開放については禁止できなかった。

5

6

Q　�江
え

戸
ど

の町の人々がレクリエーションを楽しむ場は，
どのようにして生まれたのだろうか。

名所の成立
　江戸が都市として巨

きょ

大
だい

化し，人口が過
か

密
みつ

になってくると，
そこに暮らす人々は「自然」を求めるようになった。また
一方で，現

げん

世
ぜ

利
り

益
やく

を求めた「神仏」への信
しん

仰
こう

も望むよう
になった。こうした人々の望みをかなえる「気晴らしの場」
としての「名

めい

所
しょ

」が，江戸では17世紀後半から生み出さ
れていった。そして出版文化の発達にともない，名所案内
記が地域ごと，季節ごとなどさまざまな形式を採って刊行
された。特に，多くの図を用いた『江戸名所図

ず

会
え

』や，毎
月の見

み

所
どころ

の名所や神社仏
ぶっ

閣
かく

の歳
さい

事
じ

を紹
しょう

介
かい

した『東
とう

都
と

歳
さい

事
じ

記
き

』は，評判となった。こうした案内記は，貸
かし

本
ほん

屋
や

などを
通じて民衆にも広まり，また江戸を訪

おとず

れる人々の土
みやげ

産物
ともなった。

「自然」を発見する
　『四季遊

ゆう

観
かん

江戸名物図絵』は自然にかかわる名物・名所
の案内記の一つである。近

きん

郊
こう

農村の神
か

奈
な

川
がわ

や市
いち

川
かわ

（千
ち

葉
ば

県）
に至るまで，有名寺社にとどまらず，植木屋や個人宅など
計1045か所の名所が挙げられている。そして，名物は各
月のもののほか，四季を通じて楽しめる松など計150項

こう

目
もく

が取り上げられている。江戸の人々は，さまざまな動植物，

1

4

都市の暮らしと名所
歴史へのアプローチ⑤

名所のにぎわいを支えるもの
　邸内社の公開の大きな目的は，賽

さい

銭
せん

収入である。実際に
丸亀藩金毘羅社の場合は，毎年100～150両

りょう

が国元に送金
されている。また，久留米藩水天宮の場合は，1855（安

あん

政
せい

2）年までの収益が3000両に達し，その約半分が藩
はん

主
しゅ

家
族の生活費にあてられていた。
　こうした邸内社の公開の宣伝や集客には，近辺の町

ちょう

人
にん

，
特にふだんから屋敷に物資を納入する町人が深く関わった。
例えば，丸亀藩金毘羅社の銅

どう

鳥
とり

居
い

（1821年建立）には，屋
敷に出入りする町人が奉

ほう

納
のう

した人として名を連ねている。
　名所は，気晴らしを求めて訪れる人々のみならず，その
場に利害関係のある人々の活動があってこそ，にぎわいを
見せたのである。

M4『四季遊
ゆう

観
かん

江
え

戸
ど

名物図
ず

絵
え

』に見る四季　春，上
うえ

野
の

花
はな

遊
あそび

。夏，茗
おちゃ

渓
のみずの

蛍
ほたる

狩
がり

。秋，根
ね

津
づ

紅
も み じ

葉。冬，不
しのばずの

忍池
いけ

雪
せっ

景
けい

。
1835（天

てん

保
ぽう

６）年刊行。国立歴史民俗博物館蔵

M2江
え

戸
ど

の名所

M6江戸の代表的な祭
さい

礼
れい

，山
さん

王
のう

祭
まつり

の作
つく

り物
もの

『江戸名所図会』 国立歴史民俗博物館蔵

P5丸
まる

亀
がめ

藩
はん

上
かみ

屋
や

敷
しき

の金
こん

毘
ぴ

羅
ら

社
しゃ

  
歌川広重画『江戸名勝図会　虎ノ門』 国立
国会図書館蔵

O3浅
せん

草
そう

寺
じ

仁
に

王
おう

門
もん

（現在
の宝

ほう

蔵
ぞう

門
もん

） 『新板浮絵江戸浅草
金龍山仁王門図』 千葉県 国立歴史
民俗博物館蔵

M1隅
すみ

田
だ

川
がわ

の花火の様子 『江戸名所図会』 東京都 国立国会図書館蔵

春 夏 秋 冬
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上野

根津

茗荷谷
向島

本所
両国

山王権現
金毘羅社

江戸城

目黒不動

佃島

御殿山

高輪

麻布

芝

市ヶ谷

牛込

道灌山
吉原

小石川
本郷

湯島

神田

富岡八幡宮

亀戸天神

増上寺
芝神明社

愛宕社

神田明神
回向院

寛永寺

八丁堀
京橋
日本橋

深川

池袋

上板橋

江古田
千住

祐天寺

代々木上原

秋葉原

東京

新橋

新宿

渋谷

品川

江戸湾

荒
川

武家地
町人地
寺社地

いずれも
19世紀中ごろ

現在の海岸線

幕府が1818年に決めた「江戸」の境界線（朱引）

夏
冬 不忍池

秋

春

奉行所の
管轄内（墨引）

みょうがだに

かん だ みょうじん

すみびき

め ぐろ ふ どう

ぞうじょう じ

浅草寺

しゅびき

浅草寺 142～143ページで
取り上げられている
名所

かんえいじ

かめいど てんじん

せんそうじ

さんのうごんげん

こん ぴ　ら しゃ

あたご しゃ

え こういん

とみおかはちまんぐう

しばしんめいしゃ

風景の中から名所を選び出していったのである。
　この案内記は，折りたたんでふところに入る大きさ
（15.8cm×7.5cm）でつくられている。江戸の人々は，こ
うしたコンパクトな案内記をたずさえて，四季を通じて名
所を楽しんだのだろう。

「神仏」をつくる
　江戸に集まる各

かく

藩
はん

の屋
や

敷
しき

も名所となった。特に19世紀
になると，各藩は，屋敷にまつった神仏（邸

てい

内
ない

社
しゃ

）を人々に
公開した。公開された邸内社は，確認できるものだけでも
大
だい

名
みょう

屋敷で延べ53か所，旗
はた

本
もと

屋敷で延べ15か所に上
のぼ

る。
　公開された神仏は，丸

まる

亀
がめ

藩
はん

（香
か

川
がわ

県）上
かみ

屋
や

敷
しき

の金
こん

毘
ぴ

羅
ら

社
しゃ

（現在の虎
とら

ノ
の

門
もん

の金
こ

刀
と

比
ひ

羅
ら

宮
ぐう

）・久
く

留
る

米
め

藩（福
ふく

岡
おか

県）下
しも

屋敷
の水
すい

天
てん

宮
ぐう

（場所は移転，現在の日
に

本
ほん

橋
ばし

の水天宮）・西
にし

大
おお

平
ひら

藩（愛
あい

知
ち

県）下屋敷の豊
とよ

川
かわ

稲
いなり

荷（現在の港
みなと

区の豊川稲荷）な
ど国
くに

元
もと

の有名な神仏を移してきたものが多い。また，いず
れの屋敷でも，公開日を限り，錦

にしき

絵
え

・略
りゃく

縁
えん

起
ぎ

（現在のパン
フレットのようなもの）などで宣伝し，祭礼・見

み

世
せ

物
もの

・興
こう

行
ぎょう

（富くじ・流
や ぶ さ め

鏑馬ほか）を準備するなど，さまざまな工
く

夫
ふう

をこらした。
　ふだんは入ることのできない武

ぶ

家
け

屋敷の空間を開くとい
うことが，集客につながったと考えられる。幕

ばく

府
ふ

は新規の
神仏公開を禁じ，また屋敷の周囲に集まる商人や，根

こん

拠
きょ

の
ない神仏に関する話を流

る

布
ふ

することを取りしまったが，屋
敷の開放については禁止できなかった。

5

6

Q　�江
え

戸
ど

の町の人々がレクリエーションを楽しむ場は，
どのようにして生まれたのだろうか。

名所の成立
　江戸が都市として巨

きょ

大
だい

化し，人口が過
か

密
みつ

になってくると，
そこに暮らす人々は「自然」を求めるようになった。また
一方で，現

げん

世
ぜ

利
り

益
やく

を求めた「神仏」への信
しん

仰
こう

も望むよう
になった。こうした人々の望みをかなえる「気晴らしの場」
としての「名

めい

所
しょ

」が，江戸では17世紀後半から生み出さ
れていった。そして出版文化の発達にともない，名所案内
記が地域ごと，季節ごとなどさまざまな形式を採って刊行
された。特に，多くの図を用いた『江戸名所図

ず

会
え

』や，毎
月の見

み

所
どころ

の名所や神社仏
ぶっ

閣
かく

の歳
さい

事
じ

を紹
しょう

介
かい

した『東
とう

都
と

歳
さい

事
じ

記
き

』は，評判となった。こうした案内記は，貸
かし

本
ほん

屋
や

などを
通じて民衆にも広まり，また江戸を訪

おとず

れる人々の土
みやげ

産物
ともなった。

「自然」を発見する
　『四季遊

ゆう

観
かん

江戸名物図絵』は自然にかかわる名物・名所
の案内記の一つである。近

きん

郊
こう

農村の神
か

奈
な

川
がわ

や市
いち

川
かわ

（千
ち

葉
ば

県）
に至るまで，有名寺社にとどまらず，植木屋や個人宅など
計1045か所の名所が挙げられている。そして，名物は各
月のもののほか，四季を通じて楽しめる松など計150項

こう

目
もく

が取り上げられている。江戸の人々は，さまざまな動植物，

1

4

都市の暮らしと名所
歴史へのアプローチ⑤

名所のにぎわいを支えるもの
　邸内社の公開の大きな目的は，賽

さい

銭
せん

収入である。実際に
丸亀藩金毘羅社の場合は，毎年100～150両

りょう

が国元に送金
されている。また，久留米藩水天宮の場合は，1855（安

あん

政
せい

2）年までの収益が3000両に達し，その約半分が藩
はん

主
しゅ

家
族の生活費にあてられていた。
　こうした邸内社の公開の宣伝や集客には，近辺の町

ちょう

人
にん

，
特にふだんから屋敷に物資を納入する町人が深く関わった。
例えば，丸亀藩金毘羅社の銅

どう

鳥
とり

居
い

（1821年建立）には，屋
敷に出入りする町人が奉

ほう

納
のう

した人として名を連ねている。
　名所は，気晴らしを求めて訪れる人々のみならず，その
場に利害関係のある人々の活動があってこそ，にぎわいを
見せたのである。

M4『四季遊
ゆう

観
かん

江
え

戸
ど

名物図
ず

絵
え

』に見る四季　春，上
うえ

野
の

花
はな

遊
あそび

。夏，茗
おちゃ

渓
のみずの

蛍
ほたる

狩
がり

。秋，根
ね

津
づ

紅
も み じ

葉。冬，不
しのばずの

忍池
いけ

雪
せっ

景
けい

。
1835（天

てん

保
ぽう

６）年刊行。国立歴史民俗博物館蔵

M2江
え

戸
ど

の名所

M6江戸の代表的な祭
さい

礼
れい

，山
さん

王
のう

祭
まつり

の作
つく

り物
もの

『江戸名所図会』 国立歴史民俗博物館蔵

P5丸
まる

亀
がめ

藩
はん

上
かみ

屋
や

敷
しき

の金
こん

毘
ぴ

羅
ら

社
しゃ

  
歌川広重画『江戸名勝図会　虎ノ門』 国立
国会図書館蔵

O3浅
せん

草
そう

寺
じ

仁
に

王
おう

門
もん

（現在
の宝

ほう

蔵
ぞう

門
もん

） 『新板浮絵江戸浅草
金龍山仁王門図』 千葉県 国立歴史
民俗博物館蔵

M1隅
すみ

田
だ

川
がわ

の花火の様子 『江戸名所図会』 東京都 国立国会図書館蔵

春 夏 秋 冬
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Q　�近代日本において女性教育はどのように考えられ，女子
留学生はその考えにどのような影

えい

響
きょう

をあたえたのだろ
うか。

女子留学生の派遣
　1871（明

めい

治
じ

4）年，日本初の女子留学生が岩
いわ

倉
くら

使節団に同行し
てアメリカに派

は

遣
けん

された。当時，女性が母親として家庭で行う，
男子への教育を重視する考えがあり，岩

いわ

倉
くら

具
とも

視
み

も家庭内での教育
を充

じゅう

実
じつ

させるためには女子の教育が必要と考えたため，留学期
間10年という条件で，約60人の募

ぼ

集
しゅう

が行われた。
　開
かい

拓
たく

使
し

が募集した結果，五人の女子が選ばれ，そのうち二人は
途
と

中
ちゅう

で帰国したが，三人が10年間の留学生活をアメリカで送っ
た。山

やま

川
かわ

捨
すて

松
まつ

（1860～1919），永
なが

井
い

繁
しげ

子
こ

（1861～1928），津
つ

田
だ

梅
うめ

子
こ

（1864～1929）である。

帰国後の活動
　女子留学生には，アメリカの家庭生活を学ぶことが期待されて
いたため，10年という長期の留学期間が設定され，年

ねん

齢
れい

が低い
女子が選ばれた。しかし，三人の生

しょう

涯
がい

の活動を見ると，それは
家庭にとどまるものではなかった。津田は，女子が男子と同じよ
うに学問を学べる場として，1900（明治33）年に女子英

えい

学
がく

塾
じゅく

（の
ちの津田塾大学）を創立した。山川も女子英学塾の顧

こ

問
もん

・理事な
どを務めて，津田を支えた。永井は音楽の教師として西洋音楽を
日本に伝える先

せん

駆
く

者
しゃ

の一人となり，退職後は女子英学塾で働いた。
　三人がともにたずさわった女子英学塾は，英語教師の育成が重
要視された。卒業生の多くが教職に就

つ

くことで女性の自立はもち
ろんのこと，日本の英語教育にも重要な役割を果たした。例えば，
当時の英語教育が読み・書きにかたよっていたことを問題視し，
自然な英語を聞き，話し，読み，書ける教育を目指して，1930
年代前半に「津田リーダー」や『津田英文典』という新しい教科
書を作成している。
　三人の女子留学生は，政府の意図とは異なり，女性が社会進出
をしていくうえでの重要な足

そく

跡
せき

を残していったのである。

1

2 4 5

6

3

近代日本と女子留学生

N■3女子英
えい

学
がく

塾
じゅく

　1934(昭和
9)年8月の『会報』第39号に
よると，卒業生1177人中274
人が教職に就

つ

いている。 

津田塾大学津田梅子資料室蔵

M■6津
つ

田
だ

梅
うめ

子
こ

　６歳
さい

という最も幼い年
ねん

齢
れい

で
渡
と

航
こう

した津田もまた旧
幕
ばく

臣
しん

の出身者だった。
津田塾大学津田梅子資料室蔵

M■1岩
いわ

倉
くら

使節団に同行した五
人の女子留学生 
東京都 津田塾大学津田梅子資料室蔵

M■4山
やま

川
かわ

捨
すて

松
まつ

　会
あい

津
づ

藩
はん

（福
ふく

島
しま

県）出身で，
のちに東

とう

京
きょう

帝
てい

国
こく

大学
総長になった山

やま

川
かわ

健
けん

次
じ

郎
ろう

の妹。個人蔵

O■2アメリカ留学中の三人
左から津

つ

田
だ

，山
やま

川
かわ

，永
なが

井
い

。
津田塾大学津田梅子資料室蔵

N■5永
なが

井
い

繁
しげ

子
こ

　三
みつ

井
い

財
ざい

閥
ばつ

を支えた益
ます

田
だ

孝
たかし

の妹
で，自身は幕

ばく

府
ふ

軍の医
者の養女だった。
津田塾大学津田梅子資料室蔵

歴史へのアプローチ⑦

教養を身につける「歴史へのアプローチ」幅広い知識と

近世江戸の町や人々の生活の様子を、資料をみながら再現し、
考える工夫がほどこされています。名所の誕生、都市と自然の
関係など、現在の観光業や環境問題を考える要素が満載です。

生徒たちと年齢の近い女子たちが、明治初年に外
国へ留学し、どのような経験をし、日本に戻り、
どのように活躍したかをみることで、親近感を
もって歴史にふれることができます。

テーマから考える歴史 ▶ 視点をおさえるための発問 ▶ さらに深く掘り下げる学びへの工夫

「歴史へのアプローチ」
ラインナップ

❶中国の記録に見る日本列島
❷東西ユーラシアの動き
❸琉球の歴史と文化
❹アイヌ民族の歴史と文化
❺都市の暮らしと名所
❻国家とは何か
❼近代日本と女子留学生
❽日本の植民地
❾1920 年代の日本経済
❿日本の領土の変遷
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教育基本法との対応
教育基本法第 2条 教科書における対応

第 2 条第 1 号　幅広い
知識と教養を身に付け、
真理を求める態度を養
い、豊かな情操と道徳心
を培うとともに、健やか
な身体を養うこと。

⃝�中学校における歴史教育の重要性を考慮し、とくに歴史を学ぶことを通じて社会を知り、自ら考え、自分たちの社会をつくる力を養
うことのできる教科書をめざしました。
⃝�全体の叙述をわかりやすくし、本単元では扱いきれないものを「歴史へのアプローチ」で示すことで「幅広い知識と教養を身に付け」
ることができます。
⃝�日本のみならず、アジア諸地域、ヨーロッパ諸国の歴史叙述を通じて、「幅広い知識と教養を身に付け」ることができます。
⃝�各ページにおいた多くの発問や章末の「まとめ」のページで「真理を求める態度を養」うことができます。
⃝�「縄文時代の人々の暮らし」「弥生時代の人々の暮らし」（p.29、30）、「武士の日常、民衆の生活」（p.72、73）など各時代の人々の生活、
社会との関わりなどを示すことをとおし、「豊かな情操と道徳心を培う」ことができます。
⃝�「身近な地域を調べよう」には、フィールドワーク（p.11）などを盛り込み、「健やかな身体を養う」配慮をしています。

第 2号　個人の価値を尊
重して、その能力を伸ば
し、創造性を培い、自主
及び自律の精神を養うと
ともに、職業及び生活と
の関連を重視し、勤労を
重んずる態度を養うこと。

⃝�「歴史を考えよう」や「地域からのアプローチ」のページをはじめ、課題や発問をおくことで、生徒一人一人が課題を追究できるよ
うに工夫しました。そうした学習から「個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精神を養う」こ
とができます。
⃝�労働に関する記述、技術革新や産業に関する記述などから、「職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養うこと」へ
の配慮をしています。
⃝�第 1章「身近な地域を調べよう」では、聞き取り調査（p.10）などを盛り込み、「生活との関連を重視」しています。
⃝�「律令国家の仕組みと人々の暮らし」（p.40、41）、「産業革命と社会の変化」「富国強兵と殖産興業」「日本の産業革命と経済の発展」（p.160、
176、202）、「高度経済成長」（p.270）の叙述や発問をとおし「職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養う」ことに配
慮しています。

第 3号　正義と責任、男
女の平等、自他の敬愛と
協力を重んずるととも
に、公共の精神に基づき、
主体的に社会の形成に
参画し、その発展に寄与
する態度を養うこと。

⃝�日本や世界がかかえる現代の諸課題について、歴史的に深く考察できるような教科書をめざしました。
⃝�人権・差別・平等などに関する記述や、歴史を多面的・多角的に捉えた記述などをとおし、「正義と責任、男女の平等、自他の敬愛
と協力を重んじるとともに、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと」に配慮して
います。
⃝�ハンムラビ法典やペリクレスの演説の史料（p.18、20）では、当時の正義・責任の基本となる考え方を紹介しています。
⃝�御成敗式目や分国法、武家諸法度の史料（p.71、97、121、132）では、当時の正義・責任の基本となる考え方を紹介しています。
⃝�「都市（町）の成長」「農村（惣村）の自治」「自力救済・徳政・一揆」などの叙述（p.93、94）では、「主体的に社会の形成に参画」
した事例を紹介しています。
⃝�「江戸時代の社会の仕組み」の叙述（p.122）では、当時の「自他の敬愛と協力を重んずる」態度を紹介しています。
⃝�「市民革命の時代」（p.156-159）、「コラム　五日市憲法」（p.186）、「大正デモクラシーの風潮」「社会運動の高まり」「普通選挙法の制定」
「歴史を考えよう⑥　第 1回普通選挙の実態を探る」の叙述（p.223、226-229）では、「主体的に社会の形成に参画」した事例を紹介し
ています。
⃝�「身分制度の廃止と四民平等」「労働者と社会問題」の叙述（p.173、206-207）では、当時の正義と責任について考えさせる配慮をして
います。
⃝�「歴史へのアプローチ⑦　近代日本と女子留学生」（p.185）、女性参政権の実現の図版（p.219）、「人物コラム　ガートルード=ベル」（p.221）
では、「男女の平等」を重んじる態度を養う配慮をしています。
⃝�「歴史を考えよう⑦　大日本帝国憲法と日本国憲法」「独立回復と日米安保条約」の叙述（p.260-261、264-265）では、「正義と責任、男
女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を
養うこと」に配慮しています。

第 4号　生命を尊び、自
然を大切にし、環境の保
全に寄与する態度を養
うこと。

⃝�全体の叙述や図版のなかで、生命の尊さ、環境問題、災害にも視座を向ける工夫をしています。
　�「民衆の生活」「農業の発達」の叙述や信玄堤の図版説明（p.73、92、97）、ロンドン・テムズ川の汚染の図版（p.161）、「人物コラム　
田中正造」（p.207）、「過疎化と公害問題」「現在の日本の課題」（p.270-271、281）では、「自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度
を養うこと」に配慮しています。

⃝�「歴史へのアプローチ⑤　都市の暮らしと名所」（p.142-143）では、「自然を大切に」する態度を養うことに配慮しています。
⃝�「ゲルニカ」の図版や発問（p.242）では、「生命を尊」ぶ態度を養うことに配慮しています。

第 5号　伝統と文化を尊
重し、それらをはぐくん
できた我が国と郷土を愛
するとともに、他国を尊
重し、国際社会の平和と
発展に寄与する態度を養
うこと。

⃝�日本の文化についての記述をとおし「伝統と文化を尊重」しています。
⃝�ユネスコの世界遺産と日本の国宝の写真にはマークを付し、見返しには日本の世界遺産を示しています。
⃝�「飛鳥文化」「歴史書の編さん」「コラム　日本の神話」「聖武天皇と天平文化」「正倉院宝物」「コラム　神仏習合」「国風文化と平安
文学」の叙述や写真（p.37、42-43、44-45、51、54-55）をとおし、「伝統と文化を尊重」する配慮をしています。
⃝�第 1章「年代の表し方」（p.5）、「武士の生活」「鎌倉時代の文化」「歴史を考えよう②　マンガの源流、絵巻物を考える」「室町時代
の文化」の叙述や写真（p.72、74-77、98-99）をとおし、「伝統と文化を尊重」する配慮をしています。
⃝�「桃山文化」「諸産業の発達」「特産物の誕生」「コラム　漆器の広がり」「儒学と諸学問」「元禄文化」「新しい学問と化政文化」「地
域からのアプローチ④　金沢」の叙述や写真（p.118-119、128-129、133、144-145、150-151）をとおし、「伝統と文化を尊重」する配慮を
しています。
⃝�「歴史を考えよう⑤　世界遺産・富岡製糸場から日本の近代を考える」「文明開化と欧米文化の導入」「明治の文化と教育」の本テー
マの叙述や写真（p.178、181、208-209）をとおし、「伝統と文化を尊重」する配慮をしています。
⃝�世界の宗教の歴史（p.24-25）、「ヴェルサイユ条約と国際関係」（p.218-219）、「今日の世界」「現在の日本の課題」（p.278-279、281）では、
「他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと」に配慮しています。
⃝�「歴史へのアプローチ⑥　国家とは何か」（p.175）では「我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄
与する態度を養うこと」に配慮しています。
⃝�「歴史へのアプローチ⑩　日本の領土の変遷」（p.266）の叙述は「我が国と郷土を愛する」態度を養うことに配慮しています。
⃝�グローバル化の進む現代において、日本と世界の関係についても考えることのできる教科書をめざしました。

＝のかたち
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検討の観点
指導要領との比較検討の観点 教科書における対応

中学校社会科歴史的分野で育成をめざす資質・能力

知識・技能 ＊�各時代の専門家（大学）と中学校で教える教員が、話し合いを重ねて練り上げた内容を、中学生に理解できる文章で
記述しています。
＊�各単元が、導入の発問→本文→ステップアップによる振り返り、という流れで統一され、知識・技能を身につける構造
になっています。
＊�第 1章「歴史との対話」では、歴史を学ぶための基礎知識と、歴史の調べ方を示し、歴史学習に必要な技術が習得で
きる工夫をしています。
＊本文に出てくる難しい用語には同じ頁に「用語解説」や側註をつけ、生徒の理解を助ける工夫をしています。
＊グローバル化に対応し世界史分野をふやす学習指導要領の流れをくみ、世界史の叙述を充実させています。

思考力・判断力 ＊�各単元の導入の発問、ステップアップの課題、図版に付した発問など、各所に設けた発問を自ら考え、判断する力を
身につけられる工夫がされています。
＊政治史のみならず、経済・社会の側面も充実した叙述になっており、多面的・多角的な考察ができます。
＊さまざまな立場を考慮した叙述を心がけ、価値観の異なる立場の資料も取り上げています。

学びに向かう力・人間性 ＊�基本的に見開き 2頁とし、授業時間数 135 で無理なく学べる全体構成になっています（→パンフレットp.4-5 目次と配当
時間例参照）。
＊�大きな紙面（AB判）を利用して図版を大きく、みやすくし、発問によって、どこに注目すべきかの示唆を与え、歴史
への興味関心を呼ぶ工夫をしています。
＊ �p.8「身近な地域を調べよう」は、実際の中学生を想定し、調査の順序、注意事項を示し、生徒が主体的に取り組む
ことを促す工夫をしています。

内容の取り扱い

ア　�生徒の発達の段階を考慮して、各時
代の特色や時代の転換に関係する基
礎的・基本的な歴史に関わる事象を
重点的に選んで指導内容を構成する
こと。

＊教科書の構成は、学習指導要領の目標・内容に沿って、歴史の流れを理解できるようになっています。
＊�各章の扉（p.14、62、102、154、212、254）に古代・中世・近世・近代・戦間期・現代の各時代の帯年表を入れ、一目で
その時代の日本と世界の大きな流れが理解できる工夫をしています。
＊章末には「まとめ」の頁をおき、時代ごとの復習ができます。

イ　�調査や諸資料から歴史に関わる事象
についてのさまざまな情報を効果的
に収集し、読み取り、まとめる技能
を身につける学習を重視すること。
その際、年表を活用した読み取りや
まとめ、文献、図版などの多様な資
料、地図などの活用を十分におこな
うこと。

＊�資料を多く入れることで、歴史における資料の重要性を中学生のうちから学んでもらえるよう工夫しました。資料には、
発問を付し、生徒が活用できる工夫を凝らしています。
＊ �p.56「歴史を考えよう①　平安京と京都の町を考える」では、京都の地図や史料から平安京について考え、興味をも
たせる工夫をしています。

＊ �p.228「歴史を考えよう⑥　第 1回普通選挙の実態を探る」では、さまざまな資料から、普通選挙の実施された当時
の様子を考えさせる工夫をしています。

＊ �p.260「歴史を考えよう⑦　大日本帝国憲法と日本国憲法」では、二つの憲法の共通点、相違点を考えさせる工夫を
しています。

ウ　�歴史に関わる事象の意味・意義や特
色、事象間の関連を説明したり、課
題を設けて追究したり、意見交換し
たりするなどの学習を重視して、思
考力、判断力、表現力等を養うとと
もに、学習内容の確かな理解と定着
をはかること。

＊�本文は因果関係を意識して記述し、歴史の事象とその背景となった時代の特徴、意味や意義をわかりやすく説明して
います。
＊ �p.74 の発問「鎌倉時代にどのような仏教の新しい教えが生まれ、どのように広まっていっただろうか。」などのように、
歴史が変化する過程でおこる諸課題が、どのような時代を背景に生まれ、どのような影響をおよぼしたのかを考えさ
せるような発問を用意しています。

＊�「歴史を考えよう」「地域からのアプローチ」では、課題や発問を付し、グループ活動をとおして意見を交換したりす
る力を身につけさせる工夫をほどこしています。

エ　�各時代の文化については、代表的な
事例を取り上げてその特色を考察さ
せるようにすること。

＊ �p.37 飛鳥文化、p.44 天平文化、p.45 正倉院宝物、p.51 弘仁・貞観文化、p.54 国風文化、p.74 鎌倉文化、p.98 室町時
代の文化、p.118 桃山文化、p.133 元禄文化、p.144 化政文化、p.208 明治の文化、p.231 大衆文化など、各時代の文化
の代表例を示し、特色を考察させています。

＊ �p.76「歴史を考えよう②　マンガの源流、絵巻物を考える」では、絵巻物を紹介しながら、なぜ中世に絵巻物が盛ん
につくられるようになったか考えさせる工夫をしています。

＊ �p.142「歴史へのアプローチ⑤　都市の暮らしと名所」では、都市史研究の成果を教科書に取り入れ、当時のガイドブッ
クといってもよい名所図会をとおし、都市・娯楽・環境などを考えさせる工夫をしています。

オ　�歴史にみられる国際関係や文化交流
のあらましを理解させ、わが国と諸
外国の歴史や文化が相互に深く関
わっていることを考察させるように
すること。その際、歴史にみられる
文化や生活の多様性に気付かせるこ
と。

＊ �p.32「歴史へのアプローチ①　中国の記録に見る日本列島」では、中国の史料にみる日本の情報から当時の交流を考
えさせます。

＊p.39「唐の成立と東アジアの変化」では、唐の情勢や朝鮮半島の状況と日本の関係を考えさせます。
＊p.68「地域からのアプローチ③　平泉」では、国風文化とともに日宋の交易も意識させる工夫をしています。
＊ �p.88「歴史へのアプローチ③　琉球の歴史と文化」、p.90「歴史へのアプローチ④　アイヌ民族の歴史と文化」では、
琉球とアイヌ民族がどのような歴史をたどってきたかを紹介しています。

＊ �p.185「歴史へのアプローチ⑦　近代日本と女子留学生」では、生徒たちと年齢の近い女子たちがアメリカに留学で
派遣されたことを紹介することで、国際交流を理解させるとともに、歴史を身近に感じさせる工夫をしています。

＊ �p.200「歴史へのアプローチ⑧　日本の植民地」では、生徒が理解しにくい、日本の植民地政策をわかりやすく紹介
しています。
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内容の取り扱い

カ　�国家および社会並びに文化の発展や
人々の生活の向上につくした歴史上
の人物と現在に伝わる文化遺産につ
いて、生徒の興味・関心を育てる指
導につとめるとともに、それらの時代
的背景や地域性などと関連付けて考
察させるようにすること。その際、身
近な地域の歴史上の人物と文化遺産
を取り上げることにも留意すること。

＊ �p.52 菅原道真、p.85 足利義満、p.99 雪舟、p.105レオナルド=ダ =ヴィンチとミケランジェロ、p.106 コロンブス、p.109
鄭和、p.112 フランシスコ=ザビエル、p.114 織田信長、p.115 豊臣秀吉、p.121 徳川家康、p.132 新井白石、p.137 徳
川吉宗、p.138 田沼意次、p.140 松平定信、p.141大黒屋光太夫と高田屋嘉兵衛、p.146 大塩平八郎、p.147 水野忠邦、p.157
クロムウェル、p.158 ルイ 14 世、p.159 ナポレオン、p.161マルクス、p.162リンカン、p.169 吉田松陰、p.177 渋沢栄一、
p.184 尚泰、p.187 西郷隆盛と大久保利通、p.188 伊藤博文、p.192 井上馨、p.193 陸奥宗光、小村寿太郎、p.194 李鴻章、
p.195 山県有朋、p.199 孫文、袁世凱、p.207 田中正造、p.208 樋口一葉、p.219 新渡戸稲造、p.221ガートルード=ベル、
p.222 桂太郎、p.224 原敬、p.233 フランクリン=ローズヴェルト、p.237 浜口雄幸、p.240 近衛文麿、p.263 ホー =チ
=ミン、p.265 岸信介、p.269 佐藤栄作などの 49人を人物コラムで取り上げています。

＊ �p.178「歴史を考えよう⑤　世界遺産・富岡製糸場から日本の近代を考える」では日本の殖産興業について深く学ば
せることができます。

キ　�歴史に関わる事象の指導にあたって
は、地理的分野との連携をふまえ、
地理的条件にも着目して取り扱うよ
う工夫するとともに、公民的分野と
の関連にも配慮すること。

＊�主権者教育の観点から取り扱うように配慮された公民分野については、p.21「古代ギリシアの民主政治は、現代の民
主政治とどこが異なるだろうか」、p.189「今と昔で選挙の様子はどのように変化しているだろうか」といった発問も
用意しています。
＊��地理的分野とも関係する日本の領土については、p.266「歴史へのアプローチ⑩　日本の領土の変遷」で、北方領土、
竹島、尖閣諸島の歴史を紹介しています。
＊p.130「コラム　富士川の開削」では、地理的分野とも関係する河川の利用について記述しています。

ク　�日本人の生活や生活に根ざした文化
については、政治の動き、社会の動
き、各地域の地理的条件、身近な地
域の歴史とも関連付けて指導した
り、民俗学や考古学などの成果の活
用や博物館、郷土資料館などの施設
を見学・調査したりするなど具体的
に学ぶことをとおして理解させるよ
うに工夫すること。

＊�ユネスコの世界文化遺産と日本の国宝の写真にはマークを付し、みてわかる配慮をしています。見返しには日本の世
界遺産を示しています。
＊ �7ケ所の地域（奈良・福岡・平泉・金沢・札幌・広島・沖縄）を取り上げ、「地域からのアプローチ」を用意し、各地
域から時代を通じて歴史をみる視点、民俗学や考古学の成果や活用、博物館や史跡・遺跡の紹介・活用を示しました。

＊ �p.9「身近な地域を調べよう」では荒川ふるさと文化館を、p.59「地域からのアプローチ②　福岡」のコラムでは九州
国立博物館や長崎県松浦市埋蔵文化センターを取り上げ、博物館や郷土資料館への見学・調査を促しています。

その他

小学校との接続への配慮 ＊全体をとおし、小学校で学んだ人物・歴史の知識をふまえ、学べるような記述になっています。
＊p.7「歴史を大きく変えた人物」では小学校で学習した人物から、時代の区分を学ばせています。

高校との接続への配慮 ＊�この教科書の構成は高校の『詳説日本史』『詳説世界史』の構成に沿った流れになっており、この教科書で勉強した生
徒は違和感なく高校の日本史・世界史を学ぶことができます。→次ページ『中学歴史』と高校教科書との対照表参照
＊�高校の教科書で扱う資料を口語体にしたり、ポイントを絞って示したりして、中学生に理解しやすい形で示しています。
→次ページ『中学歴史』と高校教科書との対照表参照
＊高校の教科書の文体に慣れるため、「です・ます」調ではなく「である」調にしました。
＊�各単元の基本の色彩を日本史と世界史でわけ、今学んでいることが日本のことか世界のことか、すぐわかるような工
夫をしています。
＊�近代以前と以降でも、ベースに使用する色彩をわけました。これは近代以降が高校の新科目の「歴史総合」に繋がる
部分であることを意識しています。

SDGʼs（持続可能な開発目標）を学ぶた
めに役立つ箇所

【全体に関わる箇所】　p.278 今日の世界、p.281 今の日本、これからの日本
【4 質の高い教育をみんなに】　p.173 教育制度の改革、p.208、230 教育の普及、p.259 教育制度の変化
【5 ジェンダー平等を実現しよう】　p.185 近代日本と女子留学生、p.206 製糸工場の実態、p.219 女性参政権、p.226 青鞜
社、p.230 都市化と職業婦人
【7 エネルギー／ 8 働きがいも経済成長も／ 9 産業と技術革新】　p.160 産業革命、p.176 殖産興業、p.178 世界遺産・富
岡製糸場から日本の近代を考える、p.202 日本の産業革命と経済の発展、p.270 エネルギー革命、p.272 消費革命
【10 人や国の不平等をなくそう】　p.156 市民革命の時代、p.162 奴隷解放宣言、p.163 農奴解放、p.186自由民権運動と国
会開設、p.205 札幌の未来と多文化共生社会を考える、p.220 アジアの民族運動、p.228 第 1回普通選挙の実態を考える
【11 まちづくり／ 12 つくる責任・つかう責任】　p.97 戦国大名の治水・灌漑工事、p.142 都市の暮らしと名所、p.151文
化財保護から金沢町屋を考える、p.161 産業革命と人々の暮らし、p.207 田中正造（公害問題）、p.270 過疎化と公害問題
【15 陸の豊かさ】　p.160 プランテーションと自然破壊
【16 平和と公正】　p.218 国際連盟、p.250 原爆ドームと平和公園から考えよう、p.261日本国憲法の理念、p.262 国際連合、
p.264 サンフランシスコ平和条約、日米安全保障条約

カラーユニバーサルデザイン・特別支援
教育への配慮ほか

＊�地図・グラフをはじめ資料は、色覚の個人差を問わず、多くの人にみやすいようカラーユニバーサルデザインを配慮
して作成しています。色彩のみでなく、線種・記号などで差をつける工夫もしています。
＊文字はユニバーサルデザインフォントを使用しています。
＊�本文、図版、キャプションなど、難しい漢字にはすべてフリガナを付しています。固有名詞・歴史用語にはすべてフ
リガナを付しています。
＊この教科書は、環境に配慮した紙（再生紙）と植物油インキを使用しています。
＊この教科書は針金を使用しないPUR製本です。
拡大教科書 を発行いたします。
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『中学歴史』と高校教科書との対照表
『中学歴史』の構成 『詳説日本史』『詳説世界史』の対応箇所

赤字＝詳説日本史、青字＝詳説世界史
高校で扱うものを平易にし掲載している資料

『中学歴史』で工夫している点
第 2章 1節　世界の諸文明 序章「先史の世界」

第 1部　古代：諸地域世界の歴史
p.16 人類の進化、新人の広がり、p.18 ハンムラビ法典、p.21ローマ帝国の
拡大地図、p.24 仏教の広がり地図など

第 2章 2節　日本文化のあけぼの 第 1部第 1章　日本文化のあけぼの p.35 稲荷山古墳出土鉄剣の銘文
p.28 縄文人の暮らしの様子、p.30 稲作の様子、p.35 須恵器と窯などで、視
覚的的にイメージをもたせる工夫をしている。

第 2章 3節　律令国家の形成 第 1部第 2章　律令国家の形成 p.36 十七条の憲法、p.37 遣隋使の派遣、p.38 改新の詔、p.40 律令国家の
仕組み、p.41人々の負担、墾田永年私財法

第 2章 4節　貴族政治と国風文化 第 1部第 3章　貴族政治と国風文化
＊1「平安京と弘仁・貞観文化」は詳日の 2章

p.55 寝殿造の屋敷

第 3章 1節　中世社会の成立 第 2部第 4章　中世社会の成立 p.71 御成敗式目、御成敗式目制定の意図、p.73 阿氐河荘荘民の訴状
p.70 御恩と奉公、p.71 承久の乱の図、p.72 武士の館では、視覚的にイメー
ジをもたせる工夫をしている。

第 3章 2節　武家社会の成長 第 2部第 5章　武家社会の成長
＊1「モンゴルの襲来と鎌倉幕府への失望」は詳日の 4章

p.83 永仁の徳政令、p.84 二条河原落書、p.94 村掟、正長の徳政一揆、山
城国一揆、p.97 分国法

第 4章 1節　一体化へ向かう世界 第 3部第 7〜 8章　近世 p.105 ルターの 95提題
＊ �p.78「歴史へのアプローチ②　東西ユーラシアの動き」で詳説世界史第 2部にあたる中世の世界
がどのようであったかを紹介している。イスラームとヨーロッパの対立・融合のなかでルネサン
スが生まれていくことを理解させることができます。

第 4章 2節　近世社会の成立 第 3部第 6章　幕藩体制の確立
　　　1　織豊時代
　　　2　桃山文化

p.114 楽市令、p.116 刀狩令
p.116 検地の様子など、図版で詳しく説明し、理解を深める工夫をしている。

第 4章 3節　幕藩体制の確立
第 4章 4節　幕藩体制の展開

第 3部第 6章　幕藩体制の確立
　　　3　幕藩体制の成立
　　　4　幕藩社会の構造
第 3部第 7章　幕藩体制の展開

p.123 農村法令、田畑永代売買の禁止令、p.124 外交に関する禁令、p.131
江戸時代の交通、p.131主な貨幣

第 4章 5節　幕藩体制の動揺 第 3部第 8章　幕藩体制の動揺 p.139 百姓一揆の推移、p.141寛政の改革への風刺、林子平『海国兵談』

第 5章 1節　�欧米諸国の近代化と日本
への接近

第 3部第 9〜 12 章　近代 p.157 権利の章典、独立宣言

第 5章 2節　開国と幕末の動乱 第 4部第 9章　近代国家の成立
　　　1　開国と幕末の動乱

p.167 日米修好通商条約
p.168「金貨流出の仕組み」では、開国による経済的影響を理解させる工夫
をしている。

第 5章 3節　立憲国家への道 第 4部第 9章　近代国家の成立
　　　2　明治維新と富国強兵
＊6「憲法制定と帝国議会」は詳日の 9章 3節

p.172 五箇条の誓文、p.173 学制序文、p.186 民撰議院設立の建白書

第 5章 4節　�日清・日露戦争とアジア 第 4部第 13章　帝国主義とアジアの民族運動
第 4部第 9章　近代国家の成立
　　　3　立憲国家の成立と日清戦争
　　　4　日露戦争と国際関係

p.193 福沢諭吉の脱亜論
p.197 生徒に親しみの深い「蛍の光」をとおして、日本領土の歴史を考え
させる工夫をしている。

第 5章 5節　�近代日本の産業と文化 第 4部第 9章　近代国家の成立
　　　5　近代産業の発展
　　　6　近代文化の発達

p.202 綿糸生産量と輸出入高の推移、p.204 貿易額の急増、p.206 小作地率
の変化、p.208 就学率の変化

第 6章 1節　�第 1次世界大戦と日本 第 4部第 14章　二つの世界大戦　1〜 3節
第 4部第 10章　二つの世界大戦とアジア
　　　1　第一次世界大戦と日本
　　　2　ワシントン体制
　　　3　市民生活の変容と大衆化

p.214 第一次世界大戦中のヨーロッパ地図、p.215 第一次世界大戦での日本
の動き地図、p.218 第一次世界大戦後のヨーロッパ地図、p.221 第一次世界
大戦後の西アジアとパレスチナ、p.223 民本主義、p.226 労働争議・小作争
議の推移

第 6章 2節　国際協調の崩壊 第 4部第 14章　二つの世界大戦　4節
第 4部第 10章　二つの世界大戦とアジア
　　　4　恐慌の時代
　　　5　軍部の台頭

p.238 満州事変の広がり地図
p.238 満州事変前の東京大学の学生に対する意識調査のグラフをとおし、
当時の若い学生たちがどう思っていたか、それはなぜかなど考えさせる工
夫をしている。

第 6章 3節　�第二次世界大戦と日本 第 4部第 14章　二つの世界大戦　5節
第 4部第 10章　二つの世界大戦とアジア
　　　6　第二次世界大戦

p.243 第二次世界大戦中のヨーロッパ、p.245 太平洋戦争（ともに重要なと
ころをわかりやすく示している）

第 7章 1節　�戦後の日本と国際社会 第 4部第 11章　占領下の日本
第 4部第 12章　高度成長の時代
第 4部第 15章　冷戦と第三世界の独立

p.258 日本国憲法、p.266 サンフランシスコ平和条約、p.268 日韓基本条約、
p.269 日中共同声明

第 7章 2節　�新たな時代の日本と世界 第 4部第 16章　現在の世界
第 4部第 13章　激動する世界と日本

p.278 主な地域統合・地域協力、p.280�1980・90 年代の地価と株価の推移
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百姓一揆と打ちこわし
・行動の形態

a（⓫ ）
年貢・課税の軽減や不正を行う代官の交代を要求、団結して城下町におし寄せる
b（⓬ ）
都市の庶民が米を買いしめた商人の家屋などをこわす
c（⓴ ）
村で村

むら
方
かた
三
さん
役
やく
らの不正を追及

 Q①  　田沼意
おき

次
つぐ

は幕府財政の再建のためにどのような政策を行ったのだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 Q②  　18世紀後半になると幕藩体制の基礎である村と町はどのように変化したのだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

挑戦してみよう
百姓一

いっ

揆
き

の推移のグラフを見て、幕府や諸藩の政策や社
会の変化から、百姓一揆や打ちこわしが増加していった
理由を考えてみよう。
1百姓一揆が増えていく背景には、幕府や諸藩のどのよ
うな政策があったのだろうか。（→ P.140）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2ききんの際に打ちこわしが激増するのはなぜだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3村方騒動が増えていく背景には、農村のどのような変
化があったのだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　月　　日 　　　組 　　　番 名前

村方騒動

都市騒擾

百姓一揆
（10年ごとの平均）
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ょ
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ほ
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享
保
の
き
き
ん

天
明
の
き
き
ん

田沼時代

田沼時代
1老

ろう

中
じゅう

（❶ ）の政治
18世紀後半、10代将軍（❷ ）の下で財政再建を試みる
2政策

a広く（❸ ）を結成させる
➡特権を認めて運

うん
上
じょう
・冥

みょう
加
が
の上

じょう
納
のう
を増やす

b（❹ ）の実
じっ
施
し
：（❺ ）・鉄・朝

ちょう
鮮
せん
人
にん
参
じん
を対象

➡流通を統制して利益を独占
c新
しん
田
でん
開発の奨励：（❻ ）の干

かん
拓
たく
など

➡年
ねん
貢
ぐ
の増収を図る

d（❼ ）の増産
➡金・銀にかわる長崎貿易の輸出品とする
e（❽ ）の開発計画
➡ロシアとの交易を検討

3田
た
沼
ぬま
時代の終わり

a（❾ ）の発生：冷害や（❿ ）噴火で大凶作
b社会の混乱：各地で（⓫ ）や（⓬ ）が続発
c政治手法への批判：（⓭ ）が横行
d（❷ ）が亡くなる➡（❶ ）の解任

村と町の変化
1百姓の貧富差の拡大

第 4章 5節　幕藩体制の動揺

2田沼時代と社会の変化
教科書 P.138-139

a 地主・（⓮ ）：土地を買い集め、商業も営む
➡商品生産や文化のにない手として成長
b（⓯ ）・貧農：土地を手放す
➡都市に出かせぎに行く者も現れる

2商品生産の活発化
①新たな生産方法の広まり

a村や町で（⓰ ）による生産が増大
b（⓱ ）による大量生産の始まり
　➡織物業（尾

お
張
わり
の木

も
綿
めん
や桐

きりゅう
生の絹

きぬ
）で展開

②（⓲ ）を中心とした経済圏の形成
（⓲ ）周辺の織物・しょう油・酒などの生産地が繁栄
➡従来の（⓳ ）中心の市場をおびやかす

3農村と都市の変化
a都市：（⓲ ）・（⓳ ）では下層民が増える
b農村：耕作者の減少で荒廃する農村が増える

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

❿

⓫

⓬

⓭

⓮

⓯

⓰

⓱

⓲

⓳

⓴

　ステップアップ
どのような政策や社会の変化が、百姓一揆や打ちこわしを増加させたのだろうか。「挑戦してみよ
う」で答えたことを基に、まとめてみよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中学歴史 日本と世界　ノート
B5判・上下巻・各120頁（予定）・本体各500円（予価）・2色刷

歴史708準拠

教科書の叙述に沿って前後関
係をわかりやすくまとめてい
ます。
見出しは教科書にそろえてお
り、1・2といった番号も一
部を除いて教科書の段落に応
じて置いていますので、授業
の進行に便利です。

解答欄が計 20 個（行）にな
るようにしています。授業前
後の確認テストでもご使用が
可能です。

教科書の重要語句を中心に空
欄を設けています。理解して
もらいたい内容（文章）を空
欄にしている箇所もあります。
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百姓一揆と打ちこわし
・行動の形態

a（⓫ ）
年貢・課税の軽減や不正を行う代官の交代を要求、団結して城下町におし寄せる
b（⓬ ）
都市の庶民が米を買いしめた商人の家屋などをこわす
c（⓴ ）
村で村
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は幕府財政の再建のためにどのような政策を行ったのだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 Q②  　18世紀後半になると幕藩体制の基礎である村と町はどのように変化したのだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

挑戦してみよう
百姓一

いっ

揆
き

の推移のグラフを見て、幕府や諸藩の政策や社
会の変化から、百姓一揆や打ちこわしが増加していった
理由を考えてみよう。
1百姓一揆が増えていく背景には、幕府や諸藩のどのよ
うな政策があったのだろうか。（→ P.140）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2ききんの際に打ちこわしが激増するのはなぜだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3村方騒動が増えていく背景には、農村のどのような変
化があったのだろうか。
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納
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施
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拓
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第 4章 5節　幕藩体制の動揺

2田沼時代と社会の変化
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a 地主・（⓮ ）：土地を買い集め、商業も営む
➡商品生産や文化のにない手として成長
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⓴
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どのような政策や社会の変化が、百姓一揆や打ちこわしを増加させたのだろうか。「挑戦してみよ
う」で答えたことを基に、まとめてみよう。
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用語Check!
❶ 14～16 世紀にかけてイタリアの都市を中心に西ヨーロッパ

各地に広まった、ギリシア・ローマの文化を再生させようとす

る運動を何というか。

❷教
きょう
皇
こう
や教会ではなく、聖

せい
書
しょ
の教えのみを信じるキリスト教の

新教徒を何というか。

❸ 17～18 世紀を中心に、ヨーロッパ・アフリカ・アメリカ大

陸のあいだで行われた貿易を何というか。

❹トルコ系民族を中心に成立し、1453年に東ローマ帝国（ビザ

ンツ帝国）をほろぼした帝国は何か。

❺ 16 世紀にイラン高原で成立し、ペルシア文化の伝統を受けつ

いで、独自のイラン文化を発展させた王朝は何か。

❻中国の歴代王朝で行われ、明
みん
の洪

こう
武
ぶ
帝
てい
の下で整備された官

かん
僚

りょう

になるための試験制度を何というか。

❼ポルトガル・スペインの貿易が始まると、当時の日本ではポル

トガル人やスペイン人を何と呼んだか。

❽織
お
田
だ
信
のぶ
長
なが
が、安

あ
土
づち
の城下町などで商工業者に自由な営業活動を

認めた法令を何というか。

❾太
たい
閤
こう
検
けん
地
ち
において、実際の耕作者を年

ねん
貢
ぐ
の負担者として検

けん
地
ち

帳
ちょう
に登録する原則を何というか。

1豊
とよ
臣
とみ
秀
ひで
吉
よし
が、1592 年に 15 万人余りの大軍を朝

ちょう
鮮
せん
に派

は
遣
けん
し

た、最初の朝鮮侵略の出兵を何というか。

1琉
りゅう
球
きゅう
から伝わった三

しゃ
味
み
線
せん
を伴

ばん
奏
そう
に人形を操

あやつ
る演劇を何とい

うか。

1江
え
戸
ど
幕
ばく
府
ふ
が将

しょう
軍
ぐん
の代がわりごとに出した大

だい
名
みょう
を統制する基本

法を何というか。

1本
ほん
百
びゃく
姓
しょう
の経営をできるだけ安定させるために、1673年に江

戸幕府が土地の分
ぶん
割
かつ
相
そう
続
ぞく
を制限した法令を何というか。

1江戸時代初期、海外貿易を盛んにするために江戸幕府が豪商ら

に発行した渡
と
航
こう
許可証を何というか。

1キリスト教の禁
きん
教
きょう
を徹

てっ
底
てい
するため、人々が仏

ぶっ
教
きょう
徒
と
であること

を寺院に証明させた制度を何というか。

1江戸幕府が海外情報を得るために、オランダ人に提出させた

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

1

1

1

1

1

1

1

第 4 章 まとめ

近世の日本
教科書P.152-153

ヨーロッパやアジアの情勢の報告を何というか。

1松
まつ
前
まえ
藩
はん
との交

こう
易
えき
の不満を原因として、1669年に戦いを起こし

たアイヌ民族の指導者はだれか。

1いわしを原料とした干
ほし
鰯
か
など、金銭を支払って購入する肥料を

何というか。

1 17 世紀後半に河
かわ
村
むら
瑞
ずい
賢
けん
によって整備され、日本海から下

しものせき
関・

瀬
せ
戸
と
内
ない
海
かい
を経て大

おお
坂
さか
に至る航路を何というか。

2諸
しょ
藩
はん
が蔵

くら
物
もの
と呼ばれた年貢米や特産物を保管・販売するため

に、大坂などに置いた施設を何というか。

（徳
とく
川
がわ
綱
つな
吉
よし
は江戸に孔

こう
子
し
をまつる施設を建てて、林

りん
家
け
を責任者に

任命したが、これを何というか。

�新
あら
井
い
白
はく
石
せき
が、金・銀が長

なが
崎
さき
から海外に流出することを防ぐため

に貿易額などを制限した法令を何というか。

�問
とい
屋
や
が百姓に道具・原料や資金などを前貸しし、百姓が自分の

家でつくった製品を安く買い取る生産形態を何というか。

�享
きょう
保
ほう
の改革で将軍徳川吉

よし
宗
むね
が一時的に行った、大名の参

さん
勤
きん
交
こう

代
たい
を軽減する代わりに、米を献

けん
上
じょう
させる政策を何というか。

� 1782 年に始まる東日本の冷害や浅
あさ
間
ま
山
やま
噴
ふん
火
か
の影響による 凶

きょう

作
さく
で、米価が高

こう
騰
とう
し、多くの餓

が
死
し
者を出したききんを何という

か。

�寛
かん
政
せい
の改革で老

ろう
中
じゅう
松
まつ
平
だいら
定
さだ
信
のぶ
が、ききんなどに備えて各地に非

常用の米をたくわえさせた政策を何というか。

� 1792 年、根
ね
室
むろ
に来航し、漂

ひょう
流
りゅう
民
みん
の大

だい
黒
こく
屋
や
光
こう
太
だ
夫
ゆう
を送り届

けて日本に通商を求めたロシア使節はだれか。

�浮
うき
世
よ
絵
え
で鈴

すず
木
き
春
はる
信
のぶ
が始めた多色刷りの版画を何というか。

�町
ちょう
人
にん
や学者らが設け、民衆に読み・書き・そろばんなどを教

えた私
し
塾
じゅく
を何というか。

�天
てん
保
ぽう
の改革で老中水

みず
野
の
忠
ただ
邦
くに
が、海岸防備を理由に江戸・大坂周

辺を幕
ばく
領
りょう
にしようとして失敗した命令を何というか。
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3近世の日本は、世界とどのようにつながっていただろう
●キリスト教に関して、以下の事項をまとめてみよう。

日本に伝来した背景 カトリック教会の勢力立て直しを目的に結成された（ ❶ ）は、アジアなど海外への
布
ふ
教
きょう
に努めていた。

広まりを示す文化 西洋の風
ふう
俗
ぞく
や学問が伝来し、（ ❷ ）屛

びょう
風
ぶ
の作成や天

あま
草
くさ
版
ばん
による印刷が行われるな

ど、（ ❷ ）文化が広まった。

織
お
田
だ
信
のぶ
長
なが
・豊

とよ
臣
とみ
秀
ひで
吉
よし
の態度 （❸　　　　）

●四つの窓口での世界との交流をまとめてみよう。

長崎 対
つ
馬
しま

薩
さつ
摩
ま

松前

交流の相手国（民族） 中国・（ ❹ ） 朝鮮 （ ❺ ） （ ❻ ）

窓口の支配者 幕府 対馬藩 薩摩藩 松前藩

江戸に派遣された使節 貿易の謝礼を伝える参
さん
府
ぷ

（ ❼ ） （ ❽ ）
（ ❾ ）

幕府による統制手段 居住地を出
で
島
じま
と（ 1 ）に限定

❶　　　　　　　　　　❷　　　　　　　　　　❸　　　　�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❹　　　　　　　　　　　❺　　　　　　　　　
❻　　　　　　　　　　❼　　　　　　　　　　❽　　　　　　　　　　　❾　　　　　　　　　
1　　　　　　　　　　

4近世の日本において、経済や文化はどのように変化しただろう
●次の商品の生産と流通をまとめてみよう。

主な生産地 生産や加工の発展 利用のされ方

綿
めん
花
か 大坂周辺など西日本 農村で商品作物として生産が拡

大
綿織物の原料

絹
きぬ
織
おり
物
もの 京

きょう
都
と
の（ ❶ ）や桐

きりゅう
生 桐生では、大量生産を行う
（ ❹ ）が始まる

高級な衣料品

俵
たわら
物
もの （ ❷ ） 産地である（ ❷ ）の開発

が計画され、増産が図られる
（❻　　　　）

銅 足
あし
尾
お
や（ ❸ ）の銅山 （❺　　　　） （❼　　　　）

●江
え

戸
ど

時代には庶民も旅行に出かけられるようになった。その理由をいくつかの視点から説明して
みよう。
経済面では、活発な経済活動を背景に、旅行をするゆとりが生まれた。
交通面では、（❽　　　　）
文化面では、寺社参

さん
詣
けい
などを口実にして、湯

とう
治
じ
や観光を楽しむ風

ふう
潮
ちょう
が生まれた。

❶　　　　　　　　　　❷　　　　　　　　　　❸　　　　　　　　　　❹　　　　　　　　　　
❺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❻　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　❽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5社会や経済の変化に対して、幕府はどのように対応したのだろう
●幕府が行った改革や政策の内容について、比較・整理して表にまとめてみよう。

享
きょう
保
ほう
の改革 田

た
沼
ぬま
時代 寛

かん
政
せい
の改革 天

てん
保
ぽう
の改革

政治担当者 （ ❶ ） 田沼意
おき
次
つぐ

（ ❾ ） （ 1 ）

村や百姓に
対する政策

ねらい （ ❷ ）を増やす （ ❷ ）を増やす （1　　　　） （1　　　　）

内容

（ ❸ ）を推
すい
奨
しょう
す

る
（ ❹ ）に改めて、
（ ❷ ）率をあげる

町人による（ ❸ ）
を推奨する

（ 1 ）を出し、
江戸から百姓が農村
に帰ることを 奨

しょう
励
れい

する
ききんに備えて、
（ 1 ）を命じる

（ 1 ）を出し、江
戸から強制的に百姓を
農村に帰らせる

町や町人に
対する政策

ねらい 防火・貧民対策 商人から利益を吸い上
げる

貧民対策 （1　　　　）

内容

（ ❺ ）を創設し、
小
こ
石
いし
川
かわ
養
よう
生
じょう
所
しょ
をつくる

（ ❻ ）を結成させ
る
銅・朝

ちょう
鮮
せん
人
にん
参
じん
などで、

（ ❼ ）を行う

（ 1 ）を始め、
非常時の備えとする

（ ❻ ）の解散を命
じる

武士に
対する政策

ねらい （1　　　　） 海岸防備を強化し、幕
府財政を立て直す

内容
（ 1 ）で借金を
帳消しにする

（ 2 ）で、江戸・
大坂周辺を幕

ばく
領
りょう
にしよ

うとする

諸外国に
対する政策

ねらい 長崎貿易の活発化 ロシアの通商要求へ
の対応

アヘン戦争の危機への
対応

内容 （❽　　　　） （1　　　　） （（　　　　）

❶　　　　　　　　　　❷　　　　　　　　　　❸　　　　　　　　　　❹　　　　　　　　　　
❺　　　　　　　　　　❻　　　　　　　　　　❼　　　　　　　　　　❽　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❾　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　
1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

まとめ頁のうち、
2 頁は一問一答形
式の問題で構成さ
れています。

時代ごとの特徴を理解でき
るよう、まとめ頁を章ごと
に 6頁ずつ設けています。
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用語Check!
❶ 14～16 世紀にかけてイタリアの都市を中心に西ヨーロッパ

各地に広まった、ギリシア・ローマの文化を再生させようとす

る運動を何というか。

❷教
きょう
皇
こう
や教会ではなく、聖

せい
書
しょ
の教えのみを信じるキリスト教の

新教徒を何というか。

❸ 17～18 世紀を中心に、ヨーロッパ・アフリカ・アメリカ大

陸のあいだで行われた貿易を何というか。

❹トルコ系民族を中心に成立し、1453年に東ローマ帝国（ビザ

ンツ帝国）をほろぼした帝国は何か。

❺ 16 世紀にイラン高原で成立し、ペルシア文化の伝統を受けつ

いで、独自のイラン文化を発展させた王朝は何か。

❻中国の歴代王朝で行われ、明
みん
の洪

こう
武
ぶ
帝
てい
の下で整備された官

かん
僚

りょう

になるための試験制度を何というか。

❼ポルトガル・スペインの貿易が始まると、当時の日本ではポル

トガル人やスペイン人を何と呼んだか。

❽織
お
田
だ
信
のぶ
長
なが
が、安

あ
土
づち
の城下町などで商工業者に自由な営業活動を

認めた法令を何というか。

❾太
たい
閤
こう
検
けん
地
ち
において、実際の耕作者を年

ねん
貢
ぐ
の負担者として検

けん
地
ち

帳
ちょう
に登録する原則を何というか。

1豊
とよ
臣
とみ
秀
ひで
吉
よし
が、1592 年に 15 万人余りの大軍を朝

ちょう
鮮
せん
に派

は
遣
けん
し

た、最初の朝鮮侵略の出兵を何というか。

1琉
りゅう
球
きゅう
から伝わった三

しゃ
味
み
線
せん
を伴

ばん
奏
そう
に人形を操

あやつ
る演劇を何とい

うか。

1江
え
戸
ど
幕
ばく
府
ふ
が将

しょう
軍
ぐん
の代がわりごとに出した大

だい
名
みょう
を統制する基本

法を何というか。

1本
ほん
百
びゃく
姓
しょう
の経営をできるだけ安定させるために、1673年に江

戸幕府が土地の分
ぶん
割
かつ
相
そう
続
ぞく
を制限した法令を何というか。

1江戸時代初期、海外貿易を盛んにするために江戸幕府が豪商ら

に発行した渡
と
航
こう
許可証を何というか。

1キリスト教の禁
きん
教
きょう
を徹

てっ
底
てい
するため、人々が仏

ぶっ
教
きょう
徒
と
であること

を寺院に証明させた制度を何というか。

1江戸幕府が海外情報を得るために、オランダ人に提出させた

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

1

1

1

1

1

1

1
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教科書P.152-153

ヨーロッパやアジアの情勢の報告を何というか。

1松
まつ
前
まえ
藩
はん
との交

こう
易
えき
の不満を原因として、1669年に戦いを起こし

たアイヌ民族の指導者はだれか。

1いわしを原料とした干
ほし
鰯
か
など、金銭を支払って購入する肥料を

何というか。

1 17 世紀後半に河
かわ
村
むら
瑞
ずい
賢
けん
によって整備され、日本海から下

しものせき
関・

瀬
せ
戸
と
内
ない
海
かい
を経て大

おお
坂
さか
に至る航路を何というか。

2諸
しょ
藩
はん
が蔵

くら
物
もの
と呼ばれた年貢米や特産物を保管・販売するため

に、大坂などに置いた施設を何というか。

（徳
とく
川
がわ
綱
つな
吉
よし
は江戸に孔

こう
子
し
をまつる施設を建てて、林

りん
家
け
を責任者に

任命したが、これを何というか。

�新
あら
井
い
白
はく
石
せき
が、金・銀が長

なが
崎
さき
から海外に流出することを防ぐため

に貿易額などを制限した法令を何というか。

�問
とい
屋
や
が百姓に道具・原料や資金などを前貸しし、百姓が自分の

家でつくった製品を安く買い取る生産形態を何というか。

�享
きょう
保
ほう
の改革で将軍徳川吉

よし
宗
むね
が一時的に行った、大名の参

さん
勤
きん
交
こう

代
たい
を軽減する代わりに、米を献

けん
上
じょう
させる政策を何というか。

� 1782 年に始まる東日本の冷害や浅
あさ
間
ま
山
やま
噴
ふん
火
か
の影響による 凶

きょう

作
さく
で、米価が高

こう
騰
とう
し、多くの餓

が
死
し
者を出したききんを何という

か。

�寛
かん
政
せい
の改革で老

ろう
中
じゅう
松
まつ
平
だいら
定
さだ
信
のぶ
が、ききんなどに備えて各地に非

常用の米をたくわえさせた政策を何というか。

� 1792 年、根
ね
室
むろ
に来航し、漂

ひょう
流
りゅう
民
みん
の大

だい
黒
こく
屋
や
光
こう
太
だ
夫
ゆう
を送り届

けて日本に通商を求めたロシア使節はだれか。

�浮
うき
世
よ
絵
え
で鈴

すず
木
き
春
はる
信
のぶ
が始めた多色刷りの版画を何というか。

�町
ちょう
人
にん
や学者らが設け、民衆に読み・書き・そろばんなどを教

えた私
し
塾
じゅく
を何というか。

�天
てん
保
ぽう
の改革で老中水

みず
野
の
忠
ただ
邦
くに
が、海岸防備を理由に江戸・大坂周

辺を幕
ばく
領
りょう
にしようとして失敗した命令を何というか。

1

1

1

2

（

�

�

�

�

�

�

�

�

�

 

　　月　　日 　　　組 　　　番 名前

はやし
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3近世の日本は、世界とどのようにつながっていただろう
●キリスト教に関して、以下の事項をまとめてみよう。

日本に伝来した背景 カトリック教会の勢力立て直しを目的に結成された（ ❶ ）は、アジアなど海外への
布
ふ
教
きょう
に努めていた。

広まりを示す文化 西洋の風
ふう
俗
ぞく
や学問が伝来し、（ ❷ ）屛

びょう
風
ぶ
の作成や天

あま
草
くさ
版
ばん
による印刷が行われるな

ど、（ ❷ ）文化が広まった。

織
お
田
だ
信
のぶ
長
なが
・豊

とよ
臣
とみ
秀
ひで
吉
よし
の態度 （❸　　　　）

●四つの窓口での世界との交流をまとめてみよう。

長崎 対
つ
馬
しま

薩
さつ
摩
ま

松前

交流の相手国（民族） 中国・（ ❹ ） 朝鮮 （ ❺ ） （ ❻ ）

窓口の支配者 幕府 対馬藩 薩摩藩 松前藩

江戸に派遣された使節 貿易の謝礼を伝える参
さん
府
ぷ

（ ❼ ） （ ❽ ）
（ ❾ ）

幕府による統制手段 居住地を出
で
島
じま
と（ 1 ）に限定

❶　　　　　　　　　　❷　　　　　　　　　　❸　　　　�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❹　　　　　　　　　　　❺　　　　　　　　　
❻　　　　　　　　　　❼　　　　　　　　　　❽　　　　　　　　　　　❾　　　　　　　　　
1　　　　　　　　　　

4近世の日本において、経済や文化はどのように変化しただろう
●次の商品の生産と流通をまとめてみよう。

主な生産地 生産や加工の発展 利用のされ方

綿
めん
花
か 大坂周辺など西日本 農村で商品作物として生産が拡

大
綿織物の原料

絹
きぬ
織
おり
物
もの 京

きょう
都
と
の（ ❶ ）や桐

きりゅう
生 桐生では、大量生産を行う
（ ❹ ）が始まる

高級な衣料品

俵
たわら
物
もの （ ❷ ） 産地である（ ❷ ）の開発

が計画され、増産が図られる
（❻　　　　）

銅 足
あし
尾
お
や（ ❸ ）の銅山 （❺　　　　） （❼　　　　）

●江
え

戸
ど

時代には庶民も旅行に出かけられるようになった。その理由をいくつかの視点から説明して
みよう。
経済面では、活発な経済活動を背景に、旅行をするゆとりが生まれた。
交通面では、（❽　　　　）
文化面では、寺社参

さん
詣
けい
などを口実にして、湯

とう
治
じ
や観光を楽しむ風

ふう
潮
ちょう
が生まれた。

❶　　　　　　　　　　❷　　　　　　　　　　❸　　　　　　　　　　❹　　　　　　　　　　
❺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❻　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　❽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5社会や経済の変化に対して、幕府はどのように対応したのだろう
●幕府が行った改革や政策の内容について、比較・整理して表にまとめてみよう。

享
きょう
保
ほう
の改革 田

た
沼
ぬま
時代 寛

かん
政
せい
の改革 天

てん
保
ぽう
の改革

政治担当者 （ ❶ ） 田沼意
おき
次
つぐ

（ ❾ ） （ 1 ）

村や百姓に
対する政策

ねらい （ ❷ ）を増やす （ ❷ ）を増やす （1　　　　） （1　　　　）

内容

（ ❸ ）を推
すい
奨
しょう
す

る
（ ❹ ）に改めて、
（ ❷ ）率をあげる

町人による（ ❸ ）
を推奨する

（ 1 ）を出し、
江戸から百姓が農村
に帰ることを 奨

しょう
励
れい

する
ききんに備えて、
（ 1 ）を命じる

（ 1 ）を出し、江
戸から強制的に百姓を
農村に帰らせる

町や町人に
対する政策

ねらい 防火・貧民対策 商人から利益を吸い上
げる

貧民対策 （1　　　　）

内容

（ ❺ ）を創設し、
小
こ
石
いし
川
かわ
養
よう
生
じょう
所
しょ
をつくる

（ ❻ ）を結成させ
る
銅・朝

ちょう
鮮
せん
人
にん
参
じん
などで、

（ ❼ ）を行う

（ 1 ）を始め、
非常時の備えとする

（ ❻ ）の解散を命
じる

武士に
対する政策

ねらい （1　　　　） 海岸防備を強化し、幕
府財政を立て直す

内容
（ 1 ）で借金を
帳消しにする

（ 2 ）で、江戸・
大坂周辺を幕

ばく
領
りょう
にしよ

うとする

諸外国に
対する政策

ねらい 長崎貿易の活発化 ロシアの通商要求へ
の対応

アヘン戦争の危機への
対応

内容 （❽　　　　） （1　　　　） （（　　　　）

❶　　　　　　　　　　❷　　　　　　　　　　❸　　　　　　　　　　❹　　　　　　　　　　
❺　　　　　　　　　　❻　　　　　　　　　　❼　　　　　　　　　　❽　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❾　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　
1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

112　　第 4章　近代の日本 まとめ　　113

3近世の日本は、世界とどのようにつながっていただろう
●キリスト教に関して、以下の事項をまとめてみよう。

日本に伝来した背景 カトリック教会の勢力立て直しを目的に結成された（ ❶ ）は、アジアなど海外への
布
ふ
教
きょう
に努めていた。

広まりを示す文化 西洋の風
ふう
俗
ぞく
や学問が伝来し、（ ❷ ）屛

びょう
風
ぶ
の作成や天

あま
草
くさ
版
ばん
による印刷が行われるな

ど、（ ❷ ）文化が広まった。

織
お
田
だ
信
のぶ
長
なが
・豊

とよ
臣
とみ
秀
ひで
吉
よし
の態度 （❸　　　　）

●四つの窓口での世界との交流をまとめてみよう。

長崎 対
つ
馬
しま

薩
さつ
摩
ま

松前

交流の相手国（民族） 中国・（ ❹ ） 朝鮮 （ ❺ ） （ ❻ ）

窓口の支配者 幕府 対馬藩 薩摩藩 松前藩

江戸に派遣された使節 貿易の謝礼を伝える参
さん
府
ぷ

（ ❼ ） （ ❽ ）
（ ❾ ）

幕府による統制手段 居住地を出
で
島
じま
と（ 1 ）に限定

❶　　　　　　　　　　❷　　　　　　　　　　❸　　　　�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❹　　　　　　　　　　　❺　　　　　　　　　
❻　　　　　　　　　　❼　　　　　　　　　　❽　　　　　　　　　　　❾　　　　　　　　　
1　　　　　　　　　　

4近世の日本において、経済や文化はどのように変化しただろう
●次の商品の生産と流通をまとめてみよう。

主な生産地 生産や加工の発展 利用のされ方

綿
めん
花
か 大坂周辺など西日本 農村で商品作物として生産が拡

大
綿織物の原料

絹
きぬ
織
おり
物
もの 京

きょう
都
と
の（ ❶ ）や桐

きりゅう
生 桐生では、大量生産を行う
（ ❹ ）が始まる

高級な衣料品

俵
たわら
物
もの （ ❷ ） 産地である（ ❷ ）の開発

が計画され、増産が図られる
（❻　　　　）

銅 足
あし
尾
お
や（ ❸ ）の銅山 （❺　　　　） （❼　　　　）

●江
え

戸
ど

時代には庶民も旅行に出かけられるようになった。その理由をいくつかの視点から説明して
みよう。
経済面では、活発な経済活動を背景に、旅行をするゆとりが生まれた。
交通面では、（❽　　　　）
文化面では、寺社参

さん
詣
けい
などを口実にして、湯

とう
治
じ
や観光を楽しむ風

ふう
潮
ちょう
が生まれた。

❶　　　　　　　　　　❷　　　　　　　　　　❸　　　　　　　　　　❹　　　　　　　　　　
❺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❻　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　❽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5社会や経済の変化に対して、幕府はどのように対応したのだろう
●幕府が行った改革や政策の内容について、比較・整理して表にまとめてみよう。

享
きょう
保
ほう
の改革 田

た
沼
ぬま
時代 寛

かん
政
せい
の改革 天

てん
保
ぽう
の改革

政治担当者 （ ❶ ） 田沼意
おき
次
つぐ

（ ❾ ） （ 1 ）

村や百姓に
対する政策

ねらい （ ❷ ）を増やす （ ❷ ）を増やす （1　　　　） （1　　　　）

内容

（ ❸ ）を推
すい
奨
しょう
す

る
（ ❹ ）に改めて、
（ ❷ ）率をあげる

町人による（ ❸ ）
を推奨する

（ 1 ）を出し、
江戸から百姓が農村
に帰ることを 奨

しょう
励
れい

する
ききんに備えて、
（ 1 ）を命じる

（ 1 ）を出し、江
戸から強制的に百姓を
農村に帰らせる

町や町人に
対する政策

ねらい 防火・貧民対策 商人から利益を吸い上
げる

貧民対策 （1　　　　）

内容

（ ❺ ）を創設し、
小
こ
石
いし
川
かわ
養
よう
生
じょう
所
しょ
をつくる

（ ❻ ）を結成させ
る
銅・朝

ちょう
鮮
せん
人
にん
参
じん
などで、

（ ❼ ）を行う

（ 1 ）を始め、
非常時の備えとする

（ ❻ ）の解散を命
じる

武士に
対する政策

ねらい （1　　　　） 海岸防備を強化し、幕
府財政を立て直す

内容
（ 1 ）で借金を
帳消しにする

（ 2 ）で、江戸・
大坂周辺を幕

ばく
領
りょう
にしよ

うとする

諸外国に
対する政策

ねらい 長崎貿易の活発化 ロシアの通商要求へ
の対応

アヘン戦争の危機への
対応

内容 （❽　　　　） （1　　　　） （（　　　　）

❶　　　　　　　　　　❷　　　　　　　　　　❸　　　　　　　　　　❹　　　　　　　　　　
❺　　　　　　　　　　❻　　　　　　　　　　❼　　　　　　　　　　❽　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❾　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　
1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中
学
歴
史
ノ
ー
ト
編
集
部 

編

ノート（上）
山川出版社

歴史 708 準拠

ノートをご採用いただきますと、
解答入りの PDF データをサービ
スでおつけいたします。 CD

※紙面は開発中のものです。

まとめ頁のうち、4
頁は教科書のまと
め頁に書かれてい
る問題を、より解
答しやすいように
掲載しています。
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❶コラム「最古の人類」
チンパンジーやボノボはヒトと同じ霊長類ヒト科に分類される大型類人猿である。チンパンジーとヒトの遺伝
子は約 98 ％同じだとする研究結果もある。サヘラントロプスは発見された頭蓋骨から脊髄がまっすぐ下に伸び
ており直立できた可能性が高い。直立二足歩行は類人猿とヒトを区別する基準の一つである。そのほかに、道具
や火、言葉の使用があげられることが多い。

❷人類の進化
猿人に属するアウストラロピテクスは、南アフリカのタウニングで発見された。約 400 万年前に出現し直立二
足歩行を行い、脳容量は 500cc であった。原人に属すのがホモ＝ハビルス、ジャワ原人、北京原人である。約
260 万年前に出現したホモ＝ハビルスは、タンザニアのオルドヴァイ峡谷で発見された。同じ地層からは礫石器
が見つかった。約 100 万年前に出現したジャワ原人はジャワ島のトリニールで発見された。約 50 万年前に出現
した北京原人は北京郊外の周口店で発見され、10 万個以上の打製石器、握斧や炉の跡も残っていた。ネアンデ
ルタール人は旧人に属し、ドイツで発見された。彼らは剥片石器を制作し、石器を木の柄に装着し狩猟を行っ
た。また、獲物の毛皮から衣類をつくり、洞穴を住居とした。埋葬の習慣だけでなく、洞穴絵画も描いたとする
研究もある。新人に属するのがクロマニョン人や周口店上洞人である。クロマニョン人はフランスで発見され
た。4万年前に出現し、石刃、投げ槍、弓矢、骨角器による漁労用具などを発明して狩猟・漁労技術を飛躍的に
高めた。またフランスのラスコーやスペインのアルタミラに代表される洞穴絵画や、自然の生産力を象徴するも
のと思われる女性裸像などがつくられ、芸術表現や抽象化の能力を高めたことが知られる。周口店上洞人は北京
原人が発掘された周口店遺跡のある丘陵山頂部の洞窟で発見された。

 授業のアイデア❶  人類の特徴を整理する指標を考えよう
教科書の情報をまとめる際には、次のような表を作成し人類の特徴を整理するとともに、整理する指標を

本時の目標

〇人類が進化することで、できるようになったことを説明する。具体的には、人々が身体を進化させつつ生活環
境に適応していったことを、打製石器とその発達をとおして理解させる。そして、自然環境に手を加えること
で農耕・牧畜を開始し、人類が国家・文明をつくりだしたことを理解させる。

学習指導案

第 2 章
　 1 節 人類の誕生と進化 p.16-17

 発　問 　回答例 ○留意点　■評価

導　入 チンパンジーと人類の違いは
何だろうか。

言葉、火、道具の使用…。
（⇒ p.3）

○人類の発達について興味をも
たせる

展　開 Ａ　猿人・原人・旧人・新人
の違いを整理しよう。

Ｂ　打製石器はどのように改
良され、どのようなことに使
用されたのか調べてみよう。

Ｃ　人類の進化は精神面にど
のような変化をもたらしたの
だろう。死者が埋葬された
り、洞穴絵画として動物が描
かれたのは、なぜだろうか。

Ｄ　1 万年前に地球が温暖化
した結果、人類はどのよう
な工夫を行い生活を営んだ
のだろう。

Ｅ　磨製石器は打製石器に比
べてどのような点で優れて
いたのだろうか。土器はど
のように使用されたのだろ
うか。

Ｆ　農耕・牧畜が始まること
で、どのような変化が起
こったのか。

A 　（⇒ p.3 ❷  授業のアイデア❶ ）

Ｂ　礫石器、石核石器（握斧）、剥片石
器（石刃・尖頭器）、細石器のように改
良された。石核石器である握斧で獲物
の解体や食用の木の根を掘り出した。
剥片石器（石刃）は毛皮をはがした
り、肉を切ったり、骨をそいだりする
のに用いられた。また、細石器は投げ
槍の槍先に使用され、大型獣の狩りに
使用された。

Ｃ　死者を埋葬することで、亡くなった
人を慈しんだり、洞穴絵画を描くこと
で、狩猟の成功を組織的に願ったと考え
られている。�

（⇒ p.4  授業のアイデア❷ ）
D　農耕や牧畜など自然環境に手を加える
ことで食料を安定して確保しやすくした。
また、磨製石器（磨製石斧・石臼・石
皿・石杵）、織物、土器などを発明した。

Ｅ　狩猟には不向きであったが、樹木を
伐採したり、穀物の刈り取りや調理の
際に便利であった。土器はどんぐりの
煮炊きや保存で使用されただけでな
く、宗教的儀式などでも、用いられた。

Ｆ　①貧富の差の発生や指導者への権力
集中により、王などの身分が生まれた。
やがて、支配者が多くの人を支配する
仕組みである国家や文明が生まれた。
　②青銅器や鉄器などの金属器による武
器や工具、出来事を記録するための文
字を発明した。

○教科書の「人類の進化」の小
見出しから、読みとかせる

■旧石器時代について理解する
（知識・技能）
〇教師の側で打製石器の発展に
ついて補足する
■打製石器の発達の特色を資料
から読み取る（知識・技能）

■人類の精神面の変化について
思考・判断する（思考力・判
断力・表現力等）

〇教科書の「農耕と牧畜の始ま
り」の小見出しから、読みと
かせる
■新石器時代について理解する
（知識・技能）
■新石器文化の長所について思
考・判断する（思考力・判断
力・表現力等）

〇時代により、使用される道具
がかわることを説明する
■金属器時代について理解する
（知識・技能）

まとめ  冒頭の発問  人類はどのよ
うに進化し、どのようなこと

 冒頭の発問の答え  人類は身体的な進化
とともに、道具を改良し技術を発明する

■人類の進化によって、打製石
器が制作されたり、農耕牧畜

ができるようになったのだろ
うか。

ことで、多くの人々とともに国家や文明
をつくりだすことが可能となった。

（⇒ p.5  授業のアイデア❸ ）

　が開始されたり、文明が発生
したりしたことを説明する
（思考力・判断力・表現力等）

A

❷
❶

B

C

③

② ① ⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

④

学
習
指
導
案
、
冒
頭
の
発
問
の
答
え
参
照

⑩

D
・
E

F
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❶コラム「最古の人類」
チンパンジーやボノボはヒトと同じ霊長類ヒト科に分類される大型類人猿である。チンパンジーとヒトの遺伝
子は約 98 ％同じだとする研究結果もある。サヘラントロプスは発見された頭蓋骨から脊髄がまっすぐ下に伸び
ており直立できた可能性が高い。直立二足歩行は類人猿とヒトを区別する基準の一つである。そのほかに、道具
や火、言葉の使用があげられることが多い。

❷人類の進化
猿人に属するアウストラロピテクスは、南アフリカのタウニングで発見された。約 400 万年前に出現し直立二
足歩行を行い、脳容量は 500cc であった。原人に属すのがホモ＝ハビルス、ジャワ原人、北京原人である。約
260 万年前に出現したホモ＝ハビルスは、タンザニアのオルドヴァイ峡谷で発見された。同じ地層からは礫石器
が見つかった。約 100 万年前に出現したジャワ原人はジャワ島のトリニールで発見された。約 50 万年前に出現
した北京原人は北京郊外の周口店で発見され、10 万個以上の打製石器、握斧や炉の跡も残っていた。ネアンデ
ルタール人は旧人に属し、ドイツで発見された。彼らは剥片石器を制作し、石器を木の柄に装着し狩猟を行っ
た。また、獲物の毛皮から衣類をつくり、洞穴を住居とした。埋葬の習慣だけでなく、洞穴絵画も描いたとする
研究もある。新人に属するのがクロマニョン人や周口店上洞人である。クロマニョン人はフランスで発見され
た。4万年前に出現し、石刃、投げ槍、弓矢、骨角器による漁労用具などを発明して狩猟・漁労技術を飛躍的に
高めた。またフランスのラスコーやスペインのアルタミラに代表される洞穴絵画や、自然の生産力を象徴するも
のと思われる女性裸像などがつくられ、芸術表現や抽象化の能力を高めたことが知られる。周口店上洞人は北京
原人が発掘された周口店遺跡のある丘陵山頂部の洞窟で発見された。

 授業のアイデア❶  人類の特徴を整理する指標を考えよう
教科書の情報をまとめる際には、次のような表を作成し人類の特徴を整理するとともに、整理する指標を

本時の目標

〇人類が進化することで、できるようになったことを説明する。具体的には、人々が身体を進化させつつ生活環
境に適応していったことを、打製石器とその発達をとおして理解させる。そして、自然環境に手を加えること
で農耕・牧畜を開始し、人類が国家・文明をつくりだしたことを理解させる。

学習指導案

第 2 章
　 1 節 人類の誕生と進化 p.16-17

 発　問 　回答例 ○留意点　■評価

導　入 チンパンジーと人類の違いは
何だろうか。

言葉、火、道具の使用…。
（⇒ p.3）

○人類の発達について興味をも
たせる

展　開 Ａ　猿人・原人・旧人・新人
の違いを整理しよう。

Ｂ　打製石器はどのように改
良され、どのようなことに使
用されたのか調べてみよう。

Ｃ　人類の進化は精神面にど
のような変化をもたらしたの
だろう。死者が埋葬された
り、洞穴絵画として動物が描
かれたのは、なぜだろうか。

Ｄ　1 万年前に地球が温暖化
した結果、人類はどのよう
な工夫を行い生活を営んだ
のだろう。

Ｅ　磨製石器は打製石器に比
べてどのような点で優れて
いたのだろうか。土器はど
のように使用されたのだろ
うか。

Ｆ　農耕・牧畜が始まること
で、どのような変化が起
こったのか。

A 　（⇒ p.3 ❷  授業のアイデア❶ ）

Ｂ　礫石器、石核石器（握斧）、剥片石
器（石刃・尖頭器）、細石器のように改
良された。石核石器である握斧で獲物
の解体や食用の木の根を掘り出した。
剥片石器（石刃）は毛皮をはがした
り、肉を切ったり、骨をそいだりする
のに用いられた。また、細石器は投げ
槍の槍先に使用され、大型獣の狩りに
使用された。

Ｃ　死者を埋葬することで、亡くなった
人を慈しんだり、洞穴絵画を描くこと
で、狩猟の成功を組織的に願ったと考え
られている。�

（⇒ p.4  授業のアイデア❷ ）
D　農耕や牧畜など自然環境に手を加える
ことで食料を安定して確保しやすくした。
また、磨製石器（磨製石斧・石臼・石
皿・石杵）、織物、土器などを発明した。

Ｅ　狩猟には不向きであったが、樹木を
伐採したり、穀物の刈り取りや調理の
際に便利であった。土器はどんぐりの
煮炊きや保存で使用されただけでな
く、宗教的儀式などでも、用いられた。

Ｆ　①貧富の差の発生や指導者への権力
集中により、王などの身分が生まれた。
やがて、支配者が多くの人を支配する
仕組みである国家や文明が生まれた。
　②青銅器や鉄器などの金属器による武
器や工具、出来事を記録するための文
字を発明した。

○教科書の「人類の進化」の小
見出しから、読みとかせる

■旧石器時代について理解する
（知識・技能）
〇教師の側で打製石器の発展に
ついて補足する
■打製石器の発達の特色を資料
から読み取る（知識・技能）

■人類の精神面の変化について
思考・判断する（思考力・判
断力・表現力等）

〇教科書の「農耕と牧畜の始ま
り」の小見出しから、読みと
かせる
■新石器時代について理解する
（知識・技能）
■新石器文化の長所について思
考・判断する（思考力・判断
力・表現力等）

〇時代により、使用される道具
がかわることを説明する
■金属器時代について理解する
（知識・技能）

まとめ  冒頭の発問  人類はどのよ
うに進化し、どのようなこと

 冒頭の発問の答え  人類は身体的な進化
とともに、道具を改良し技術を発明する

■人類の進化によって、打製石
器が制作されたり、農耕牧畜

ができるようになったのだろ
うか。

ことで、多くの人々とともに国家や文明
をつくりだすことが可能となった。

（⇒ p.5  授業のアイデア❸ ）

　が開始されたり、文明が発生
したりしたことを説明する
（思考力・判断力・表現力等）

A
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えさせたい。授業の最後に、ネアンデルタール人の集団規模説などの最近の研究を紹介する。また、クロマ
ニョン人と混血して、私たちの 1％～4％の遺伝子がネアンデルタール人由来のものであることが明らかに
なったことなども伝えてはどうだろうか。

❻磨製石器
使用石材が堅密なものの場合は光沢があり、きわめて鋭利なものとなる。凹凸が少ないため抜き取りがスムー
ズであり、何度も繰り返して使用するのに適している。石斧は樹木の伐採や土掘りに、石臼は穀物や木の実をす
りつぶし、粉をひくために用いた。

打製石器は動物の狩猟や木の実の採取に適しており、作成も比較的容易だったが、ものを切っ
たりすりつぶしたりする用途には向かなかった。一方磨製石器は農耕の発達に伴い、稲を刈る石斧や穀物をつぶ
すための石臼などとして使われたが、狩猟・採集には不向きだった。

❼土器
世界の各地の新石器文化に共通して見られる素焼きの土器で、酸化鉄による赤色や黒色、または白色で簡潔な
模様や動物を描いている。メソポタミアやエジプト、インドにも見られ、さらに中国文明の彩陶もそれにあた
る。用途に関しては、煮沸や貯蔵以外にも、神への供献にも用いられた。

❽国家・文明の成立
余剰作物により人口増加や商工業の活性化により都市が成立した。交易などによって貧富の差が発生し、農耕
や戦争、祭祀における指導者への権力集中により、王、神官・役人、農民、奴隷などのさまざまな身分が生まれ
た。同時に、戦いの中で領域などの観念も生まれた。支配者は国家をとおして多くの人々を指導しながら、文明
を発展させていった。

❾青銅器
銅と錫を溶かし鋳造したものが青銅である。錫を混合することで硬くなり、研磨などの加工ができた。また木
炭を使った原始的な炉で熔解できた。

 授業のアイデア❸  最も重要な人類の発明は何か
本単元のまとめを「人類ができるようになったこと、発明したものの中で、最も重要なことは何であると
思うか」というテーマでアクティブ・ラーニングを行うことも可能である。ジグソー法を活用し、打製石器
の発明、農耕牧畜の開始、国家文明の形成のグループに分かれ、教科書以外の資料などを持ち寄り、重要で
ある理由を各グループでまとめる。その後、三つのグループから一人ずつで構成される計三人の班を組織す
る。各班では、各グループの主張を説明し、人類にとって最も重要な変化・発明を改めて考える。最後に、
打製石器の発明、農耕牧畜の開始、国家文明の形成のグループに戻り、グループの主張に対し他のグループ
の意見を紹介し、改めて、最も重要な人類の発明について、各自で再検討する。

10ステッアテッ　なな国家家や権力といもののがままれののだいかか
農耕と牧畜が始まり、人口が増えるにつれ、食料や家畜などを多く蓄える人々と、そうでない

人々の間に貧富の差が生まれた。また農耕や戦争の指導者、神をまつる人などに権力が集まった。こうして王や
神官、役人などが農民や奴隷などを支配する国家という仕組みが生まれた。

【参考文献】
三井誠『人類進化の 700 万年』（講談社、2005 年）
NHKスペシャル「人類誕生」制作班『NHKスペシャル�人類誕生』（学研プラス、2018 年）
デイヴィッド・ライク『交雑する人類―古代DNAが解き明かす新サピエンス史』（NHK出版、2018 年）

発問の答え

課題の答え

考えさせる方法もある。また、教科書に情報がなく空欄となった箇所について調べさせたり、人類の特徴を
より整理できる新しい指標（例えば、脳の容量や頭部骨格の形態などの身体的特徴）を考えさせたりすると
学びに向かう力等を育成する発展学習になる。

指標 猿人 原人 旧人 新人

（自然環境） 氷河時代

（石器） 簡単な打製石器 打製石器の改良 打製石器をさらに改良

（暖を取る方法） 火の使用 毛皮の着用

（精神） 死者の埋葬 洞穴絵画

（各地との交流） アフリカから世界各地に移住

（新しい指標）

❸打製石器
猿人段階では、ほとんど自然石と変わらない、一個の石材の一部を打ち掻いてつくる礫石器（写真①）であっ
たが、原人段階になると、石材を全面的に加工して形をつくり、握斧（ハンドアックス、写真②）にするように
なった。このような石核石器は獲物の解体や食用の木の根を掘り出しに使用された。さらにネアンデルタール人
は、石材を割ってできる剥片を、さらに細かくうち砕きながら、ナイフややじり型の石器をつくり出す剥片石器
という高度な石器製造技術をもつようになった。新人に属するクロマニョン人は、石の面に連続して打撃を加
え、多量の石刃を製造した。このような剥片石器は、毛皮をはがしたり、肉を切ったり、骨をそいだりするのに
用いられた。やがて、新人は石刃を細かく加工し、木器や骨角器と組み合わせて使用する細石器を生み出した。
細石器は投げ槍の槍先にも使用され、大型獣の狩りに使用された。

❹ネアンデルタール人の埋葬
イラン北部のシャニダール洞穴では、人骨の周りから 8種類の大量の花粉が発見された。死者に花を手向けた
からだと考えられる。また、片目・片手を失った男性の人骨には長期間の治療の跡があった。ネアンデルタール
人たちは病人や高齢者の世話をしていた可能性もある。

❺ラ0コーの洞穴壁画
一匹の犬と子どもたちが偶然発見した。全長 200mの洞穴に 600 頭以上の動物や鳥の頭をもつ人物などが描か
れている。スペインのアルタミラ洞窟の絵画と並び、旧石器時代の洞穴美術の代表的な遺跡である。洞窟は
1940 年に発見されたが、一般公開され大勢の市民が訪れる騒ぎとなり、人の出入りによる悪影響が懸念され
1963 年に閉鎖された。

人類の誕生以来、牛・馬・鹿などの動物は、彼らの身近に存在していた。またこれらを狩猟の
対象としていた人類にとって、動物は生きる糧として、非常に重要かつ神聖な存在だったから。絵画は狩りの対
象となった動物を芸術的に描いただけでなく、豊穣に対する願いなどの意味もあるとされる。

 授業のアイデア❷  なな、ネアンデルタール人は滅んののか
授業ではネアンデルタール人とクロマニョン人がヨーロッパで共存していたことを伝え、単純に進化して
いく人類のイメージを揺さぶりたい。指導案BやCにおける展開部に発展学習として付け加えるとよい。
ネアンデルタール人は脳容量が平均 1600cc もあり、クロマニョン人の脳容量の平均 1400cc を上回って
いる。また、埋葬の習慣以外にも、最近では洞穴絵画を描いた可能性も指摘されている。しかし、アフリカ
から進出したクロマニョン人にしだいにその居住地域を譲っていき、遅くとも 2万 7千年頃には地球上か
ら姿を消した。一方、クロマニョン人は狩猟技術を向上させ、洞窟絵画などの芸術性を伴う新たな文化を身
に付けて、人類の文明を形成していく。なぜこのような違いが出たのか？　ネアンデルタール人はなぜ消滅
したのか？　自然環境の変化による説や疫病説、クロマニョン人との闘争説などさまざまな仮説を生徒に考

発問の答え
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えさせたい。授業の最後に、ネアンデルタール人の集団規模説などの最近の研究を紹介する。また、クロマ
ニョン人と混血して、私たちの 1％～4％の遺伝子がネアンデルタール人由来のものであることが明らかに
なったことなども伝えてはどうだろうか。

❻磨製石器
使用石材が堅密なものの場合は光沢があり、きわめて鋭利なものとなる。凹凸が少ないため抜き取りがスムー
ズであり、何度も繰り返して使用するのに適している。石斧は樹木の伐採や土掘りに、石臼は穀物や木の実をす
りつぶし、粉をひくために用いた。

打製石器は動物の狩猟や木の実の採取に適しており、作成も比較的容易だったが、ものを切っ
たりすりつぶしたりする用途には向かなかった。一方磨製石器は農耕の発達に伴い、稲を刈る石斧や穀物をつぶ
すための石臼などとして使われたが、狩猟・採集には不向きだった。

❼土器
世界の各地の新石器文化に共通して見られる素焼きの土器で、酸化鉄による赤色や黒色、または白色で簡潔な
模様や動物を描いている。メソポタミアやエジプト、インドにも見られ、さらに中国文明の彩陶もそれにあた
る。用途に関しては、煮沸や貯蔵以外にも、神への供献にも用いられた。

❽国家・文明の成立
余剰作物により人口増加や商工業の活性化により都市が成立した。交易などによって貧富の差が発生し、農耕
や戦争、祭祀における指導者への権力集中により、王、神官・役人、農民、奴隷などのさまざまな身分が生まれ
た。同時に、戦いの中で領域などの観念も生まれた。支配者は国家をとおして多くの人々を指導しながら、文明
を発展させていった。

❾青銅器
銅と錫を溶かし鋳造したものが青銅である。錫を混合することで硬くなり、研磨などの加工ができた。また木
炭を使った原始的な炉で熔解できた。

 授業のアイデア❸  最も重要な人類の発明は何か
本単元のまとめを「人類ができるようになったこと、発明したものの中で、最も重要なことは何であると
思うか」というテーマでアクティブ・ラーニングを行うことも可能である。ジグソー法を活用し、打製石器
の発明、農耕牧畜の開始、国家文明の形成のグループに分かれ、教科書以外の資料などを持ち寄り、重要で
ある理由を各グループでまとめる。その後、三つのグループから一人ずつで構成される計三人の班を組織す
る。各班では、各グループの主張を説明し、人類にとって最も重要な変化・発明を改めて考える。最後に、
打製石器の発明、農耕牧畜の開始、国家文明の形成のグループに戻り、グループの主張に対し他のグループ
の意見を紹介し、改めて、最も重要な人類の発明について、各自で再検討する。

10ステッアテッ　なな国家家や権力といもののがままれののだいかか
農耕と牧畜が始まり、人口が増えるにつれ、食料や家畜などを多く蓄える人々と、そうでない

人々の間に貧富の差が生まれた。また農耕や戦争の指導者、神をまつる人などに権力が集まった。こうして王や
神官、役人などが農民や奴隷などを支配する国家という仕組みが生まれた。

【参考文献】
三井誠『人類進化の 700 万年』（講談社、2005 年）
NHKスペシャル「人類誕生」制作班『NHKスペシャル�人類誕生』（学研プラス、2018 年）
デイヴィッド・ライク『交雑する人類―古代DNAが解き明かす新サピエンス史』（NHK出版、2018 年）

発問の答え

課題の答え

考えさせる方法もある。また、教科書に情報がなく空欄となった箇所について調べさせたり、人類の特徴を
より整理できる新しい指標（例えば、脳の容量や頭部骨格の形態などの身体的特徴）を考えさせたりすると
学びに向かう力等を育成する発展学習になる。

指標 猿人 原人 旧人 新人

（自然環境） 氷河時代

（石器） 簡単な打製石器 打製石器の改良 打製石器をさらに改良

（暖を取る方法） 火の使用 毛皮の着用

（精神） 死者の埋葬 洞穴絵画

（各地との交流） アフリカから世界各地に移住

（新しい指標）

❸打製石器
猿人段階では、ほとんど自然石と変わらない、一個の石材の一部を打ち掻いてつくる礫石器（写真①）であっ
たが、原人段階になると、石材を全面的に加工して形をつくり、握斧（ハンドアックス、写真②）にするように
なった。このような石核石器は獲物の解体や食用の木の根を掘り出しに使用された。さらにネアンデルタール人
は、石材を割ってできる剥片を、さらに細かくうち砕きながら、ナイフややじり型の石器をつくり出す剥片石器
という高度な石器製造技術をもつようになった。新人に属するクロマニョン人は、石の面に連続して打撃を加
え、多量の石刃を製造した。このような剥片石器は、毛皮をはがしたり、肉を切ったり、骨をそいだりするのに
用いられた。やがて、新人は石刃を細かく加工し、木器や骨角器と組み合わせて使用する細石器を生み出した。
細石器は投げ槍の槍先にも使用され、大型獣の狩りに使用された。

❹ネアンデルタール人の埋葬
イラン北部のシャニダール洞穴では、人骨の周りから 8種類の大量の花粉が発見された。死者に花を手向けた
からだと考えられる。また、片目・片手を失った男性の人骨には長期間の治療の跡があった。ネアンデルタール
人たちは病人や高齢者の世話をしていた可能性もある。

❺ラ0コーの洞穴壁画
一匹の犬と子どもたちが偶然発見した。全長 200mの洞穴に 600 頭以上の動物や鳥の頭をもつ人物などが描か
れている。スペインのアルタミラ洞窟の絵画と並び、旧石器時代の洞穴美術の代表的な遺跡である。洞窟は
1940 年に発見されたが、一般公開され大勢の市民が訪れる騒ぎとなり、人の出入りによる悪影響が懸念され
1963 年に閉鎖された。

人類の誕生以来、牛・馬・鹿などの動物は、彼らの身近に存在していた。またこれらを狩猟の
対象としていた人類にとって、動物は生きる糧として、非常に重要かつ神聖な存在だったから。絵画は狩りの対
象となった動物を芸術的に描いただけでなく、豊穣に対する願いなどの意味もあるとされる。

 授業のアイデア❷  なな、ネアンデルタール人は滅んののか
授業ではネアンデルタール人とクロマニョン人がヨーロッパで共存していたことを伝え、単純に進化して
いく人類のイメージを揺さぶりたい。指導案BやCにおける展開部に発展学習として付け加えるとよい。
ネアンデルタール人は脳容量が平均 1600cc もあり、クロマニョン人の脳容量の平均 1400cc を上回って
いる。また、埋葬の習慣以外にも、最近では洞穴絵画を描いた可能性も指摘されている。しかし、アフリカ
から進出したクロマニョン人にしだいにその居住地域を譲っていき、遅くとも 2万 7千年頃には地球上か
ら姿を消した。一方、クロマニョン人は狩猟技術を向上させ、洞窟絵画などの芸術性を伴う新たな文化を身
に付けて、人類の文明を形成していく。なぜこのような違いが出たのか？　ネアンデルタール人はなぜ消滅
したのか？　自然環境の変化による説や疫病説、クロマニョン人との闘争説などさまざまな仮説を生徒に考

発問の答え

中学歴史 日本と世界　教師用指導書
B5判・上下巻・各300頁（予定）・本体14,000円（予価）・付属データ集DVD-ROM付

歴史708準拠

〈指導書の内容〉
教科書の編集方針・特色、特集ページ案内／高校社会科と連携した歴史の授業への導き／
指導計画／見返し解説／学習指導案・内容解説

本時の目標、学習指導
案、解説、授業のアイ
ディア、発問の答え、
ステップアップ課題の
答え、参考文献など授
業に便利な内容です。

『中学歴史 日本と世界』を使った授業に便利な、用語や図の解説、授業実践にご利用いただける
材料を盛り込みました。授業前にご確認いただくのに非常に便利な 1冊です。
詳しい内容は別冊「中学歴史教科書　教師用指導書のご案内」がございます。
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〔付属データ集DVD-ROM〕収録コンテンツ一覧
❶教科書データ（紙面PDF＆本文Word）� ❺準拠ノート（PDF＆Word）
❷教科書掲載地図・図版データ（JPEG）� ❻教師用指導書データ（PDF＊）＊テキスト抽出可能
❸準拠テスト例（Word）� ❼授業用スライド（PowerPoint）
❹一問一答（Excel ＆ Word）� ❽ワークシート（Word）

授業プリントや演習問題の作成に便利なコンテン
ツに加え、電子黒板・プロジェクターで投影でき
るコンテンツも収録し、先生方の授業準備や教材
研究をサポートいたします。

●教科書の単元ごとに作問
●さまざまな出題形式
●図版問題や短文記述問題も含む

※制作中につき、内容や体裁は変更になる場合がございます。

見本はこちら

Word
❸準拠テスト例

準拠
テスト例
W
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2 エジプト文明②
ピラミッドはどうして
つくられたのだろうか？

2 エジプト文明③
象形文字の一種である神聖文字（ヒ
エログリフ）が発明され、紙であ
るパピルスも発明された。

�エジプトでは、ナイル川の流域で
エジプト文明が栄えた。
→�ナイル川の定期的なはんらんに
より豊かな農作物にめぐまれた。

2 エジプト文明①

導入 古代文明のおこり
古代文明の栄えた場所の特徴は
何だろうか？ 2点挙げてみよう。

1 メソポタミア文明①
楔形文字が発明され、さまざまな
文書を記録するために用いられた。

1 メソポタミア文明②

第 1節
2　古代文明の始まり

3 インダス文明①
現在のインド北西部では、インダス
川の流域でインダス文明が栄えた。

モエンジョ＝ダーロとはどんな遺跡だろうか？

3 インダス文明②
インダス文字と
呼ばれる象形文
字が使用されて
いたが、いまだ
に解読されてい
ない。

エジプト文明で他に
どのようなものが
発達したのだろうか？

2 エジプト文明④

中学歴史 授業用スライド＆ワークシート
※�教師用指導書に付属するDVDに収録されております。

●教科書の単元ごとに作成
●要点を整理し、学習のポイントを明示
●問題発見・解決のプロセスを考慮した内容PowerPoint（電子黒板・プロジェクター用）

❼授業用スライド

※制作中につき、内容や体裁は変更になる場合がございます。

授業用
スライド
pptx

3030

教科書 18 ページの史料を読んで
考えよう。
①�この法典で刑罰の基本になる考
え方は何だろうか？

②�身分によって刑罰はどのように
異なるだろうか？

1 メソポタミア文明③2 エジプト文明①

1 メソポタミア文明②

紀元前 18 世紀に全メソポ
タミアを統一したハンムラ
ビ王は、「ハンムラビ法典」
をつくり、法に基づく支配
を行った。

3 インダス文明②
インダス文字と
呼ばれる象形文
字が使用されて
いたが、いまだ
に解読されてい
ない。

3 インダス文明③
�紀元前 1500 年ごろ、侵入したアーリア
人によってバラモン（司祭）を頂点とす
る身分制度を生み
出した。これはの
ちのカースト制度
の基となり、今も
残っている。

バラモン
（司祭・僧侶）

クシャトリア
（王族・武士）

ヴァイシャ
（商人・農民）

シュードラ
（奴隷階級）

古代文明は、それぞれどのような特徴を持っ
ていたのだろうか？
　メソポタミア文明では、2つの大河に挟まれ
た地域で、世界最古の文字である（　　）文
字が生み出された。
　エジプト文明では、王（　　）のもとで早く
もエジプト全土が統一された。
　インダス文明では、（　　）に見られるように、
計画に基づいて整然と（　　）が整備された。

ワーク
シート
W

江

黄
河

長

モエンジョ゠ダーロ

ナ

ル
イ

川

中国文明
ちゅうごくA

C

B
ユーフラテス川

インダス川

アフリカアフリカ

西アジア 東アジア

南アジア南アジア

ティグリス川

ユーフラテス川

●授業用スライドにあわせた内容
●思考・判断・表現を重視した授業の補助教材
●授業展開に応じてカスタマイズ可能

Word（学習者用）
❽ワークシート
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1

清和源氏 藤原氏庶流桓武平氏
その他の氏族および旧来の豪族

かん む へい し せい わ げん じ ふじわら し しょりゅう

ごうぞく

藤原純友の乱  
939～41

ふじわらのすみとも

後三年合戦  
1083～87

ご さんねん

前九年合戦  
1051～62

ぜんくねんかっせん

平将門の乱  
939～40

たいらのまさかど

平忠常の乱  
1028～31

たいらのただつね

荘園の形成
８世紀に成立した荘

しょう

園
えん

の多くは間もなく衰
すい

退
たい

したが，

10世紀になると，それにかわって，中
ちゅう

世
せい

につなが

る新しい荘
しょう

園
えん

が登場してきた。

　地方の豪
ごう

族
ぞく

や有力農民の一部は，国
こく

衙
が

から一定の期間，税を免
めん

除
じょ

され

て山
さん

野
や

の開発に乗り出したが，その中から，より有利な条件を求めて開

発地を摂
せっ

関
かん

家
け

などの貴族や大寺社に寄
き

進
しん

する者も現れた。こうして中央

の権力者を領
りょう

主
しゅ

（荘園領主）とあおぐ荘園が成立し，開発者自身は荘園現

地の役人（荘
しょう

官
かん

）となって，さらに土地の開発を進めた。

　荘園の中には，荘園領主の権
けん

威
い

を背景に，政府から税の免除（不
ふ

輸
ゆ

）を

認めてもらう荘園が次
し

第
だい

に増え，やがて税収を確保しようとする国衙と

の対立が激しくなると，国衙の役人の立ち入りを認めない不
ふ

入
にゅう

の特権を

得る荘園も多くなっていった。その結果，11世紀後半には中央に送ら

れる税が減少し，貴族の給
きゅう

与
よ

や大寺社の運営費を支
し

払
はら

えなくなった政府

は，そのかわりに荘園をあたえたので，荘園はますます増加した。

　こうして全国の土地は公
こう

領
りょう

と荘園に分かれたが，いずれもその内部で

は，現地の有力者が開発地を拠
きょ

点
てん

に地域の支配を進めていった。

地方の反乱と
武士の成長

９世紀末から10世紀にかけて盗
とう

賊
ぞく

や海
かい

賊
ぞく

の活動

が活発化すると，京
きょう

都
と

の中級・下級貴族のうち，

特に弓
ゆみ

矢
や

や馬などの武芸に優
すぐ

れた者が国
こく

司
し

などに任命されて鎮
ちん

圧
あつ

に当た

った。かれらの中には任期が終わってもそのまま現地にとどまり，有力

な武
ぶ

士
し

（兵
つわもの

）として勢力を広げていく者もあった。かれらの子孫は一族

や従者を率いて，たがいに戦いをくり返し，ときには国司にも反
はん

抗
こう

した。

　一方，地方の豪族や有力農民たちも，自分の土地を守るために武
ぶ

装
そう

し

始めた。かれらは地方にとどまった国司の子孫などを中心に結集し，や

がて大きな武
ぶ

士
し

団
だん

に成長していった。

→p. 41

→p. 40

→p. 52

用 語 2

3

4

　早くから東
とう

国
ごく

（東日本）に住み着いた国司の子孫で，下
しも

総
うさ

（茨
いばら

城
き

県）を根
こん

拠
きょ

地
ち

にしていた平
たいらの

将
まさ

門
かど

は，国司と対立して，939（天
てん

慶
ぎょう

２）年に反乱を

起こした。西
さい

国
ごく

（西日本）でも同じころ，元伊
い

予
よ

（愛
え

媛
ひめ

県）の国司であった

藤
ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

が，瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の海賊を率いて反乱を起こした。これらの反乱は

いずれも武士によって平定された（天
てん

慶
ぎょう

の乱
らん

）。

　この乱を通じて武士の実力を知った朝
ちょう

廷
てい

や貴族たちは，かれらを宮中

や都の警備，貴族の身辺警護などに当たらせた。また，地方でも武士の

一部は国司の下
もと

に組織され，国内の治安を守る存在となった。

源氏・平氏の進出
有力な武士は，都と地方を行き来しながら，

双
そう

方
ほう

に拠点を築いていった。11世紀になると，

都で活動する武士の多くは，次第に天皇の血を引く源
げん

氏
じ

（清
せい

和
わ

源氏）と平
へい

氏
し

（桓
かん

武
む

平氏）によってしめられるようになり，地方でもかれらに従う武

士が増加した。その結果，源
げん

平
ぺい

両氏は，多くの武士団を束ねる武
ぶ

家
け

の棟
とう

梁
りょう

として，広く知られるようになった。

　11世紀前半に上
か ず さ

総（千
ち

葉
ば

県）で平
たいらの

忠
ただ

常
つね

の乱が起こると，源氏はこれを

鎮圧して，東国進出のきっかけをつくった。また11世紀半ばに陸
む

奥
つ

の

国司に任命された 源
みなもとの

頼
より

義
よし

は，子の 源
みなもとの

義
よし

家
いえ

とともに，現地で勢力をふ

るっていた豪族の安
あ

倍
べ

氏をほろぼした（前
ぜん

九
く

年
ねん

合
かっ

戦
せん

）。さらに義家は，安

倍氏にかわって勢力をのばした清
きよ

原
はら

氏一族の争いに介
かい

入
にゅう

し，これを制圧

した（後
ご

三
さん

年
ねん

合
かっ

戦
せん

）。こののち東
とう

北
ほく

地方では，義家の支
し

援
えん

を受けた清原

（藤
ふじ

原
わら

）清
きよ

衡
ひら

とその子孫（奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏
し

）が，北方との交
こう

易
えき

や金・馬などの産

物によって大いに栄えた。その根拠地であった陸奥の平
ひら

泉
いずみ

（岩
いわ

手
て

県）には，

中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

金
こん

色
じき

堂
どう

に代表されるはなやかな仏
ぶっ

教
きょう

文化が根付いた。

　東国に進出した源氏に対して，平氏は12世紀初めごろ，瀬戸内海の

海賊平定で活
かつ

躍
やく

するなど，主に西国に勢力を広げていった。

1

6

用 語

5

5

→p. 68，69

M■4各地の武士団

中
世
社
会
の
成
立

節

1 荘園の成立と
武士の登場

●❶どのように荘
しょう
園
えん
が全国的に広まって

いったのだろうか。
●❷�源
げん
氏
じ
が東
とう
国
ごく
で大きな力をにぎること

ができたのはなぜだろうか。

荘
しょう
園
えん
や武士の発生により，国

こく
衙
が
の役

割はどのように変化したのだろうか。

ステップアップ

用 語 解 説

公
こう

領
りょう

　古代には公
こう

地
ち

公
こう

民
みん

が原則で，全ての
土地は公

おおやけ

の地とされたが，そのうち荘
しょう

園
えん

化
しなかった土地。国

こく

衙
が

の管理下に置かれた
ので国

こく

衙
が

領
りょう

ともいう。荘園が最も増えた中
ちゅう

世
せい

でも，荘園と公領の面積比はほぼ１：１
であった。

用 語 解 説

棟
とう

梁
りょう

　もともとは建物の重要な部材である棟
むね

と梁
はり

の意味だが，そこから転じて，ある集団の中で重
要な地位にある人物を棟梁と呼んだ。特に武

ぶ

士
し

団
だん

の指導者を指すことが多く，武
ぶ

家
け

の棟梁ともいった。

荘園に変わることは，その地に暮らす農
民の生活にどのような変化をもたらしたの
だろうか？

受領（国司）
（中流貴族）

ず りょう こく し
荘園領主

摂関家などの
上流貴族や大寺社

せっかんけ

地方豪族
有力農民

農民

支
配税

任
命税

支
配税

支
配税

支
配税

政府（朝廷）

中央の
権力者

現地の
有力者

地方豪族（荘官）
有力農民

しょうかんごうぞく

公領
こうりょう

荘園
しょうえん

ちょうてい

）（

M■2荘園・公領の模式図

関
かん

東
とう

で力を持っていた武
ぶ

士
し

団
だん

は，
どの一族だろうか？

M■3武士の家の構造

主人

下人・所従

郎党

家子（一族）

（惣領，一族の長）

（家人）

そう

ろう

いえのこ

げ にん しょじゅう

とう

りょう

同族の
分家や庶子

しょ し

け にん

M■5前九年・後三年合戦　清衡の父は藤原氏の人
物だったが，前九年合戦で敗

はい

死
し

したため，清衡は
清原氏の養子となった。

二つの合戦後，東
とう

北
ほく

地方で奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏が繁
はん

栄
えい

で
きたのはなぜだろうか？

地方の武
ぶ

士
し

をまとめる棟
とう

梁
りょう

に求められた条件と
は何だったのだろうか？

安倍頼時
貞任・

あ べのより とき

さだとう
源  頼義

源 義家

（父）（父）
加
担

介
入（
清
衡
を
支
援
）

か
い
に
ゅ
う

し
え
ん

敗

死亡

敗 勝

勝

勝

（出羽の豪族） （子） （子）

みなもとの

みなもとの

清原武則
きよはらのたけのり よりよし

よしいえ

義家
よしいえ

宗任
むね とう

清原氏一族の内紛

真衡 家衡・（藤原）清衡
きよ ひらいえ ふじわらひら

家衡

さねひら

前
九
年
合
戦

ぜ
ん
く
ね
ん
か
っ
せ
ん

後
三
年
合
戦

ご
さ
ん
ね
ん

（藤原）清衡

で　わ ごうぞく

ないふん

P■1都での儀
ぎ

式
しき

の様子　武
ぶ

装
そう

して警備にあ
たる者も見られる。『年中行事絵巻』 田中家蔵

道
長・頼
通
全
盛
期

白
河
院
政

後
白
河
院
政

鳥
羽

院
政

【
桓
武
平
氏
】

【
清
和
源
氏
】

平将門の乱

平忠常の乱

前九年合戦

後三年合戦

清盛
きよ もり

忠盛
ただ もり

正盛
まさ もり

□

□

□

貞盛
さだもり

将門
まさかど

□

国香
くに か□□

桓武天皇
かん  む

□

忠常
ただつね

頼朝
よりとも

義朝
よしとも

義家
よしいえ

頼信
より のぶ

頼義
より よし

為義
ためよし

清和天皇
せい わ

げ
ん
じ

たいらのまさかど

たいらのただつね

ぜんくねんかっせん

ごさんねん

939～940

1028～31

1051～62

1083～87

み
ち
な
が
よ
り
み
ち

し
ら
か
わ
い
ん
せ
い

ご
し
ら
か
わ

と
ば

□

M■6平氏・源氏系図

NHK for school
平将門の乱

後三年合戦図

荘園のようす

平氏・源氏系図

中学歴史 指導者用デジタル教科書 歴史708準拠

先生がパソコンや iPad で開いた教科書紙面 PDFから、さまざまな教材を
授業で投影できる、先生用のデジタル教科書です。画面上の、関連するポ
イントにリンクがはられており、先生はリンクのマークをクリックするだけ
で、発問のQ＆Aや、教科書には掲載されていない写真・図版、リンク先
の動画を、生徒に見せることができます。
先生の手もとの画面には解説もついており便利です。

先生用解説
立荘された土地は荘園となり、それ
以外の土地は公領（国衙領）となった。
荘園領主から政府へは税が送られて
いないことや、荘園にしろ公領にし
ろ、農民は現地の有力者に対して税
を納めていることに注目。
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1

清和源氏 藤原氏庶流桓武平氏
その他の氏族および旧来の豪族

かん む へい し せい わ げん じ ふじわら し しょりゅう

ごうぞく

藤原純友の乱  
939～41

ふじわらのすみとも

後三年合戦  
1083～87

ご さんねん

前九年合戦  
1051～62

ぜんくねんかっせん

平将門の乱  
939～40

たいらのまさかど

平忠常の乱  
1028～31

たいらのただつね

荘園の形成
８世紀に成立した荘

しょう

園
えん

の多くは間もなく衰
すい

退
たい

したが，

10世紀になると，それにかわって，中
ちゅう

世
せい

につなが

る新しい荘
しょう

園
えん

が登場してきた。

　地方の豪
ごう

族
ぞく

や有力農民の一部は，国
こく

衙
が

から一定の期間，税を免
めん

除
じょ

され

て山
さん

野
や

の開発に乗り出したが，その中から，より有利な条件を求めて開

発地を摂
せっ

関
かん

家
け

などの貴族や大寺社に寄
き

進
しん

する者も現れた。こうして中央

の権力者を領
りょう

主
しゅ

（荘園領主）とあおぐ荘園が成立し，開発者自身は荘園現

地の役人（荘
しょう

官
かん

）となって，さらに土地の開発を進めた。

　荘園の中には，荘園領主の権
けん

威
い

を背景に，政府から税の免除（不
ふ

輸
ゆ

）を

認めてもらう荘園が次
し

第
だい

に増え，やがて税収を確保しようとする国衙と

の対立が激しくなると，国衙の役人の立ち入りを認めない不
ふ

入
にゅう

の特権を

得る荘園も多くなっていった。その結果，11世紀後半には中央に送ら

れる税が減少し，貴族の給
きゅう

与
よ

や大寺社の運営費を支
し

払
はら

えなくなった政府

は，そのかわりに荘園をあたえたので，荘園はますます増加した。

　こうして全国の土地は公
こう

領
りょう

と荘園に分かれたが，いずれもその内部で

は，現地の有力者が開発地を拠
きょ

点
てん

に地域の支配を進めていった。

地方の反乱と
武士の成長

９世紀末から10世紀にかけて盗
とう

賊
ぞく

や海
かい

賊
ぞく

の活動

が活発化すると，京
きょう

都
と

の中級・下級貴族のうち，

特に弓
ゆみ

矢
や

や馬などの武芸に優
すぐ

れた者が国
こく

司
し

などに任命されて鎮
ちん

圧
あつ

に当た

った。かれらの中には任期が終わってもそのまま現地にとどまり，有力

な武
ぶ

士
し

（兵
つわもの

）として勢力を広げていく者もあった。かれらの子孫は一族

や従者を率いて，たがいに戦いをくり返し，ときには国司にも反
はん

抗
こう

した。

　一方，地方の豪族や有力農民たちも，自分の土地を守るために武
ぶ

装
そう

し

始めた。かれらは地方にとどまった国司の子孫などを中心に結集し，や

がて大きな武
ぶ

士
し

団
だん

に成長していった。

→p. 41

→p. 40

→p. 52

用 語 2

3

4

　早くから東
とう

国
ごく

（東日本）に住み着いた国司の子孫で，下
しも

総
うさ

（茨
いばら

城
き

県）を根
こん

拠
きょ

地
ち

にしていた平
たいらの

将
まさ

門
かど

は，国司と対立して，939（天
てん

慶
ぎょう

２）年に反乱を

起こした。西
さい

国
ごく

（西日本）でも同じころ，元伊
い

予
よ

（愛
え

媛
ひめ

県）の国司であった

藤
ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

が，瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の海賊を率いて反乱を起こした。これらの反乱は

いずれも武士によって平定された（天
てん

慶
ぎょう

の乱
らん

）。

　この乱を通じて武士の実力を知った朝
ちょう

廷
てい

や貴族たちは，かれらを宮中

や都の警備，貴族の身辺警護などに当たらせた。また，地方でも武士の

一部は国司の下
もと

に組織され，国内の治安を守る存在となった。

源氏・平氏の進出
有力な武士は，都と地方を行き来しながら，

双
そう

方
ほう

に拠点を築いていった。11世紀になると，

都で活動する武士の多くは，次第に天皇の血を引く源
げん

氏
じ

（清
せい

和
わ

源氏）と平
へい

氏
し

（桓
かん

武
む

平氏）によってしめられるようになり，地方でもかれらに従う武

士が増加した。その結果，源
げん

平
ぺい

両氏は，多くの武士団を束ねる武
ぶ

家
け

の棟
とう

梁
りょう

として，広く知られるようになった。

　11世紀前半に上
か ず さ

総（千
ち

葉
ば

県）で平
たいらの

忠
ただ

常
つね

の乱が起こると，源氏はこれを

鎮圧して，東国進出のきっかけをつくった。また11世紀半ばに陸
む

奥
つ

の

国司に任命された 源
みなもとの

頼
より

義
よし

は，子の 源
みなもとの

義
よし

家
いえ

とともに，現地で勢力をふ

るっていた豪族の安
あ

倍
べ

氏をほろぼした（前
ぜん

九
く

年
ねん

合
かっ

戦
せん

）。さらに義家は，安

倍氏にかわって勢力をのばした清
きよ

原
はら

氏一族の争いに介
かい

入
にゅう

し，これを制圧

した（後
ご

三
さん

年
ねん

合
かっ

戦
せん

）。こののち東
とう

北
ほく

地方では，義家の支
し

援
えん

を受けた清原

（藤
ふじ

原
わら

）清
きよ

衡
ひら

とその子孫（奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏
し

）が，北方との交
こう

易
えき

や金・馬などの産

物によって大いに栄えた。その根拠地であった陸奥の平
ひら

泉
いずみ

（岩
いわ

手
て

県）には，

中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

金
こん

色
じき

堂
どう

に代表されるはなやかな仏
ぶっ

教
きょう

文化が根付いた。

　東国に進出した源氏に対して，平氏は12世紀初めごろ，瀬戸内海の

海賊平定で活
かつ

躍
やく

するなど，主に西国に勢力を広げていった。

1

6

用 語

5

5

→p. 68，69

M■4各地の武士団

中
世
社
会
の
成
立

節

1 荘園の成立と
武士の登場

●❶どのように荘
しょう
園
えん
が全国的に広まって

いったのだろうか。
●❷�源
げん
氏
じ
が東
とう
国
ごく
で大きな力をにぎること

ができたのはなぜだろうか。

荘
しょう
園
えん
や武士の発生により，国

こく
衙
が
の役

割はどのように変化したのだろうか。

ステップアップ

用 語 解 説

公
こう

領
りょう

　古代には公
こう

地
ち

公
こう

民
みん

が原則で，全ての
土地は公

おおやけ

の地とされたが，そのうち荘
しょう

園
えん

化
しなかった土地。国

こく

衙
が

の管理下に置かれた
ので国

こく

衙
が

領
りょう

ともいう。荘園が最も増えた中
ちゅう

世
せい

でも，荘園と公領の面積比はほぼ１：１
であった。

用 語 解 説

棟
とう

梁
りょう

　もともとは建物の重要な部材である棟
むね

と梁
はり

の意味だが，そこから転じて，ある集団の中で重
要な地位にある人物を棟梁と呼んだ。特に武

ぶ

士
し

団
だん

の指導者を指すことが多く，武
ぶ

家
け

の棟梁ともいった。

荘園に変わることは，その地に暮らす農
民の生活にどのような変化をもたらしたの
だろうか？

受領（国司）
（中流貴族）

ず りょう こく し
荘園領主

摂関家などの
上流貴族や大寺社

せっかんけ

地方豪族
有力農民

農民

支
配税

任
命税

支
配税

支
配税

支
配税

政府（朝廷）

中央の
権力者

現地の
有力者

地方豪族（荘官）
有力農民

しょうかんごうぞく

公領
こうりょう

荘園
しょうえん

ちょうてい

）（

M■2荘園・公領の模式図

関
かん

東
とう

で力を持っていた武
ぶ

士
し

団
だん

は，
どの一族だろうか？

M■3武士の家の構造

主人

下人・所従

郎党

家子（一族）

（惣領，一族の長）

（家人）

そう

ろう

いえのこ

げ にん しょじゅう

とう

りょう

同族の
分家や庶子

しょ し

け にん

M■5前九年・後三年合戦　清衡の父は藤原氏の人
物だったが，前九年合戦で敗

はい

死
し

したため，清衡は
清原氏の養子となった。

二つの合戦後，東
とう

北
ほく

地方で奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏が繁
はん

栄
えい

で
きたのはなぜだろうか？

地方の武
ぶ

士
し

をまとめる棟
とう

梁
りょう

に求められた条件と
は何だったのだろうか？

安倍頼時
貞任・

あ べのより とき

さだとう
源  頼義

源 義家

（父）（父）
加
担

介
入（
清
衡
を
支
援
）

か
い
に
ゅ
う

し
え
ん

敗

死亡

敗 勝

勝

勝

（出羽の豪族） （子） （子）

みなもとの

みなもとの

清原武則
きよはらのたけのり よりよし

よしいえ

義家
よしいえ

宗任
むね とう

清原氏一族の内紛

真衡 家衡・（藤原）清衡
きよ ひらいえ ふじわらひら

家衡

さねひら

前
九
年
合
戦

ぜ
ん
く
ね
ん
か
っ
せ
ん

後
三
年
合
戦

ご
さ
ん
ね
ん

（藤原）清衡

で　わ ごうぞく

ないふん

P■1都での儀
ぎ

式
しき

の様子　武
ぶ

装
そう

して警備にあ
たる者も見られる。『年中行事絵巻』 田中家蔵

道
長・頼
通
全
盛
期

白
河
院
政

後
白
河
院
政

鳥
羽

院
政

【
桓
武
平
氏
】

【
清
和
源
氏
】

平将門の乱

平忠常の乱

前九年合戦

後三年合戦

清盛
きよ もり

忠盛
ただ もり

正盛
まさ もり

□

□

□

貞盛
さだもり

将門
まさかど

□

国香
くに か□□

桓武天皇
かん  む

□

忠常
ただつね

頼朝
よりとも

義朝
よしとも

義家
よしいえ

頼信
より のぶ

頼義
より よし

為義
ためよし

清和天皇
せい わ

げ
ん
じ

たいらのまさかど

たいらのただつね

ぜんくねんかっせん

ごさんねん

939～940

1028～31

1051～62

1083～87

み
ち
な
が
よ
り
み
ち

し
ら
か
わ
い
ん
せ
い

ご
し
ら
か
わ

と
ば

□

M■6平氏・源氏系図

NHK for school
平将門の乱

後三年合戦図

荘園のようす

平氏・源氏系図

5 種類のリンクをご用意しています
�Q＆A� �教科書の発問とその解答。解答を導くために、何枚かの

画面で段階をふんでいるものもあります。表などで示し
ているものもあります。赤字部分は消すこともできます。

�写真� �教科書本体にはなく、授業でみせると視覚的にわかりや
すい写真を投影できます。解説もついています。

�動画� �おもに NHK�for�School の動画を見せることで、生徒の
理解を深めます。

�地図・図版� �教科書の地図や図版をさらに詳しく示した図や、本文の
内容に関係する図を投影できます。

� HPのサイト� �資料館・博物館・美術館など、本文の内容に関係し、授
業に適したサイトに遷移することができます。

先生用解説
関東に桓武平氏が多い。また、
桓武平氏以外も含め、関東に
多くの武士団が生まれている
ことがわかる。蝦夷との戦い
に備えるため、桓武平氏以外
にも関東に多くの武士団。

先生用解説
一番上に注目。桓武平氏は桓武天皇、
清和源氏は清和天皇の子孫。
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1 節　世界の諸文明　　32　　第 2 章　古代までの日本

❶コラム「最古の人類」
チンパンジーやボノボはヒトと同じ霊長類ヒト科に分類される大型類人猿である。チンパンジーとヒトの遺伝

子は約 98 ％同じだとする研究結果もある。サヘラントロプスは発見された頭蓋骨から脊髄がまっすぐ下に伸び
ており直立できた可能性が高い。直立二足歩行は類人猿とヒトを区別する基準の一つである。そのほかに、道具
や火、言葉の使用があげられることが多い。

❷人類の進化
猿人に属するアウストラロピテクスは、南アフリカのタウニングで発見された。約 400 万年前に出現し直立二

足歩行を行い、脳容量は 500cc であった。原人に属すのがホモ＝ハビルス、ジャワ原人、北京原人である。約
260 万年前に出現したホモ＝ハビルスは、タンザニアのオルドヴァイ峡谷で発見された。同じ地層からは礫石器
が見つかった。約 100 万年前に出現したジャワ原人はジャワ島のトリニールで発見された。約 50 万年前に出現
した北京原人は北京郊外の周口店で発見され、10 万個以上の打製石器、握斧や炉の跡も残っていた。ネアンデ
ルタール人は旧人に属し、ドイツで発見された。彼らは剥片石器を制作し、石器を木の柄に装着し狩猟を行っ
た。また、獲物の毛皮から衣類をつくり、洞穴を住居とした。埋葬の習慣だけでなく、洞穴絵画も描いたとする
研究もある。新人に属するのがクロマニョン人や周口店上洞人である。クロマニョン人はフランスで発見され
た。4万年前に出現し、石刃、投げ槍、弓矢、骨角器による漁労用具などを発明して狩猟・漁労技術を飛躍的に
高めた。またフランスのラスコーやスペインのアルタミラに代表される洞穴絵画や、自然の生産力を象徴するも
のと思われる女性裸像などがつくられ、芸術表現や抽象化の能力を高めたことが知られる。周口店上洞人は北京
原人が発掘された周口店遺跡のある丘陵山頂部の洞窟で発見された。

 授業のアイデア❶  人類の特徴を整理する指標を考えよう
教科書の情報をまとめる際には、次のような表を作成し人類の特徴を整理するとともに、整理する指標を

本時の目標

〇人類が進化することで、できるようになったことを説明する。具体的には、人々が身体を進化させつつ生活環
境に適応していったことを、打製石器とその発達をとおして理解させる。そして、自然環境に手を加えること
で農耕・牧畜を開始し、人類が国家・文明をつくりだしたことを理解させる。

学習指導案

第 2 章
　 1 節 人類の誕生と進化 p.16-17

 発　問 　回答例 ○留意点　■評価

導　入 チンパンジーと人類の違いは
何だろうか。

言葉、火、道具の使用…。
（⇒ p.3）

○人類の発達について興味をも
たせる

展　開 Ａ　猿人・原人・旧人・新人
の違いを整理しよう。

Ｂ　打製石器はどのように改
良され、どのようなことに使
用されたのか調べてみよう。

Ｃ　人類の進化は精神面にど
のような変化をもたらしたの
だろう。死者が埋葬された
り、洞穴絵画として動物が描
かれたのは、なぜだろうか。

Ｄ　1 万年前に地球が温暖化
した結果、人類はどのよう
な工夫を行い生活を営んだ
のだろう。

Ｅ　磨製石器は打製石器に比
べてどのような点で優れて
いたのだろうか。土器はど
のように使用されたのだろ
うか。

Ｆ　農耕・牧畜が始まること
で、どのような変化が起
こったのか。

A 　（⇒ p.3 ❷  授業のアイデア❶ ）

Ｂ　礫石器、石核石器（握斧）、剥片石
器（石刃・尖頭器）、細石器のように改
良された。石核石器である握斧で獲物
の解体や食用の木の根を掘り出した。
剥片石器（石刃）は毛皮をはがした
り、肉を切ったり、骨をそいだりする
のに用いられた。また、細石器は投げ
槍の槍先に使用され、大型獣の狩りに
使用された。

Ｃ　死者を埋葬することで、亡くなった
人を慈しんだり、洞穴絵画を描くこと
で、狩猟の成功を組織的に願ったと考え
られている。�

（⇒ p.4  授業のアイデア❷ ）
D　農耕や牧畜など自然環境に手を加える
ことで食料を安定して確保しやすくした。
また、磨製石器（磨製石斧・石臼・石
皿・石杵）、織物、土器などを発明した。

Ｅ　狩猟には不向きであったが、樹木を
伐採したり、穀物の刈り取りや調理の
際に便利であった。土器はどんぐりの
煮炊きや保存で使用されただけでな
く、宗教的儀式などでも、用いられた。

Ｆ　①貧富の差の発生や指導者への権力
集中により、王などの身分が生まれた。
やがて、支配者が多くの人を支配する
仕組みである国家や文明が生まれた。
　②青銅器や鉄器などの金属器による武
器や工具、出来事を記録するための文
字を発明した。

○教科書の「人類の進化」の小
見出しから、読みとかせる

■旧石器時代について理解する
（知識・技能）
〇教師の側で打製石器の発展に
ついて補足する

■打製石器の発達の特色を資料
から読み取る（知識・技能）

■人類の精神面の変化について
思考・判断する（思考力・判
断力・表現力等）

〇教科書の「農耕と牧畜の始ま
り」の小見出しから、読みと
かせる

■新石器時代について理解する
（知識・技能）
■新石器文化の長所について思
考・判断する（思考力・判断
力・表現力等）

〇時代により、使用される道具
がかわることを説明する

■金属器時代について理解する
（知識・技能）

まとめ  冒頭の発問  人類はどのよ
うに進化し、どのようなこと

 冒頭の発問の答え  人類は身体的な進化
とともに、道具を改良し技術を発明する

■人類の進化によって、打製石
器が制作されたり、農耕牧畜

ができるようになったのだろ
うか。

ことで、多くの人々とともに国家や文明
をつくりだすことが可能となった。

（⇒ p.5  授業のアイデア❸ ）

　が開始されたり、文明が発生
したりしたことを説明する
（思考力・判断力・表現力等）

A

❷
❶

B

C

③

② ① ⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

④

学
習
指
導
案
、
冒
頭
の
発
問
の
答
え
参
照

⑩

D
・
E

F

1
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チンパンジーやボノボはヒトと同じ霊長類ヒト科に分類される大型類人猿である。チンパンジーとヒトの遺伝

子は約 98 ％同じだとする研究結果もある。サヘラントロプスは発見された頭蓋骨から脊髄がまっすぐ下に伸び
ており直立できた可能性が高い。直立二足歩行は類人猿とヒトを区別する基準の一つである。そのほかに、道具
や火、言葉の使用があげられることが多い。

❷人類の進化
猿人に属するアウストラロピテクスは、南アフリカのタウニングで発見された。約 400 万年前に出現し直立二

足歩行を行い、脳容量は 500cc であった。原人に属すのがホモ＝ハビルス、ジャワ原人、北京原人である。約
260 万年前に出現したホモ＝ハビルスは、タンザニアのオルドヴァイ峡谷で発見された。同じ地層からは礫石器
が見つかった。約 100 万年前に出現したジャワ原人はジャワ島のトリニールで発見された。約 50 万年前に出現
した北京原人は北京郊外の周口店で発見され、10 万個以上の打製石器、握斧や炉の跡も残っていた。ネアンデ
ルタール人は旧人に属し、ドイツで発見された。彼らは剥片石器を制作し、石器を木の柄に装着し狩猟を行っ
た。また、獲物の毛皮から衣類をつくり、洞穴を住居とした。埋葬の習慣だけでなく、洞穴絵画も描いたとする
研究もある。新人に属するのがクロマニョン人や周口店上洞人である。クロマニョン人はフランスで発見され
た。4万年前に出現し、石刃、投げ槍、弓矢、骨角器による漁労用具などを発明して狩猟・漁労技術を飛躍的に
高めた。またフランスのラスコーやスペインのアルタミラに代表される洞穴絵画や、自然の生産力を象徴するも
のと思われる女性裸像などがつくられ、芸術表現や抽象化の能力を高めたことが知られる。周口店上洞人は北京
原人が発掘された周口店遺跡のある丘陵山頂部の洞窟で発見された。

 授業のアイデア❶  人類の特徴を整理する指標を考えよう
教科書の情報をまとめる際には、次のような表を作成し人類の特徴を整理するとともに、整理する指標を

本時の目標

〇人類が進化することで、できるようになったことを説明する。具体的には、人々が身体を進化させつつ生活環
境に適応していったことを、打製石器とその発達をとおして理解させる。そして、自然環境に手を加えること
で農耕・牧畜を開始し、人類が国家・文明をつくりだしたことを理解させる。

学習指導案

第 2 章
　 1 節 人類の誕生と進化 p.16-17

 発　問 　回答例 ○留意点　■評価

導　入 チンパンジーと人類の違いは
何だろうか。

言葉、火、道具の使用…。
（⇒ p.3）

○人類の発達について興味をも
たせる

展　開 Ａ　猿人・原人・旧人・新人
の違いを整理しよう。

Ｂ　打製石器はどのように改
良され、どのようなことに使
用されたのか調べてみよう。

Ｃ　人類の進化は精神面にど
のような変化をもたらしたの
だろう。死者が埋葬された
り、洞穴絵画として動物が描
かれたのは、なぜだろうか。

Ｄ　1 万年前に地球が温暖化
した結果、人類はどのよう
な工夫を行い生活を営んだ
のだろう。

Ｅ　磨製石器は打製石器に比
べてどのような点で優れて
いたのだろうか。土器はど
のように使用されたのだろ
うか。

Ｆ　農耕・牧畜が始まること
で、どのような変化が起
こったのか。

A 　（⇒ p.3 ❷  授業のアイデア❶ ）

Ｂ　礫石器、石核石器（握斧）、剥片石
器（石刃・尖頭器）、細石器のように改
良された。石核石器である握斧で獲物
の解体や食用の木の根を掘り出した。
剥片石器（石刃）は毛皮をはがした
り、肉を切ったり、骨をそいだりする
のに用いられた。また、細石器は投げ
槍の槍先に使用され、大型獣の狩りに
使用された。

Ｃ　死者を埋葬することで、亡くなった
人を慈しんだり、洞穴絵画を描くこと
で、狩猟の成功を組織的に願ったと考え
られている。�

（⇒ p.4  授業のアイデア❷ ）
D　農耕や牧畜など自然環境に手を加える
ことで食料を安定して確保しやすくした。
また、磨製石器（磨製石斧・石臼・石
皿・石杵）、織物、土器などを発明した。

Ｅ　狩猟には不向きであったが、樹木を
伐採したり、穀物の刈り取りや調理の
際に便利であった。土器はどんぐりの
煮炊きや保存で使用されただけでな
く、宗教的儀式などでも、用いられた。

Ｆ　①貧富の差の発生や指導者への権力
集中により、王などの身分が生まれた。
やがて、支配者が多くの人を支配する
仕組みである国家や文明が生まれた。
　②青銅器や鉄器などの金属器による武
器や工具、出来事を記録するための文
字を発明した。

○教科書の「人類の進化」の小
見出しから、読みとかせる

■旧石器時代について理解する
（知識・技能）
〇教師の側で打製石器の発展に
ついて補足する

■打製石器の発達の特色を資料
から読み取る（知識・技能）

■人類の精神面の変化について
思考・判断する（思考力・判
断力・表現力等）

〇教科書の「農耕と牧畜の始ま
り」の小見出しから、読みと
かせる

■新石器時代について理解する
（知識・技能）
■新石器文化の長所について思
考・判断する（思考力・判断
力・表現力等）

〇時代により、使用される道具
がかわることを説明する

■金属器時代について理解する
（知識・技能）

まとめ  冒頭の発問  人類はどのよ
うに進化し、どのようなこと

 冒頭の発問の答え  人類は身体的な進化
とともに、道具を改良し技術を発明する

■人類の進化によって、打製石
器が制作されたり、農耕牧畜

ができるようになったのだろ
うか。

ことで、多くの人々とともに国家や文明
をつくりだすことが可能となった。

（⇒ p.5  授業のアイデア❸ ）

　が開始されたり、文明が発生
したりしたことを説明する
（思考力・判断力・表現力等）

A

❷
❶

B

C

③

② ① ⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

④

学
習
指
導
案
、
冒
頭
の
発
問
の
答
え
参
照

⑩

D
・
E

F

1
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用語Check!
❶ 14～16 世紀にかけてイタリアの都市を中心に西ヨーロッパ

各地に広まった、ギリシア・ローマの文化を再生させようとす

る運動を何というか。

❷教
きょう
皇
こう
や教会ではなく、聖

せい
書
しょ
の教えのみを信じるキリスト教の

新教徒を何というか。

❸ 17～18 世紀を中心に、ヨーロッパ・アフリカ・アメリカ大

陸のあいだで行われた貿易を何というか。

❹トルコ系民族を中心に成立し、1453年に東ローマ帝国（ビザ

ンツ帝国）をほろぼした帝国は何か。

❺ 16 世紀にイラン高原で成立し、ペルシア文化の伝統を受けつ

いで、独自のイラン文化を発展させた王朝は何か。

❻中国の歴代王朝で行われ、明
みん
の洪

こう
武
ぶ
帝
てい
の下で整備された官

かん
僚

りょう

になるための試験制度を何というか。

❼ポルトガル・スペインの貿易が始まると、当時の日本ではポル

トガル人やスペイン人を何と呼んだか。

❽織
お
田
だ
信
のぶ
長
なが
が、安

あ
土
づち
の城下町などで商工業者に自由な営業活動を

認めた法令を何というか。

❾太
たい
閤
こう
検
けん
地
ち
において、実際の耕作者を年

ねん
貢
ぐ
の負担者として検

けん
地
ち

帳
ちょう
に登録する原則を何というか。

❿豊
とよ
臣
とみ
秀
ひで
吉
よし
が、1592 年に 15 万人余りの大軍を朝

ちょう
鮮
せん
に派

は
遣
けん
し

た、最初の朝鮮侵略の出兵を何というか。

⓫琉
りゅう
球
きゅう
から伝わった三

しゃ
味
み
線
せん
を伴

ばん
奏
そう
に人形を操

あやつ
る演劇を何とい

うか。

⓬江
え
戸
ど
幕
ばく
府
ふ
が将
しょう
軍
ぐん
の代がわりごとに出した大

だい
名
みょう
を統制する基本

法を何というか。

⓭本
ほん
百
びゃく
姓
しょう
の経営をできるだけ安定させるために、1673年に江

戸幕府が土地の分
ぶん
割
かつ
相
そう
続
ぞく
を制限した法令を何というか。

⓮江戸時代初期、海外貿易を盛んにするために江戸幕府が豪商ら

に発行した渡
と
航
こう
許可証を何というか。

⓯キリスト教の禁
きん
教
きょう
を徹
てっ
底
てい
するため、人々が仏

ぶっ
教
きょう
徒
と
であること

を寺院に証明させた制度を何というか。

⓰江戸幕府が海外情報を得るために、オランダ人に提出させた

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

❿

⓫

⓬

⓭

⓮

⓯

⓰
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教科書P.152-153

ヨーロッパやアジアの情勢の報告を何というか。

⓱松
まつ
前
まえ
藩
はん
との交

こう
易
えき
の不満を原因として、1669年に戦いを起こし

たアイヌ民族の指導者はだれか。

⓲いわしを原料とした干
ほし
鰯
か
など、金銭を支払って購入する肥料を

何というか。

⓳ 17 世紀後半に河
かわ
村
むら
瑞
ずい
賢
けん
によって整備され、日本海から下

しものせき
関・

瀬
せ
戸
と
内
ない
海
かい
を経て大

おお
坂
さか
に至る航路を何というか。

⓴諸
しょ
藩
はん
が蔵

くら
物
もの
と呼ばれた年貢米や特産物を保管・販売するため

に、大坂などに置いた施設を何というか。

�徳
とく
川
がわ
綱
つな
吉
よし
は江戸に孔

こう
子
し
をまつる施設を建てて、林

りん
家
け
を責任者に

任命したが、これを何というか。

�新
あら
井
い
白
はく
石
せき
が、金・銀が長

なが
崎
さき
から海外に流出することを防ぐため

に貿易額などを制限した法令を何というか。

�問
とい
屋
や
が百姓に道具・原料や資金などを前貸しし、百姓が自分の

家でつくった製品を安く買い取る生産形態を何というか。

�享
きょう
保
ほう
の改革で将軍徳川吉

よし
宗
むね
が一時的に行った、大名の参

さん
勤
きん
交
こう

代
たい
を軽減する代わりに、米を献

けん
上
じょう
させる政策を何というか。

� 1782 年に始まる東日本の冷害や浅
あさ
間
ま
山
やま
噴
ふん
火
か
の影響による 凶

きょう

作
さく
で、米価が高

こう
騰
とう
し、多くの餓

が
死
し
者を出したききんを何という

か。

�寛
かん
政
せい
の改革で老

ろう
中
じゅう
松
まつ
平
だいら
定
さだ
信
のぶ
が、ききんなどに備えて各地に非

常用の米をたくわえさせた政策を何というか。

� 1792 年、根
ね
室
むろ
に来航し、漂

ひょう
流
りゅう
民
みん
の大

だい
黒
こく
屋
や
光
こう
太
だ
夫
ゆう
を送り届

けて日本に通商を求めたロシア使節はだれか。

�浮
うき
世
よ
絵
え
で鈴
すず
木
き
春
はる
信
のぶ
が始めた多色刷りの版画を何というか。

�町
ちょう
人
にん
や学者らが設け、民衆に読み・書き・そろばんなどを教

えた私
し
塾
じゅく
を何というか。

�天
てん
保
ぽう
の改革で老中水

みず
野
の
忠
ただ
邦
くに
が、海岸防備を理由に江戸・大坂周

辺を幕
ばく
領
りょう
にしようとして失敗した命令を何というか。

⓱

⓲

⓳

⓴

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

 

　　月　　日 　　　組 　　　番 名前

はやし

指導者用
デジタル教科書

学習者用
デジタル教科書

映　像
音　声
写真集

教科書
完全準拠
データ

中学校
音の社会科

ムービー
中学の歴史

中学歴史写真集

県版
中学歴史写真集

『中学歴史』 トータルサポート

教師のための豊富な
教材

授
業
の
下

準備
に

あわせて使ってさらに充実の授業

708

授業用
スライド
pptx

準拠
テスト例
W

地図
図版

教科書
テキスト
W

一問一答

W&E

教師用
指導書

→p.28 参照

→ p.36

教師用指導書
付属データ集�→ p.29 参照

準拠
ノート
上・下

→p.24 参照

→ p.30 参照
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学習者用デジタル教科書（教科書としての扱い）
▪�教科書のPDF版です。画面上で自由に拡大・縮小できます。
▪�学習者用デジタル教科書は、学習者用ライセンスをご購入いただくと、山川出版社が運営
する山川WEBライブラリ（WEBサイト）＊からダウンロードすることが可能になります。

▪�学習者用デジタル教科書には、教科書の二次元コードのかわりにデジタルコンテンツへの
リンクボタンが設定されており、ボタンを押下すると山川WEBライブラリに登録された
動画や画像をご利用いただけます。

＊山川WEBライブラリとは
ビューワーによる教科書紙面の表示だけではなく、先生や生徒一人ひとりが必要とするデジタルコンテンツ�
（教材）や情報を提供するための専用WEBサイトです。
◦�「教師用指導書」付属データ集に含まれるデジタルコンテンツは山川WEBライブラリにも登録されています。
◦��山川WEBライブラリに登録されたデジタルコンテンツには、ダウンロード可能なコンテンツもあります。
◦��ダウンロードしたコンテンツは、授業準備やテスト問題の作成、授業での投影などご自由にお使いいただけます。

体験版（PDF）の
ダウンロードはこちら

指導者用デジタル教科書（教材としての扱い）→p.32 参照

▪��指導者用デジタル教科書は、指導者用ライセンスをご購入いただくと、山川出版社が運営
する山川WEBライブラリ（WEBサイト）からダウンロードすることが可能になります。
▪�指導者用デジタル教科書には、教科書紙面にデジタルコンテンツへのリンクボタンが設定
されています。ボタンを押下すると発問のQ&A、写真や動画、地図・図版などさまざま
なデジタルコンテンツをご利用いただけます。

体験版（PDF）の
ダウンロードはこちら

指導者用デジタル教科書のご利用イメージ
山川WEBライブラリ

※イメージ画像です

先生

❶ 会員登録

❷ ライセンスコードの入力

❸ デジタル教科書のダウンロード

❹ デジタルコンテンツの利用

2021年
スタート
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中学校向け映像・音声教材

ムービー中学の歴史 増補版　
監修／全国中学校社会科教育研究会
本体価格：20,000円（税別）

DVD�2 枚組 各 30 テーマ

❖解説書付
●ムービー中学の歴史の増補版
●世界史および現代史の映像資料が充実

中学校 音の社会科　
監修／全国中学校社会科教育研究会
本体価格：18,000円（税別）

CD�3 枚組
disc1：日本史 50 テーマ　
disc2：�日本史 11 テーマ＋世界史 31 テーマ
disc3：地理・公民 51 テーマ

❖解説書付
●歴史・地理・公民の 3分野を網羅
●�伝統的な芸能、日本や世界の事件報道、
　歴史を変えた政治家の演説などを収録

ムービー中学の歴史　
監修／全国中学校社会科教育研究会
本体価格：20,000円（税別）

DVD�2 枚組 各 30 テーマ

❖解説書付
●歴史の授業に役立つ映像資料を厳選
●NHKの映像を教材として再編集
●1項目 1〜 3分程度で授業の導入にも最適

〒101-0047�東京都千代田区内神田1-13-13
TEL03-3293-8131　FAX03-3292-6469

※ホームページにも詳しい情報が掲載されています。是非ご覧下さい。

https://www.yamakawa.co.jp/




